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　ベッドの上に横たわっている人妻──美み織おりさんの腰をしっかりと掴むと、ペニスを深く突き入れる。

「あ……ん……い、やぁ……」

　否定の言葉も、今はどこか甘い響きを含んでいる。

　さすが人妻。男を受け入れるのに慣れているおまんこだ。

　ぬらつき、うねる感触をじっくりと味わうように、俺は挿入したままの状態で一切、動かずにいた。

「茂しげる、くん……？」

　戸惑いがちに俺の名前を呼ぶ、美織さん。

「なんでしょう？」

「え……と、あの……どうして、なのかしら？」

「それだとわかりませんよ。何を聞きたいんです？」

　あえて惚とぼけると、美織さんは拗ねたような顔をする。

「まさか、俺に無理やりされてるのに、こんなことを望んでいるわけじゃないですよね？」

　ペニス全体を使い、膣道を擦るようにゆっくりと腰を動かす。

「あ……ん、は……」

　たちまち、美織さんの顔が快感に蕩ける。

　俺をまっすぐに見つめる潤んだ瞳。すっかり上気した頬や、濡れたような唇。

　どれも魅力的でたまらないというのに、切なげな吐息や、くびれた腰を捩る仕草から滲む、成熟した女の持つ色気。

　自覚しているのかいないのか、男を誘うようなその仕草に、俺の理性のタガは簡単に外れてしまう。

　たまらずキスをしようとすると、彼女はふいに顔を逸らしてしまう。

「美織さん……？」

「あ、あまりキスはしないで」

　仕方なく俺は唇ではなく、鼻先に、頬に、そして首筋に顔を埋めるようにキスを繰り返しながら、大きく息を吸い込む。

「ん……は、くすぐったいわ……」

「くすぐったいだけですか？」

　俺の問いかけに、美織さんは何も答えない。

「何も言えないのなら、ふさいでしまってもいいですよね？」

「え……!?　んんんっ」

　少し強引に美織さんにキスをした。

「ん、ちゅ……らめ、ん、んっ」

　胸に手を当て、押し返そうとしてくるのにかまわず、さらに強く唇を押し付け、擦り合わせ、その形をなぞるように舌を這わせていく。

「ん、ふ……」

　たっぷりと唾液を乗せた舌を、口内に差し入れる。

「んんっ、じゅ……ちゅ、ん……」

　縮こまっているままの舌を軽く突くが、美織さんは応えようとしない。

　……仕方がないな。

　顔を離すと、今度は鼻先や頬に軽くキスをして、耳たぶを甘く噛む。

「あ……」

　ゾクゾクと、細い肩が震える。

「はあ、はあ……ん、はあ……」

　息が乱れる。そして……膣が俺のモノをより強く締め付けてくる。

　美織さんの香り──女の匂いをより濃く感じる。心よりも先に、身体が俺を求めはじめている。

　俺もまた、彼女を求め、その全てを味わうように、首筋から鎖骨、そして窪みに舌を這わせていく。

「あ、は……ん、あ、あ……ん……」

「これは、くすぐったいだけじゃなさそうですね」

「……っ」

　からかうように告げると、彼女は耳の先まで一気に真っ赤になる。

「ち、ちが……」

「違わないですよね？」

　脇腹をくすぐるように撫で、乳房へと触れる。

「あ、んっ」

　思わずこぼれ出た、というような甘い声を聞きながら、大きな胸を優しく捏ねる。

「は、あ……あ、あっ、ん……あ、ふ……はああ、茂くん、おっぱい、弄るの……好きなの？」

「美織さんのおっぱいだから、好きなんですよ」

　手の平から溢れるほどの大きさ。指の間から溢れてくるんじゃないかというほどの柔らかさ。それでいて形は崩れてはいない。

　本来の彼女のスタイルの良さと、女として成熟した今だからこその奇跡のバランス。最高の触り心地。

　大きな乳房の先端、赤味がかった赤銅色の乳首がピンっと勃起している。

　思わず、ちゅうっと音を立てて吸い付いた。

「ふああっ!?」

　美織さんが甘い悲鳴を上げる。

「れるっ、ちゅっ、ちゅううっ、ちゅぱっ、ちゅううっ」

「や、あ……そんなに吸ったら……あ、は……」

　乳首を唾液まみれにしながら吸い立て、反対側のおっぱいにも手を伸ばす。

　どこまでも埋まっていきそうな柔らかな感触を、じっくりと味わうように乳房全体を強弱を付けて揉みしだく。

「んっ、あ……だめよ、そんなに強くしないで、跡が残ったら……んっ」

「ん……ちゅぱっ、れろ……旦那さんとは、もうだいぶセックスしてないんですよね？」

「そ、それは……そう、だけれど……」

「だったら大丈夫ですよね？」

　そう告げながら、胸をさらに強く揉みしだき、彼女の白い肌の上に、俺との行為の証を残すかのようにキスを散らしていく。

「だ、だめ……お願いだから、やめて……？」

「じゃあ、美織さんがしてくださいよ。そうすれば、俺はしませんから」

「私が……？」

「ええ。恋人に──昔、旦那さんにそういうことをしたことはないんですか？」

「…………あるわ」

「だったら同じように……いや、そのときよりも情熱的にお願いしますね」

「どうしても、しなくちゃだめかしら？」

「だめです」

　上目遣いの彼女の問いを、あっさりと否定する。

「茂くん、ときどき……すごく意地悪だわ」

「美織さんが可愛いから、いじめたくなるんですよ」

「可愛いって、私のほうがあなたよりずっと年上なのよ？」

「ずっとって、たかだか七、八歳じゃないですか」

「大きな差じゃない」

「小さな差ですよ」

「……訂正するわ。意地悪なだけじゃなくて、強引なのね」

　拗ねたように言うと、美織さんは俺の首に腕を絡めてくる。

「ん……」

　自分からキスをすると、俺の唇を割り開くように舌を差し入れた。

「ん、ちゅ……んっ、んふっ、れるっ、ちゅ、ん、ん……」

　ぬるぬると口内を熱い舌が這い回る。

　ぐしょぐしょに濡れている膣がうねりながらペニスを締め付けてくる。

「ん、ぷあっ。いいですよ、美織さん。そのまま、腰を使ってください」

「……わかったわ」

　わずかに戸惑ったものの、美織さんは俺の指示したとおりに腰を使いだした。

「はあ、はあ……ん、ふ……あ、ふ……」

　美織さんが自分から腰を上下に揺すり、おまんこでチンポを扱きあげる。

　硬く反り返ったペニスが膣襞と擦れ、蕩けそうに気持ちがいい。けれど、もっと感じたい。もっと強い刺激がほしい。

「美織さん……続きは、俺がしますよ」

「ん、え……？」

　戸惑い気味に見上げてくる彼女の手をしっかりと握ると、俺は腰の動きを速めた。

　入れて、引いて。彼女のおまんこを擦りあげながらペニスが出入りをくり返す。

　そのたびに愛液がしぶき、シーツの上に小さな染みを生み出していく。

「んっ、んっ、や、あ……激し……そんな、だめよ。だめ……速い、速すて……あ、ああっ」

　身体をくねらせ、腰を震わせ、よがりまくる。

「だめって言ってるのに、ずいぶんと気持ちよさそうですけれど？」

「あ、は……こんなこと、だめなのに……だめだってわかってるのに、あっ、あっ、おまんこ……感じちゃう、感じちゃうのぉ……！」

　美織さんの中をジュプジュプと淫らな音を立てながらチンポが出入りするたびに、彼女は表情を蕩けさせていく。

　しっかりとペニスを咥え込んだ膣口からは白く泡立った愛液が滲み、会陰を伝ってベッドに染みを作る。

「う……すごい。中、うねって……熱くなってる」

　やっぱり女は人妻がいい。

　男を、セックスを、快感を知った女。初めての相手のような面倒さはなく、恋人面をされるような煩わしさも少ない。

「はあ、はあっ、あ、ああ……んっ、や、そこ、奥、あまり、突かないでぇ……」

「そうですか。奥をこうすると気持ちいいんですね」

　ズンっズンっと、膣奥を強く突き上げ、押し込む。

「んあああっ！　あ、はあぁっ、だめ……だめよっ。そこ、本当に、だめなの……んっ、いやぁ……♥　あ、あっ、感じちゃう、感じすぎちゃうの……んんんっ」

　やめて、という言葉の裏には、もっとして欲しいという本音が見え隠れしている。

　もっと、もっと彼女を感じさせたい。このまま、俺の色に染め直してしまいたい。

　両腕をしっかりと掴むと、ぐっと身体を引き寄せる。

「ひあっ!?　あ……深いぃ……♥　だめ、そんなにしたら、私……私……」

　湧き上がってくる衝動のまま、腰を激しく使う。

　左右から寄せられた大きな胸が、俺の動きに合わせて上下に弾み、淫らに踊る。

「あっ、あっ、い……んっ、い、あっ♥　当たってるの……そこだめっ、子宮、そんなに突かないで……ん、う……あ、おく、おくぅ……♥」

　深く突き入れたまま腰をぐるりと回す。

　亀頭が子宮口をえぐるように擦ると、美織さんは蕩けるような笑みを浮かべる。

　いくら理由があっても、最初の頃は俺との行為にかなり抵抗があったはずだ。

　けれど、最近の美織さんは諦観もあるのか、それとも快感に逆らえなくなったのか、楽しむようになってきている。

「はあ、はあ……や、あ……も、だめ……お願い、これ以上されたら、私……私……」

「イキそうなんですね。いいですよ。俺のチンポでイッてくださいっ」

　今まで以上に激しく、美織さんのおまんこを突きまくる。

「んっ、んあっ♥　あっ、あっ、すご……すごいのっ。すごすぎて……あっ、ああっ♥　んあっ、あ、あああ……！」

　耐えられないとばかりに頭を激しく左右に振りたくり、ひっきりなしに喘ぐ。

「んっ、あ、は…………あ、あ、あ、ああ……いくっ、茂くん、私……い、いきそ……んあっ♥　あっ、あっ、いくぅっ♥」

「俺も、もうすぐ……だから、一緒に……！」

「んっ、あ、あっ、いくのっ♥　いっちゃうっ♥　いい……これ以上、我慢できな……あ、い、いくいくっ、茂くん、もう、もうっ!!」

「いいよっ、美織さん……イッて！」

　彼女をしっかりと抱き、深く腰を突き上げた。

「んあっ!?　あ……。ん、あ、ああぁあああああああああああっ!!」

　背中をぐっとそらし、喉を震わせる。

　彼女が絶頂を迎えたのを確認した瞬間、熱い衝動が一気に弾けた。

「う、くうううっ!!」

　どぷぷっ、びゅくんっ、どぴゅううううっ、びゅばっ、びゅるるるっ！

　膣が締まり、ペニスが搾られる。

「く……美織さん、締めすぎ……お、あ……」

「はっ、はっ、はあ、はあ……ん、はああぁ……あ、ふ……」

　美織さんは、ベッドにつっぷしたまま、息を荒げている。

「美織さん、気持ちよかったみたいですね」

　一瞬、こちらを睨みつけてきたが、彼女は反論の言葉を口にせず、ただ目を伏せた。

　最初の頃ならともかく、今ははっきりと否定することができないし、したところで意味がないとわかっているのだろう。

　繰り返し俺とセックスをしたことで、彼女は俺との行為にすっかり馴染んできている。

「ねえ……今日はもう終わり、よね？」

「まだ一度しか出してないじゃないですか。これからですよ」

　答えながら、彼女の身体を強く抱きしめる。

「んっ。そろそろ帰らないと、あの人が戻ってくるかもしれないから……」

「旦那さんが帰ってくるの、いつもならもっと遅いじゃないですか。あと一時間くらいは大丈夫でしょう？　急いですれば、あと二回くらいは出せますよ」

「え……？」

　セックスにハマっているのは、美織さんだけではない。俺もまた、彼女との行為に夢中だった。

　一度だけじゃ足りない。二度、三度と続けてしたくなるのは美織さんだからだ。

「そんなにされたら、夕飯の支度ができなくなっちゃうわ」

「じゃあ、言い換えましょうか。このまま、もっと美織さんとセックスしたい。言うとおりにしてくれますよね？」

「……わかったわ。あと二回したら、終わるのよね？」

　そう答える美織さんの言葉には、さらなるセックスへの、快感への期待の色が滲んでいるように感じるのは、俺の気のせいじゃないはずだ。

「ええ。今日はそれでいいですよ」

「…………明日も、するの？」

「もちろんです」

　彼女は俺を強く拒絶できない。

　それは不倫関係にあるからでも、セックスの相性でもない。別の理由からだ。

　こんな美人な人妻と好きなときに好きなようにセックスできるようになったのも、すべて彼女の夫──あの、人間としてダメな男のおかげだ。

　そうでなければ、貞淑な彼女が他人を受け入れることなどなかっただろう。

　そう、彼女とこういう関係になった切っ掛け。それは──。
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　──大学に入ってからは、ひとり暮らしをして、バイトをやって自律して自立した生活をしている。

　目をキラキラさせながら、そんなふうに話している同期生に影響された。

　地方から出てきた彼はやむを得ずひとり暮らしをしているとしても、都内に住む知り合いたちはどうか？

　そう考えて聞いて回ってみたが、自分が想像していたよりも多くのやつらが、ひとり暮らしをしていた。

　理由は様々で、親の方針で家を出ているやつもいれば、遊ぶために部屋を借りているのもいた。

　実際にしている友人に話を聞けば「気楽でいい」、「自由でいい」と口に揃えて答える。

　だからというわけではないが、自分でもしてみたいと思うのも当然のことだったと思う。

　俺──大おお和わ田だ茂しげるは、それなりに満たされた生活をしていると思う。

　実家──親のやっている企業「大和田」といえば、近隣ではそれなりに有名だ。

　家族仲は良好だし、両親は俺に甘く、何不自由することなく、たいていのことは望めば簡単に叶えてもらえた。

　このままでいれば、人間が腐っていくだろうということも想像できる。

　だからこそ、俺はバイトを始め、ひとり暮らしをすることにした。

　大学に近い駅から徒歩数分の距離にある、親父の持っているマンションの一室。バイト先はお袋の実家がやっている百貨店だったけれど。

　普段から『若いときの苦労は買ってでもしろ』と言っていたわりには、やはり両親は俺にどこまでも甘かった。

　とはいえ、苦学生をやることに価値を見いだすことができなかったので、ありがたく受け入れることにした。

　そうしてひとり暮らしとバイトを初めて数週間。

　ひとり暮らしも、最初こそ自分で何でもできることが楽しかったが、すぐに面倒が上回った。

　十分に普通の生活も堪能したし、そろそろ実家に戻ってもいいかなと思い始めていた。

　そんなとき、バイト先である百貨店で、地方の特産品を扱う催事をすることとなった。

　普段からもてあましがちだった休憩時間に、多少の興味もあって俺はあちらこちらを見て歩く。

　地下にある食品売り場は、夕方になるといつものように会社帰りのＯＬや主婦でごった返していた。

　人の多さにうんざりして、そろそろ引き上げるか、そんなふうに考えていたときだ。

「いらっしゃいませ、よろしければご試食くださーい！」

　お客に明るく声をかけている販売員──マネキンをしている女性に目を奪われた。

　肩に届く程度の長さの髪。少し垂れ気味の目は優しげで、母性を感じさせる。

　そして何よりも目を惹くのは、清楚な雰囲気とは対象的な大きな胸だ。

　服の上からエプロンをしていてもはっきりわかるほどの腰のくびれ。眺めのスカートで隠されているのがもったないくらいの足のライン。

　仕事をしているときの笑顔も良い。てきぱきとした動きにも好感が持てる。

　魅力的な容姿と、匂い立つようなエロさを併せ持った彼女は、俺にとっての理想に近かった。

「いい……」

　彼女に見惚れ、思わず呟いていた。

　ひと目惚れだった。こんな気持ちになったのは初めてだった。しかし、そのわずか数秒後に失恋を迎えることになった。

　何しろ、彼女はその左手薬指にしっかりと指輪をしていたからだ。

　人妻か。残念ではあるが、ある意味では理想の相手でもある。

　何しろ普通の同年代の女は、俺が『大和田』のひとり息子であることを知ると目の色を変えて寄ってくるからだ。

　金や権力も魅力の一つ。それくらいに割り切ってはいたが、セックスをしたくらいで、すぐに彼女面をしてくる女の多さに、正直辟易していた。

　女性経験はそれなり──というか、同年代の中ではあるほうだったが、特定の相手と長く続いたことはない。

　だからというわけではないが、俺は年上の女が、特に人妻が良いと思っていた。

　すでに愛した相手がいる。確立した生活がある。セックスをしたくらいで大きな顔をしない。

「頼まれていた分、持ってきましたー」

「ありがとうございます。私は、今日からこちらでマネキンをすることになった、七なな里さと美織です。よろしくお願いします」

「ここと酒売り場の倉庫を兼任で担当している大和田茂です。よろしくお願いします、七里さん」

　それが出会いだった。

　そんな相手がすぐ傍にいるんだ。彼女と親しくなるためにこまめに声をかけ、仕事を手伝い、できるだけ顔を合わせるようにした。

　そのかいもあって、普通に話をする程度には親しくなった。

「おつかれさまです、七里さん」

「大和田くんは、今から休憩？」

「そうなんですよ。それで、軽く食事にしようかと思って。今日のお薦めってなんですか？」

「お値段を考えると社食のほうがいいんじゃない？　それに、外食ばかりだと栄養が偏るわよ？」

「七里さんが、そういうことを言ったらまずいでしょう」

「それもそうね」

　いたずらっぽく笑う。

　自分よりだいぶ年上だが、そんな彼女を可愛らしいと思った。

　彼女への気持ちはますます強くなっていく。

　とはいえ、相手は人妻だ。声をかけたところで相手にされないだろう。

　条件的には『そういう相手』だからこそ良かったのだが、切っ掛け作りとしては、それがネックになっている。

　どうすれば今以上に彼女と親しくなれるのか、俺はそんなことばかり考えていた。

「……あれ？　七里さん、もうあがりなんですか？」

「ええ。物販の管理ミスがあったみたいで、商品が早く売り切れちゃって。今日は早上がりになったのよ」

「へえ……あ、そうだ。七里さん、家はどっちのほうですか？　俺も今から帰るとこですし、車なんでよければ送っていきますよ」

「そんな、悪いわ」

「遠慮はいりませんよ……っと、もしかして男とふたりになると、旦那さんが気にするからですか？」

「夫は……」

　一瞬、悲しげに目を伏せる。どうやら、あまり触れられたくない話題のようだ。

「この時間だと電車も混んでいるでしょうし、遠慮しないでください」

「でも……」

「いつも総菜を少しおまけしてくれているお礼ってことで。駐車場まで荷物持ちますよ」

　遠慮する七里さんを押し切るように、少し強引に荷物を手に取った。

「……ありがとう。それなら、お願いしちゃおうかしら」

　機会のあるたびに会話してきたおかげもあってか、彼女は仕方ないというように苦笑しつつも、俺の提案をのんでくれた。

「それで、家はどっちのほうなんですか？」

「成間の南久目駅のほうよ」

「え？」

「……どうしたの？」

「いや、俺の家もその駅の近くなんですよ。北口通りをまっすぐ行って、コンビニを左に曲がったところにある18階建てのマンションなんですけど、わかります？」

「えええっ!?」

　今度は七里さんが驚きの声を上げる。

「どうしたんです？」

「そこって、マンションＯＷＤ12番館だったりする？　私の家、そこの５０８号室なの」

「……俺の部屋、１８０１号室です」

　なんてこった。同じマンションに住んでいたのか？　まったく気付かなかった。

「本当にすごい偶然……あ、ら……？」

　七里さんが小首を傾げる。

「18階って、オーナーさんの親族が住んでるって聞いたのだけれど……」

「ああ。あのマンションは父のなんですよ。大和田……ＯＯＷＡＤＡの、それぞれ最初の文字をとって、ＯＷＤなんで」

「ふわぁ……。育ちがよさそうだな、と思っていたけれど、大和田くん、お金持ちのおぼっちゃまだったのね」

「まあ、そういうことになりますね」

「ふふっ。おぼっちゃまと言われても否定したりしないのね」

「事実ですからね。それよりも、まさか七里さんが同じマンションに住んでいるとは思いもしませんでしたよ」

　勝手知ったる道だが、彼女と少しでも長く一緒にいるために、少しゆっくりと車を走らせる。

「よければ、俺のバイトがあるときは送り迎えしましょうか？」

「ありがとう。でも、あまり優しくしないでね。甘えたくなっちゃうから、気持ちだけいただいておくわ」

　笑顔であっさりと断られてしまった。彼女にとってはそれは譲れない一線なんだろう。

　今まで同じように声をかけた女達なら、迷うことなく頼んできただろうし、人によっては家にまで遊びに来たいとねだってきただろう。

　七里さんに対しての好感度がさらに高くなる。

　車を置き、一緒にエレベーターに乗る。彼女の部屋のある５階の扉が開いたところで、声が聞こえてきた。

「七里さん、いらっしゃいませんか！　七里さん、いらっしゃるんでしょう？」

「あ……」

　七里さんの顔が青ざめる。

「……居留守なのか？」

「近所のパチンコ屋を見て回りましょう。どこかにいるでしょう」

　踵を返した男達が、七里さんに気付いた。

「ああ。七里の奥さん、ちょうどいいところへ。待っていたんですよ」

　にやにやと粘つく笑みを浮かべながら、男のひとりが寄ってくる。

　顔付きや雰囲気からわかった。相手は真っ当な仕事の人間ではなさそうだ。

「あ、あの……なんでしょうか？　まだ、お支払いは先ですよね？」

「ええ。そのとおりなんですが、旦那さんがまた新しく弊社に借金をいたしまして。そちらは７日間の短期契約のもので、返済が今日なんですよ」

「あの人、また借りたんですね……」

　男達の言葉をまったく疑う様子がない。つまり、七里さんにとっては、日常的なことなのだろう。

「あの、おいくらなんでしょうか？」

「追加分として10万となります。こちら、ご返済いただけますか？」

「そんな……」

　愕然とした表情を浮かべる。

「借用書もありますよ。確かめますか？　もっとも、そんなことするまでもないのは、奥さんが一番よくわかっているでしょうが」

「……はい」

「で、この返済はどうします？」

「今は、手持ちがこれしかないんです。もうすぐ給料日なので、それまで待っていただけませんか？」

「……２万３千円か。まあ、いいでしょう。では、これは最初の借金、そちらの利子として補填しておきます。短期のものは延滞分の利子を含めて11万円となりますので、ご用意をお願いいたします」

「わかりました。いつもすみません」

「いえいえ。奥様の働きぶりは私どもも、よくわかっておりますので。それでは、給料日──25日に、またお伺いいたします」

　美織さんにそう告げた借金取りの姿が見えなくなると、彼女は疲れたようなため息を吐いた。

「……恥ずかしいところを見られちゃったわね」

「借金って……旦那さん、何をしているんですか？」

　踏み込みすぎだとは思うが、こんなところまで見たのだ。かまわないだろう。

「あの人は『何か』新しい事業の準備をしているんじゃないかしら」

「何かって……」

　漠然としすぎじゃないか？

　疑問が顔に出ていたのか、七里さんは諦めたように重いため息と共に説明をしてくれた。

　七里さんの夫はいわゆる上昇志向の強いタイプらしい。

　それに実力が伴っているのならばいいのだが、聞いている限りでは、どうにも思いつきで行動し、やることなすこと長続きせず、口先だけで特に努力もしていないようだ。

『今回は運が悪かった』、『俺だって本気になればいつかは』、『社会のシステムに問題がある』などと言い訳を重ね、他罰的で自分に甘い、そんな人間が新しい事業を興したところでうまくいくはずもない。

　失敗を繰り返し、借金が累積し続けているような状況のようだ。

　七里さんは、そんな夫を支えるために、朝から晩まで働いているが、返済する端から新しい借金が増え続けており、完済はまだ遠い。

「送ってくれてありがとう。それじゃ、お休みなさい」

「え、ええ。お休みなさい」

　話をしてくれたが、それ以上は踏み込まないでと表情や態度が物語っている。

　やんわりとした拒絶に、俺は何も言えずに自分の部屋へと戻った。







　借金取りのことがあってから数日。七里さんとは何度か顔を合わせたが、態度は変わらなかった。

　差し障りのないやりとりだけの関係。彼女の事情を知ったことで、以前よりも距離が開いてしまったのは間違いない。

　どうしたらいいのか考えながら迎えた給料日。

　初めてもらった給料というのは、特別なもの……らしい。

　それが、たとえアルバイトであっても。

　金額的には、月々で親に貰っている自由に使える生活費の10分の１もないとしても、たしかに自分が働いて得たことへの感動はある。

　家族に何か買っていくのもいい。値段や質にかかわらず、両親なら喜んでくれるだろう。

　後は──彼女を誘ってみようか。

　親の金ではなく、自分で稼いだお金で一緒に食事をする。ただの思いつきだが悪くない考えだ。

　さっそくとばかりに、俺は彼女のところへと向かうと、声をかけた。

「七里さん」

「あら、大和田くん」

「仕事、もうすぐ終わりですよね？」

「ええ。あと30分くらいかしら」

「待っているので、よければ食事でもどうかと思って」

「え……？」

　きょとんとした後、気まずそうな顔をする。

「ごめんなさい。今日は返済日だから……」

「ああ、そうでしたね。じゃあ、家まで送りますよ。早いほうがいいでしょうし。それくらいはさせてください」

「……ありがとう、大和田くん。それなら、お願いしてもいいかしら」

　応える七里さんの笑顔はどこか苦い。

　今までも何度か誘っては断られている。彼女がこうして俺の提案を受けてくれるのは、数回に一回くらいだ。

　……かえって気遣わせてしまったか。

　そうは思っても、七里さんと少しでも長く一緒にいたいという気持ちのほうが強い。

「じゃあ、行きましょう」







　七里さんと他愛のないことを話しながらの帰り道は、いつもよりも時間の流れが早く感じた。

「いつも送ってくれてありがとう、大和田くん」

「いつもというほどじゃないですから気にしないでください。それに、家の場所は一緒じゃないですか。いつでも言ってください。送り迎えくらいしますから」

「気持ちだけいただいておくわね」

　同じ答えだった。いくら苦しくても、いくら大変であっても、簡単にすがってはこない。甘えようとはしない。

　やはりすばらしい。彼女のような女性は貴重だ。人妻だとはわかっていても、どうにかして振り向かせたいと思ってしまう。

　もう少しだけ。部屋の前まで。

　そう理由をつけて並んでエレベーターに乗る。

「おまちしておりましたよ、七里の奥様」

　彼女の部屋のある５階のエントランスに出たところに、以前と同じ借金取りの男達が待ち構えていた。

「短期分については振込みをしておきました。あと、いつものほうも入金されたはずです」

「なるほど。やはりそうでしたか」

　男はうんうんと頭を何度も上下させながら、口の端を軽く上げて嫌な笑みを浮かべる。

「……何かあったんですか？」

「残念ですが、先日から旦那様と連絡が一切つきません。口座のほうに振込はありませんでした」

「え……？」

「失礼ですが、調べさせていただきましたが、お給料の振り込み先が変わっているようですね」

「ま、待ってください。そんなはずは──」

「旦那様から連絡をいただきましたので、間違いないでしょう。それに、こちらが口座となります」

「あ……」

　百貨店のマネキンの収入は無事のようだけれど、他の仕事の分を持って行ったということか。

　……最低な男だな。

「お約束しておりました返済期限は過ぎてしまいました。そういうことですので、こちらも法的な処理を取らせていただき──」

「それって、いくらくらいなんですか？」

　横合いから話に割って入ると、男は不機嫌そうな視線を向けてくる。

「あなたは？」

「七里さんの知り合いです。それで、借金の残額っていくらくらいなんですか？」

「それを知ってどうするんですか？」

「俺が立て替えますよ」

「大和田くんっ!?」

　悲鳴のような驚愕の声を上げる。

「学生さんには少しばかり難しい額ですよ」

「聞いてみないとわかりませんよね。それで、いくらくらいなんですか？」

「奥様、彼はこう言っていますが、お話ししてもよろしいですか？」

「これは私達の問題だから、大和田くんには関係ないわ。だから──」

「七里さん。俺の家のことはわかりますね。こういうことには強いんです。大丈夫ですから、任せてください」

「で、でも……」

「大丈夫です。悪いようにはしませんから」

「今の残額は70万ほどでしょうか」

　男は俺達の会話から何かを感じたのか、借金の残額を口にした。

「あ……」

　七里さんは唇を噛みしめ、顔をうつむける。

　彼女のことが心配だが、今は目の前のことを先に片付けてしまおう。

「なるほど、わかりました。あともう一つ、あなたは山中法律事務所、わかりますか？」

　七里さんを背中にかばうようにして、俺は男に尋ねた。

「ええ。この街では有名なところですから」

　怪訝そうな顔をしながらも、男は俺の質問に答える。

「だったら話が早い。少し、待っていてもらえます？」

　スマホを取り出し、連絡先を呼び出す。

「山中先生ですか。お忙しいところすみません、大和田茂です」

　電話の相手は、ウチの会社の一つで顧問弁護士をしている先生だ。

　借金のこと。返済について。そのことをお願いして電話を終える。

「借用書はありますよね？　明日、事務所のほうに言ってください。法的に問題のないものであれば、全て返済されるはずです」

「そんな言葉を信じるとでも……と言いたいところですが、大和田茂さんと言いましたね。たしか、大和田のご長男のお名前ではありませんか？」

　たいしたものだ。俺の名前まで知っているのか。

「ええ。そうです」

「なるほど……かしこまりました。大和田様のご紹介ならば、間違いもないでしょう。私共としましても、滞りなく返済されるのでしたら、何の問題もございません」

　これで七里さんを悩ませていたことの一部を、解消することができたはずだ。

「では、これで失礼いたします。何かご用命がありましたら、お気軽にお声がけください」

　立ち去る男達を見送る。

「勝手なことしてすみません」

「い、いえ……ありがとう、大和田くん。でも……今のって……」

「仕事で疲れているでしょうから、詳しい話はまた明日にでもしましょう」

「……そう、ね」

　半ば呆然としている七里さんの背中を押すようにして、自分の部屋へ戻らせた。







　今までも何度か使っていた、少し外れにある小さな休憩室に、俺と七里さんはふたりでいた。

　立場を利用して……というか母親に頼み、この休憩室は俺がバイトをしている間、個人的に使えるようにしてもらっている。

　だから、他人に聞かせられない、聞かせたくないような会話をしても問題ない。

　そう──たとえば、七里さんの借金の話とか。

「七里さん、旦那さんの借金の件ですけれど、終わりましたよ」

　七里さんの旦那さんの借金をすべて一本化したこと。その全額を返済し終えていること。

　今は俺が七里さんに、無利子無期限で貸していることになっていること。

　法的な処理を含め、山中先生が上手くやってくれたことを説明する。

「あ、ありがとう。大和田くん。あの……借用書とかはどうしたらいいのかしら？」

「一応、作ってもらっておきました。問題ないか確認してください」

　俺の差しだした書類に、七里さんが丁寧に目を通していく。

　とはいえ、俺が彼女に貸した金額、無利子・無期限であることなど、必要最低限の文言だけのシンプルなものだ。不払いした場合の取り決めさえない。

「大和田くんは、これでいいの？」

「ええ。七里さんを信頼していますから。それで、どうでしょう？」

「ええ。問題ないわ。本当にありがとう。ここまでしてもらって、どうお礼をしていいのかわからないわ」

「お礼なんていいですよ。そんなことのためにしたわけじゃないですから」

「ふふっ、だったら少しでも早く返済するために、そして大和田くんの期待を裏切らないように、もっと仕事をがんばらなくちゃ」

「無理しないでいいですよ。身体を大切にしてください」

「本当にありがとう。でも、どうしてこんなことまでしてくれるの？　言い方は悪いけれど、同じお父様のマンションに暮らしているとはいえ、アルバイトで知り合っただけの相手でしょう？」

　彼女の立場で考えれば、俺の存在は都合が良すぎるように感じるかもしれない。

「今はそうですね」

「今は……？」

「ええ。俺は別に聖人君子じゃありませんから。誰彼構わずに助けたりしませんし、七里さんにこうしているのにも、相応の理由があります」

「理由って、何かしら……？」

　あの男達と同じように、何かを目当てにしている。そう思われたかもしれない。

「実は前からあなたのことが気になっていた……と言ったら、どうします？」

「え……？」

　予想もしていなかったことを言われたのか、七里さんは目を丸くした。

「気になってって……どういう意味で？」

「ひとりの女性としてですよ」

　そう言って、俺は七里さんの左手をそっと握った。

「お、大和田くんっ!?　そ、そういう冗談は──」

「冗談なんかじゃありません。俺は七里さんのことが好きです。だから困っていたあなたを助けたんです」

　勢いに任せた告白。

　だが、今ここではっきりと言わないと、彼女にはぐらかされてしまうかもしれない。

「わ、私には夫がいるわ」

「ええ。そんなことは最初からわかっています」

　軽く掴んだ手、その薬指にはまっている指輪を軽く撫でる。

「あなただって、他にもっとお似合いの相手が──」

「あなた以外の相手なんて、考えられません」

「大和田くん……」

　喘ぐように俺の名前を呟き、困惑に視線を揺らす。

　とりあえずはデートから。

　彼女は仕事もあるし、旦那の世話もある。とはいえ、軽くドライブをして、食事を一緒にするくらいならかまわないだろう。

「あなたは人妻だ。俺だって、恋人同士のような付き合いを求めるつもりはありませんよ。ただ、もう少し俺のことを見てほしい。一緒に過ごす時間がほしいだけです。少しくらい俺のワガママにつきあってくれてもいいですよね？」

「あ……」

　七里さんが息を呑む。そして、俺を睨むように見つめてくる。

　あれ？　なんだかすごく怒っているみたいだ。

「七里さん？」

　落ちつかせようと笑顔でゆっくりと話しかける。

「何か怒らせるようなことをしてしまいましたか？」

「いえ、そんなことはないわ」

　答えとは裏腹に、七里さんの表情や声は硬い。

　こんな反応をされるとは思っていなかった。今までのように、仕方ないわね、と苦笑しながらも受けてくれると思っていた。

「どうでしょう？　もしも受けてくれるなら、なるべく早いほうがいいと思うんですけれど」

「…………わかったわ」

　しばらく逡巡した後、七里さんは唇を軽く引き結びながら頷いた。

　だが、これくらい強引にいかせてもらわないと、七里さんは頷かないだろう。

「じゃあ、さっそくですけれど──」

「え、ええ。でも、こんなところではできないから、口でいいかしら？」

「え？」

　どこに行きます？　そう尋ねようとした俺は、彼女の言葉の意味を理解できなかった。

「そ、その、誰か来るかもしれないでしょう？　あなたには感謝しているわ。でも、私は夫を愛しているの。それに、誰かに見つかったら仕事に影響があるし、口でなら……ダメ、かしら？」

　デートに誘うつもりだった言葉を、彼女は「俺がセックスに誘っている」と勘違いしたのか？

　たしかに、さっきの言い回しだと、そうとれなくもないな。

「大和田くんのことは嫌いじゃないわ。でも、そういうことは本当に好きな人とすべきだと思うの」

「え、ええ。そうですね。でも、俺が好きなのは七里さんですよ？」

「あ……」

　七里さんは困ったように目を泳がせる。

　説得しようとして口にしたことが完全に裏目に出ている。内心、かなり焦っているのだろう。

「私なんかじゃなくて、もっと他の子に──いえ、あなたの気持ちは嬉しかったのは本当よ？」

　少し慌てたように、七里さんが言葉を重ねる。俺を傷つけてしまったとでも思ったのだろう。

　それにしても、七里さんにフェラチオをしてもらえるのか。そういうつもりで言ったわけではなかったんだけれど、かなり魅力的な提案だ。

　今から誤解だと言ったところで、俺に関係を強要されたという彼女の思いは簡単には消えないだろう。

　きゅっと引き結ばれていた艶やかな唇に目が向く。

　だったら……いいか。

　彼女にしてもらおう

「じゃあ……お願いできますか」

「ええ。それじゃ……するわね」

　七里さんは目を伏せたまま早口に言うと、俺の前に跪いた。

「大和田くん、その……脱いでもらえるかしら？」

「脱がしてもらってもいいですか？」

「…………わかったわ」

　返事をするまでに逡巡があった。自分から積極的にフェラをしたわけではなく、させられたと思いたかったのだろう。

　ズボンの前を開き、ペニスを取り出す。

「あ……」

　期待に硬く反り返ったペニスを見て、七里さんは軽く目を見張った。

「どうしたんです？」

「え？　いえ、な、なんでもないのっ」

「旦那さんにもしてあげているんですよね？」

「……そ、そんなことは言えないわ」

　目を潤ませ、目許を赤くする。これだけはっきりと態度い出ていれば、わざわざ答えを聞く必要もない。

　人妻だ。夫がいる身だ。そういうこともしているだろうし、してきたのだろう。それが当たり前だ。

　けれど、なんだかおもしろくなかった。

「じゃあ、してください」

　少し強めの口調でそう告げると、俺は七里さんの口元にペニスを差しだし、口唇奉仕をするように『お願い』をする。

「ん……は、む……ちゅ」

　ここまできたら断ることもできないと覚悟しているのか、七里さんは、ほとんどためらいもなく亀頭に口をつけると、舌を這わせる。

「ん……れろ……ちゅ、ふ……」

　上目遣いに俺を見ながら、七里さんがさらに舌を使う。

　唾液を塗り付けるように亀頭をくるくると舐め回し、竿の根元に添えた手を少しずつ前後させる。

「ん、ちゅ……れる、れる……ちゅ、む……」

「う、あ……」

　熱くぬめった感触が先端を這い回り、敏感な部分を刺激する。

　ある程度の経験はあるみたいだけれど、やり方がパターン化しているようだ。

　……多分、旦那以外とは経験がないんだろう。

「七里さん、俺の言うとおりにやってもらってもいいですか？」

「ふぁ……はあ、はあ……。言うとおり……？　私のやり方だと、ダメだった？」

「ダメじゃないです。すごくいい感じでした」

「……どうすればいいの？」

　傷つけないようにどう言おうか、そんなことを考えていたが、そのことを理解して、聞いてくれる。

　こういうところは、経験がある相手だけに無駄な手間がかからなくていい。

「それじゃ……遠慮なく。七里さん、口だけじゃなくて胸も使ってもらえますか？」

「胸……って、ええぇっ!?」

　俺の提案に、七里さんは顔を赤くして驚きの声を上げる。

　そんなに驚くことかな？

　七里さんほどの胸を持つ女性とセックスをするなら、男なら誰でもしてほしいと思うものだろう。

「もしかして、パイずりをしたことがないんですか？」

「……ないわけじゃないわ。でも……あれ、すごく恥ずかしくて……」

　はじらう姿に、俺はよりいっそう興奮する。

「旦那さんは喜んでくれなかったんですか？」

「そうね。あまり、喜んではいなかったわ。多分、私が上手くできなかったからでしょうね」

　自嘲したように答えると、小さくため息をついた。

「してみてもらえますか？　上手いか下手かくらいは言えますよ」

「どうしても、しなくちゃ……だめ？」

　上目遣いに尋ねてくる。

「どうしてもダメですか？」

　俺はあえて問いかけに問いかけで応えた。

「……わかったわ。でも、あまりしたことがないから、本当に上手くできないと思うわよ？」

「ええ。それでもいいんですよ」

　だったら、俺の好みのやり方を覚えてもらえばいい。

　それはそれで興奮する。

「するわね」

　七里さんは上着をはだけた。ブラに包まれた乳房が露わになると、そこで躊躇うように動きを止める。

「どうしたんです？　旦那さんにするとき、ブラを付けたまましてたんですか？」

「……違うわ」

「そうですか。じゃあ……脱いでください」

「大和田くんって、思っていたよりも強引なのね」

　軽く責めるような眼差しを向けてくる。

「七里さんだからですよ。他の子なら、こんなに『してほしい』と思ったりしませんから」

「それって、喜んでいいのかしら」

「俺にとって特別だってことをわかってもらえれば、それでいいですよ」

「……口でするだけでも恥ずかしいのよ？」

「そうでしょうね」

「でも、それだけじゃ物足りないってことなのよね？」

「物足りないというよりも、せっかくの機会ですからよくばっているだけですよ」

「もう……仕方ないわね」

　七里さんは微苦笑を浮かべる。

「あなたのことを嫌いになれないのは、そういうところがあるからかもしれないわね」

「それでも、積極的にする気にはなれませんか」

「あ、当たり前です。こんな恥ずかしいこと……しかも、夫以外の人を相手にするなんて……」

「大丈夫ですよ。誰にも言いませんから」

「…………」

　目を伏せ、しばらく逡巡していたけれど、覚悟を決めたようにブラのホックを外した。

　拘束が緩むと、大きな乳房がぶるんっとまろび出る。

「おお……！」

　思わず感嘆の声が漏れる。

「あまり、見ないで……恥ずかしいわ」

「隠さないでください。すごく綺麗なのに」

「そう言ってもらえるのは嬉しいけれど……」

「七里さんのおっぱいを見て、こんなになっているんですよ？」

　バキバキに硬く勃起しているペニスを、七里さんの乳房に軽く押し付ける。

「あ……すごい、さっきよりも硬くて、大きくなってる……」

「ええ。それだけ興奮しているってことです」

　ペニスを擦りつけるように、腰を軽く揺する。

「あ……ん……」

「七里さん、してください」

「え、ええ。こう……よね？」

　胸を軽く寄せながら、俺のものを挟みこんでくる。大きなおっぱいの谷間に、俺の物が半ば以上埋もれていた。

「う……」

　一気に増した圧迫感と、それが生み出す熱と快感に思わず声が漏れる。

　わずかな逡巡の後。七里さんは覚悟を決めたのか、ゆっくりと身体を前後に揺すり始めた。

「ん……ん、ふ…………ん、んっ、んふ……は、ん……」

　成熟した女の吸い付くような肌の感触、張りがありながらもすべてを受け入れるような乳房の柔らかさ。

　……すごい。想像以上だ。

　今までもしてもらったことはあったけれど、これほど気持ちが良いと思ったことはなかった。

「大和田くん……こうすると、気持ち、いいの？」

「ええ。気持ちいいです」

「そう……気持ちいいのね」

「後は、胸の間から顔を出してる先端を舐めてもらえますか？」

「ん……ちゅ」

　一度したことだからか、七里さんはもう抵抗することもなく、舌を伸ばして亀頭を舐め始めた。

「ちゅ、れろ……ん、ちゅ……れろれる、れるっ、ちゅ、ちゅむ、れろ……」

「うあ……！　く……気持ち、いいです。七里さん、裏筋のほうも、お願いします」

「ん、こうよね？」

　舌全体で裏筋を舐めあげる。

「れる、ちゅ……他には、どうしてほしいのかしら？」

　少し余裕が出てきたのか、七里さんがそんなふうに尋ねてくる。

「じゃあ……今度は亀頭を咥えて、先の部分──鈴口を舌先でグリグリしてもらえますか？」

「先だけでいいのよね？　ん……あむ、ちゅ……ん、はむ……」

　七里さんが口を大きく開くと、先端をしっかりと咥える。

「ん、じゅるっ、ちゅ、ちゅく……んっ、れる、ちゅむ、ちゅ……れろれろ、ちゅ、む……」

　舌先で鈴口をなぞり、押し付けながら軽く揺する。

「う、あ……いい感じですよ。もう少し、舌の動きに強弱を付けてくれますか？」

「ん、ほうはひら？」

　先端の溝にそってだけでなく、左右にも舌を振り、刺激に変化をつけてくる。

　未経験ではなく、他のやり方を知らなかっただけだったのだろう。動きにはまだギコチなさが残っているが、少しずつ良くなってきている。

「ん、じゅ……れる、じゅる、ちゅ、んふっ、ん、じゅる……じゅるるるっ、ちゅ、ちゅむ、ちゅ……」
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　気持ちいい……！

　じわじわと広がっていく快感に合わせるように滲み出す先走りを、七里さんは舌を器用に使って丁寧に掬い、舐め取りながら、頭をゆっくりと前後させる。

「う、お……七里さん……くっ」

　快感が、強まる。

「ん、ん、んふっ、んん、ちゅ、ちゅじゅっ、れるる……」

　すばらしいが、七里さんは、早く終わらせたいだけなのかもしれない。

「いいですよ。そのまま……胸も使ってください」

「ん、う……？」

　あまり経験がないというのは本当なのだろう。七里さんが軽く小首を傾げる。

「両脇を締めるみたいにして、おっぱいを寄せてください。それで、俺のペニスを全体的に擦ってほしいんです」

「……こう、かしら？」

　言われるまま、俺のペニスを挟み、擦る。

「ええ。そのまま、おっぱいを動かしながら、さっきみたいに先を舐めてもらえますか？」

「んっ、んっ、はあ、はあ……ん、れろ、れるっ、ちゅ、ちゅむ……れろ、こうでいいのかしら？　れるれる、ちゅ、れろ」

「いいです……すごく、気持ちいい……」

　こんなに気持ちいいパイずりフェラなんて、今まで経験したことがない。

「れるっ、れろ、ちゅく、ちゅっ、ちゅ、れるるっ、れろっ、じゅる、ちゅ、んっ、んふっ、んっ、んっ、んっ」

　乳房でペニスを擦るのに慣れてきたのか、動きがよりスムーズになっていく。

　身体全体を小刻みに上下させながら、おっぱいを揺する。

「はあ、はあ……う、ん……すごい、大和田くんの、先走りが滲んでくる……」

　ねちょねちょと糸を引くような水音を立て、唾液と先走りでぬらつく乳房の間を、ペニスが激しく行き来する。

　左右の乳房を交互に動かしたりと、変化を付けながら責めたててくる。

　柔らかくすべらかな肌と擦れる感触が、たまらなく気持ちいい。

「はっ、はっ、んっ、んっ、はあ、はあ……すごく、熱くて、ビクビクしてる……んっ、は……大和田くん、もう、イクの？　イきそうなの？」

　息を弾ませながら、七里さんが聞いてくる。

「ええ……イキそうです。すごく、気持ちいい……！」

　左右から圧力がかかり、竿だけでなくペニス全体を強く締め付けられる。

「ああ……！」

　ダメだ。これ以上は我慢できない。

　せっかくの機会だ。少しでも長く味わっていたい。このまま、彼女の奉仕を受け続けたい。

　そう思っていても、身体は快感をむさぼり、絶頂へと向かっていく。

「く……！　出るっ、出ますっ、七里さん……！」

　強まる快感に耐えながら、俺はただ七里さんの奉仕に身を任せ続ける。

「あ……。ん……ちゅ、あむっ」

　パイずりをしながら、七里さんは亀頭を口に含んだ。

　そのまま胸を上下に踊らせ、ペニスを激しく扱いてくる。

「んっ、んっ、んっ、れるっ、ちゅっ、じゅるっ、ちゅ、ちゅむ、ちゅ……」

　射精を促すように、舌を激しく使い亀頭を舐め回し、音を立てて吸う。

「お、お……く、出る……七里さん……！」

　出る、出る、出る出る出る出る！

　湧き上がってくる衝動のまま、七里さんの頭に手を置き、しっかりと固定する。

「んんっ!?」

　すると軽く呻いた七里さんに、戸惑うような視線を向けられる。

　けれど、俺はもう止まれなかった。

「七里さん！　う、ぐううううっ!!」

　びゅるるるるっるっるっるるるるっ！　どぴゅううううううっ!!

「んむっ!?　んっ……んぐーっ！　ん、んんんんんっ！」

　勢いよく迸った白濁が、彼女の口内を蹂躙していく。

「う、んっ！　んくっ、ん、こく、ごく……んんんっ、んんんっ、ん、ぷあっ……」

　目の端に涙を浮かべ、頭を振る。抑え込んでいた俺の手が緩むと同時に、跳ねるペニスから口を離した。

「ん、うえ……うえううぅ……」

　口の中にたまった精液を、軽く嘔え吐づきながら吐き出す。その間も続く射精が、彼女を白く汚していく。

「はあ、はあ……口に、出すなんて……少し、飲んじゃった……」

「すみません、気持ちよすぎて……止まれなくて……」

「ん、はぁ……すごいわね、こんなにたくさん出るなんて……ん、はあぁ……あ、ああ……」

　大きな胸を上下させ、精液にまみれた顔を半ば陶然とさせながら、七里さんが呟いた。

「七里さん……」

　このまま、最後までしたい。衝動のまま彼女に手を伸ばし、抱き寄せようと──。

「だ、だめよっ。口だけ……そういう約束だったわよね？」

　俺の胸に手をついて、ぐっと押し返してくる。

「あ……七里さん……」

　行き場を失った腕をゆっくりと下ろす。

「大和田くんも、早く後片付けしないと、誰かが来たら大変よ？」

　少し無理をしているのがはっきりとわかる明るい声でそう言うと、七里さんは顔と胸に飛び散った精液を、取り出したハンカチで拭う。

　無理に押せば彼女は俺の願いを断れないだろう。それをわかってはいるが、俺は諦めてズボンを上げた。







　あれから一週間ほど経過した。

　俺は辞めようと思っていたひとり暮らしもバイトも続けていた。言うまでもなく、七里さんが傍にいるからだ。

　一度だけの思い出。そう割り切っていたつもりだったが、ふと気付けば彼女のことばかり考えている。触れた肌の温もりや、彼女の胸の柔らかさ、そして自分の精液まみれになった彼女の顔を。

　だがあの日から、俺に対しての彼女の心の距離が、さらに遠くなったように感じる。

　借金の形かたに、人妻に性行為を強要したことになるのだから、当然だろう。

　そんなつもりはなかったと言ったところで、実際にしてもらった以上、言い訳でしかない。

　それに、傍目にはどれほどダメな男であっても、彼女は夫を愛している。

　しかし、だからこそ、その愛情が枷となっている。

　俺との関係を終わらせるには、借金を返済する必要がある。

　それまでは、強く出ることができない。それをわかった上で、俺は毎日、彼女を仕事先まで送り迎えしていた。

「……いつもありがとう。でも、時間がずれているときは、待っていてくれなくてもいいのよ？」

「俺が七里さんと一緒にいたいだけですから、気にしないでください」

「そういうことは、好きな女の子に言ってあげなさいね」

　俺の気持ちに気付いているはずだが、やんわりと拒絶の言葉を口にする。

　あれ以来、彼女は俺が近づくと表情をわずかに強ばらせるようになっている。

　一時の感情に流され、焦って彼女と関係を持ったのは失敗だったな。

　並んでマンションに入ると、そこには見覚えのある男が立っていた。

「ああ。奥さん、お待ちしていましたよ」

「あ……」

　声をかけてきたのは、七里さんの旦那が借金をしている消費者金融の男だった。

「な、なにかご用でしょうか？」

「ええ。実は返済についてお話がございまして」

「以前お借りしていた分については、全額返済しましたよね？」

　ちらりと、七里さんが俺を見る。

「ウチの人間がちゃんと処理したはずです」

「ええ。さすが大和田様です。全く問題なく、完済いただきました」

「でしたら──」

「今日、お伺いしたのは、新しい分についてです」

「新しい……？　あの、どういうことですか？」

　訝しげに眉を寄せ、七里さんが男に聞き返す。

「ええ。先日、借金を完済いただいたことを旦那様にご連絡したところ、でしたらまた借りられるはず、とおっしゃいまして……」

「あの人に、お金を貸したんですかっ!?」

「ええ。我々もそれが仕事ですから」

「そんな……あの人、何も言っていなかったのに……」

　半ば呆然として呟いている。

「それで、七里さんの旦那さんはいくら借りたんですか？」

「２００万です」

「なっ!?」

　金額を聞いて、七里さんが絶句する。

「以前、貸していただいていたときの上限額の、倍以上じゃないですか。そんな金額をなぜ……」

「もちろん、ご返済をいただけるであろうと、そう判断したからです」

　なるほど。旦那が借りた分は七里さんが返済する。仮に焦げ付いたとしても、また俺──大和田がどうにかすると考えたか。

「そんな大金、簡単には返済できません」

「大丈夫です。奥様はまだ若くて美しい、私達が仕事をご紹介することもできますよ？」

　そう言いながら、男は俺に視線を向ける。

　言外に、何もしなければ彼女がどんな目に遭うかわかるでしょう？　と告げているようだ。

「……少し、考えさせてください」

「もちろん、強要するつもりはございません。あくまで、返済するにはそれがもっとも効率が良いのではないかと、老婆心からの提案とお考えください」

　男の言葉に、七里さんは黙ってうつむく。

　たかだか２００万。両親に相談するまでもなく、簡単に返済できる額だ。

「七里さん、俺が貸しましょうか？」

「だ、だめよっ。これ以上は、あなたに甘えられないわ」

　提案してみたが、やはり七里さんは受け入れようとしない。

「そうは言っても、あなたに『そういう仕事』をさせたくはないですから」

「でも……」

「お話中のところ、失礼いたします。もちろん、仕事につきましては保留とさせていただきます。私どもといたしましては、規定の期日にしっかりとご返済いただければ、何も申し上げることはございませんので」

　必要なことだけを伝え終え、男達は立ち去った。

　あくまで慇懃に、そして大和田には直接関わりのない方法で、黒までいかないグレーな商売。

　地元で大和田を敵に回せば、相応の報いがあることをわかっているのだろう。

　そう考えると、引き際があっさりしていることや、金額が大和田が本格的に介入するほどのラインじゃないところも、なかなかうまい。

　男達がいなくなってからも、七里さんは呆然と立ち尽くしたままだ。

「七里さん、どうします？」

「どう……したらいいのかしらね……」

　まるで独り言のように呟く。

　青天の霹靂。彼女にとっては、かなりの額の借金が再び増えたのだ。

「さっき言ったように、追加で貸しましょうか？」

「前に助けてもらった分の返済も終わってないのよ？　いくらなんでもそんな……」

「たしかに、前回の利子分も含めれば３００万くらいにはなりますが、正直に言えば俺にとっては大した額じゃありませんから」

「あなたにとっては大した額じゃないとしても、私には大金だわ。そんなに借りることなんて──」

「気持ちはわかりますが、困っているんですよね？」

　俺の問いかけに、七里さんは言葉に詰まった。

　そうだろう。彼女がいくら働いたとしても、返金するのには年単位の時間がかかる。

　夫が非協力的であるならば、なおさらだ。

　彼女は生真面目で誇り高い女性だ。

　だからこそ、俺の提案に頷くことはできないのだろう。

　それならば──。

「七里さんは、ただの善意に甘えられないと、そう考えているんですよね？」

「え……？　え、ええ」

　今からする提案を聞いて、フェラチオをしてもらった時以上に、彼女は俺のことを軽蔑するだろう。それどころか嫌悪するかもしれない。

　それでも彼女がほしい。彼女を俺のものにしたい。

「だったら、条件があります」

「条件……？」

「七里さん、俺が望んだときにセックスの相手をしてください」

「お、大和田くん、何を言っているのかわかっているのっ!?」

「ええ。わかっています。昼夜関係なく働き続けるよりも、不特定多数の男を相手にするよりも、ずっといい条件だと思いますけれど、どうですか？」

「そんなこと言われても……」

「今まではどうにかなったかもしれませんが、今度は少し額が大きいですからね。借金の返済が滞れば、どうなるかわかっていますよね？」

　そんなことは、俺が言うまでもなく理解しているはずだ。七里さんは俯き、唇を震わせている。

「それに、前に言いましたよね。俺は、あなたのことが好きだと」

「で、でも……そんな……」

「今すぐに返事をとは言いません。少し考えてみてください」

　俺はそう言い残して、部屋へと戻った。
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　今まで、爪に火をともすような生活をしながら、働いて、働いて、必死に返済してきた。

　やっと減ってきたはずの借金は、また振り出しに……いえ、それ以上に膨らんでしまった。両親は彼に呆れ、別れない限り、戻ることはおろか連絡もしてくるなと言っている。

　夫の家族は、私達夫婦とは一切の関わり合いをもちたくないと絶縁状態だ。

　私達にはすがれるような相手はいない。自分があの人と添い遂げる、そう決めたからこそ、どんな状況になっても我慢をして、働き続けてきた。

　でも……。

「もう、無理よ……」

　思わず弱音が口をついて出てしまう。

　解決方法なんて、いくつもないことはわかっている。

　あの男の紹介するという怪しげな──多分、女であることを売るような仕事をするか。

　それとも、大和田くんにすがるか。

　彼の気持ちはありがたいと思う。助けてくれたことはとても感謝している。

　ただの一度の過ちも、彼のひたむきな好意へ、そして助けてくれたことへのお礼のつもりだった。

　……そう思わなければ、私は夫を裏切った自分を許せなくなりそうだったから。

　でも……やっぱり、一度でも甘えたり、関係を持つべきじゃなかった。

　あんなことをしてしまったのは、終わりのないトンネルを歩き続けるような日々に、少し疲れてしまっていたのかもしれない。

　そして、今度は２００万円の借金。

　今までだってギリギリだったのに、自分ひとりではどうしようもないことは、はっきりとわかっている。

　大和田くんと一緒に過ごし、彼の性格はわかっている。

　立て替えるという提案が完全に善意からのもので、関係を迫ってきたのも私の罪悪感を軽くするためだろうということもわかっている。

　ただの遊び。都合の良い女がほしい──彼がそう考えていたのならば、もう少し悩まないで済んだかもしれない。

　彼には『好きだ』とはっきりと言われたけれど、好意につけこむようなことなんてしたくない。

「私、どうしたらいいの……」

　問いかけるような私の言葉は、帰ってこない夫に届くはずもなく、ただ重く沈んでいった。




　私達の住むＯＷＤマンションは、１フロアに８室入っている。

　けれど、大和田くんの住んでいる最上階は、部屋の作りから違っていた。

　18階の全てを使用している彼の部屋は、私達の暮らす部屋と比べて何倍も広かった。

　高級感のある、落ちついた雰囲気の家具が趣味良く配置され、贅沢なくらいに空間をつかっているリビングは天井も高く、はめ殺しの大きな窓からは夜景がとても綺麗に見える。

　腰かけているソファは肌に触れた部分の感触からして違っていて、かえって落ち着かないくらいだ。

「珈琲でいいですか？」

「え、ええ。ありがとう」

　大和田くんが入れてくれた珈琲を口に含む。

「……おいしい」

「それはよかった」

　ほっと笑顔を浮かべる彼を見て、自分が物凄く緊張していたことに気付いた。

「それで、話って……あのことですよね？　七里さん、どうするか決まったんですか？」

「ええ、決めたわ」

　年下の、しかもただの知り合いにこんなことをお願いするなんて、自分が最低の女になってしまった気分だった。

　でも……他にどうしようもなかった。

　見ず知らずの多数の男性を相手にするくらいなら、少しでも好意めいた気持ちのある大和田くんの相手をするほうがいい。

　彼なら、本当に酷いことをしないはず。そういう下心もある。

「大和田くんは、本当に私みたいな年上の女でいいの？」

「ええ。七里さんがいいんです」

「それじゃ………………助けてもらえるかしら？」

　血を吐くような思いで、その一言を口にする。

「条件は覚えていますか？」

「もちろんよ。私でいいなら……きゃっ!?」

　いきなり、彼に強く抱きしめられた。

　年下の可愛い男の子。弟のような相手。気の置けない仕事先の同僚。

　そんなふうに思っていたけれど、想像していたよりもずっとしっかりとした腕や胸板の感触に、彼に『男』を感じる。

　あの人以外の相手に抱かれる。

　私は夫が初めてで、夫以外の相手とセックスをしたことはない。

　でも、処女というわけではないのだから、そんなに拘るようなことではないはず……。

「七里さん、好きです」

　耳元で甘く囁かれ、強く抱きしめられるほど、私の心は渇いていく。

　でも……もう、こうするしかないから。こうする以外に、どうすることもできないから。

　自分自身にそう言い聞かせると、私は彼のキスを受け入れた。
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　今から、彼女を抱く。

　そう思うだけで、驚くほど興奮している自分を意外に感じた。

「ん、んっ、ちゅ……んん、はむ、ん……」

　ついばむようにキスを繰り返し、唇にそって舌を這わせていく。

　彼女は俺のすることを受け入れてくれてはいるが、そこに心はない。

　……まあ、借金の形に身体をよこせ、なんてことを言う相手に好意を持てなどとは無理な話だ。

　それは覚悟の上だったし、逆に遠慮なく七里さんを俺の物にすることができる。

「ん、ん……ちゅ、ん、ふぁ……大和田くん……」

「茂って呼んでもらえませんか？」

「え？　で、でも……」

「お願いします、七里さん」

「……え？」

　名前で呼ぶように頼むと、七里さんは戸惑うように視線を泳がせた。

「これからは、俺のことを名前で呼んでください」

「わ、わかったわ……茂くん」

　名前の呼び方が、いかにも七里さんらしくて思わず苦笑してしまう。

　本当は呼び捨てがいいのだけれど、今はこれで満足しておくか。

「ええ、お願いします。美織さん」

「それは──んんっ!?　ん、ちゅ、は、あむ……だめよ、大和田く……んんっ」

「茂ですよ、美織さん」

　零れでる吐息さえも逃さないように、繰り返し唇を重ねながら、名前を囁く。

「ん、は……茂く、ん……ん、ちゅ、はむ、ん……」

「もっと、名前を呼んでください、美織さん」

　キスをしながら、耳たぶを軽く噛み、腰を撫で、胸へと手を這わせていく。

「あ、は…………んんっ、あ、茂くん……んっ、ふ、ちゅ、ん……」

　強ばっていた七里さんの身体から、少しずつ力が抜けていく。

　それは、諦めに似た感情からきている態度だとわかっていたけれど、今はそれでも十分だった。

　彼女を寝室へと誘い、ベッドに横たえる。

「ほ、本当に……するの？」

「ええ、もちろんです」

　話をすると彼女の決意が揺らぐかもしれない。それを恐れるように、言葉を封じるようにキスをする。

「んんっ、ん、ちゅ……ふぁ……茂くん、んっ、んむっ、あの、やっぱり……ん、ふ……」

　片手を繋ぎ、彼女を逃がさないとばかりに指をしっかりと絡める。

　キスをしながら腰から脇へ。そして胸へと手を這わせていく。

「ん、や……あ、あ、んっ、や、らめ……んっ、やっはり……んんっ、しげるく……ん」

　唇を割り開き舌を押し込み、胸を捏ねる。

　せめてもの抵抗なのか、しっかりと閉じていた足を、押し開くように膝を入れる。

「ん、ふ……んん、はむ……ん、んっ、ちゅ、れる、じゅる……ちゅ、ん、んっ」

　軽く抵抗はしているけれど、暴れたりはしない。

　服の中へと手を差し入れ、直接乳房に触れる。

「んんんんっ!?」

　びくんっと、身体が跳ねる。

　構わずに乳輪をくすぐり、乳首を指で転がす。

「んーっ、ん、ん、ふぁっ、はっ、はっ、はあ、茂くん、まって、いきなりこんな……」

「嫌でしたか？」

「い、嫌とか、そういうことじゃなくて……」

「嫌じゃないなら続けてもいいですよね？」

　足を股間に擦りつけ、パンツの上から秘所を刺激する。

「うぅんっ、あ、はあぁ……んあっ」

　俺にいいようにされるくらいなら、自分から。

　そう思ったのかはわからないけれど、美織さんはさっきとは違って受身から責めへと転じる。

「はあ、はあ……茂くんは、何もしなくていいわ。私が……するから」

「でも……」

「お願い、そうさせて」

「……わかりました」

　俺は美織さんに身を任せるように脱力する。

「それじゃ、するわね」

　そう告げると、美織さんは俺の股間に触れる。

「あ……おっきい……」

　思わず声に出たのか、ぽそりと呟く。

「美織さんとセックスをすると思うだけで、そうなるんですよ」

「そ、そう。ありがとう、って言えばいいのかしら」

　目許を桜色に染め、困ったように笑う。

「お礼を言うなら俺のほうですよ。あの……美織さん」

「え、ええ。そうね……私がするって言ったのよね」

　美織さんは痛いくらいに勃起しているペニスを掴むと、ゆっくりと上下に扱き始める。

　手慣れているほどではないが、不慣れというほどでもない。

　それなりの経験を積んだ動きだ。

　竿を根元から先端へ。途中でカリを何度か擦りあげて、再び竿の根元へ。

　細い指が、優しく、ときに強くペニスを刺激してくる。

「う、あ……」

　美織さんに手コキをされ、チンポがビクビクと震える。

　気遣うような優しい愛撫。気持ちいいけれど、物足りない。

「美織さん、もっと強くしても大丈夫ですから」

「え？　こ、こう……かしら」

　竿を締め付ける力がわずかに強まり、上下に扱く動きが速まる。

「うん、それくらいのほうが気持ちいいです」

「そう……やっぱり、違うのね……」

　旦那としているときのことを思い出しているのだろうか。

「あと、裏筋のところをもう少し擦ってもらえますか？　そこが気持ちいいんで」

「わかったわ」

　俺の『お願い』したとおりに、美織さんは指の腹で裏筋を撫であげる。

「はあ、はあ……く、う……」

　だんだんと強まっていく快感に比例するかのように、鈴口から透明な粘液が滲みだす。

「美織さん。俺……美織さんとしたいです」

「…………そういう約束だものね」

　さっきの態度から、もう少し渋られるかもしれないとは思ったけれど、杞憂だったようだ。

「そ、それじゃ………………する、わね」

　美織さんは俺の身体にまたがると、先走りで濡れ光っているペニスを自分の秘所へとあてがう。

「ん……は、あ……」

　ゆっくりと腰を下ろし、おまんこにペニスを咥えこんでいく。

「お、う……美織さん……」

　熱く蕩けるような感触に、チンポが包まれ、自然と腰が浮きあがり、背筋にゾクゾクした刺激が走る。

　竿の半ばまで挿入した状態までくると、今度はゆっくりと腰を上げていく。

　カリに襞が絡みつき、吸い付くように締め付けながら亀頭を擦りあげる。

「は……あ、ん、ふ…………はあ、はあ……ん、んっ」

　美織さんも、感じてきているのか、細めた目は熱っぽく潤み、息を軽く弾ませている。

「ん…………ふ、あ…………は、ん…………んふっ」

　ゆっくりと腰をあげていく。亀頭が抜ける直前で、今度はゆっくりと下ろしてくる。

　ペニス全体を扱くように、大きく、そしてゆったりとした上下動。

「う、お……あ、く……美織さん……」

　愛液でたっぷりと濡れた膣が、ペニスに吸い付き、絡みつき、締めつけてくる。

　使いこんでいるわけではないが、経験の少ないおまんことは比べものにならない感触。

「気持ち、いい？　いいのよ。もっと気持ちよくなって」

　美織さんの腰遣いが激しくなっていく。

　ぱちゅぱちゅぱちゅ。ペニスが膣道を広げ、カリが膣襞を擦りあげるたび、美織さんが切なげな吐息をこぼす。

　今までしてきたセックスとは何もかもが違っている。

　魅力的な人だと思っていた。人妻ならば、それほど後腐れなく付き合うには悪い相手じゃないとも。

　けれども知れば知るほど彼女に惹かれていく自分がいた。

　そして──夫にだけ心を向けている彼女を、どうにかして振り向かせたいと思ってしまった。
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　だから、金の力を使って心は無理でも、その身体だけでも俺のものにする。

「はあっ、はあっ、あっ、あっ、い、あ……！　はああぁ……。んっ、んっ、茂くんの、奥に当たって……んんっ」

　美織さんが腰を使うたびに、淫らな水音が響く。

　膣が熱くうねり、締め付けながらペニスを擦りあげてくる。

「あっ、んっ、んっ、はあ、はあっ、あ、ん……」

　甘い声を上げながら、少しずつ昂ぶってきているのか、美織さんはさらに腰を使う。

　まるで淫らなダンスのように身体を弾ませる。

「あ、擦れて……こんな、だめよ……だめなの。んっ、んっ、あ、は……だめ、だめぇ……あ、ああ」

「すごい……気持ちいいです、美織さん……」

「わ、私は……私も……んっ、ちが……あの人以外と、こんなことして……んっ、私……違うの、違う……あ、あっ」

　頭を左右に振り、独り言のように否定の言葉を呟く。

　だが、いくら否定しようとしても、肉体がもたらす快感に嘘はつけないのだろう。

　義務からのセックスが、快感を伴い、彼女の動きに少しずつ熱がこもっていく。

「んんっ、茂くんの……中で、暴れて……あ、あ……んんっ」

「美織さんのおまんこ、すごいです……すみません、これ以上……我慢できないっ」

　彼女の細い腰に手を添え、突き上げるように腰を使い始める。

「はぁあんっ!?　あ、や……だめっ、大和田くん、動かないでっ」

「また名字に戻ってますよ。美織さんがちゃんと名前を呼べるようになるまで続けますね」

　適当な理由を口にして、美織さんの姿を確かめながら弱い場所を探っていく。

「あ、あっ、あっ、い、い、ん……あ、は……んんっ、あ、すご……ん、だめ、だめぇ……あ、ああっ」

「何がダメなんですか？」

　尋ねながら腰を使う。

「んっ、んっ、そんなこと……言えないわっ。言えない……んっ、あ、ああっ。んあっ、はあぁ……♥」

　答えを聞くまでもない。

　艶っぽい唇を半開きにして、美織さんが甘く喘ぎながらその表情を蕩けさせていく。

　彼女を感じさせたい。もっと、もっと淫らな姿を見たい、声を聞きたい。

　深く、強く腰を突き上げる。

　密着した状態で、小刻みに身体を震わせる。

「は、あ、あ、んっ、あ、は……奥、当たってる……ん、そこ、だめぇ……あ、あ……」

　無意識にか、美織さんも自ら腰を弾ませる。そのたびに大きな乳房が目の前で揺れ踊る。

　誘われるように手を伸ばし、柔らかく形を変えるおっぱいを支え持つようにして、激しく捏ね回す。

「ああぁんっ、や、おっぱい、そんなに弄らないで……んんっ、あ、ああ……」

　手の平から溢れるほどの大きさと、柔らかさ。それでいて、揉みしだくと押し返してくる、ほどよい弾力。

　いくら触っていても飽きそうにない。

　ドンドンと硬く尖っていく乳首を指で撫で、さすりながら、胸を捏ねまわす。

　そうしながら、膣内への責めも忘れない。

　最奥を亀頭で何度も叩き、コリつく子宮口をカリで引っ掻くように刺激する。

「あっ♥　だめ、だめだめ、これ以上……本当に、だめよっ。だめになっちゃう、から……あ、あっ、奥、そんなに……んんんっ」

　ペニスの動きに反応して、美織さんのおまんこがうねり、収縮し、絡みついてくる。

　だめだ、こんなに気持ちいいと、長くもたない……！

　熱くぬめった粘膜同士の摩擦は、そのまま強烈な快感へと変換されていく。

「美織さん、出る……もう、俺……出ます！」

「ん、はあ、はあ…………ピルを飲んできたから……好きなときに、イッて……んっ、いいわ……いいからっ」

　避妊。夫のある人妻ならば、そうするのが当然だ。

　もともと、後腐れなく付き合える相手を求めていたじゃないか。好都合なはずだ。

　なのに、彼女が俺を拒絶しているかのように感じてしまう。

　だが、目の前に迫ってきている快感に、絶頂に逆らうことができない。

「はっ、はっ、んっ、あ、はあ、はあ、あ、あ……イッて、茂くん、もう……イッて、んっ、んっ、あ、はあ……！」

　さらに速く、大きな動きで腰を使う。

「美織さん、く、う……出る、出るっ！」

　腰から熱い塊がせり上がってくる。

　最後の瞬間に向け、自らも腰を使う。左右に揺らし、激しく上下させる。

「はっ、はっ、あ、あっ、ん、う……あ、あっ♥　あ、は……あ、ん、ん、んっ……あ、ああ……外に、外に、出して……！」

「う、あ……美織さん、美織さん……出る、出る、出る……！」

　これほど気持ちいいセックスが終わってしまう。もっともっと長く感じていたい。

　そう願っても、限界はあっという間にやってきた。

「う、あああ……！」

　頭が真っ白になるような快感。俺は絶頂に達した瞬間、美織さんの膣内から強引にペニスを引き抜いた。

　びゅるるるるっ。びゅくっ、どぷ、どぷっ、びゅくくっ！

　勢いよく迸った精液が、美織さんと俺の下腹部に飛び散っていく。

「はあ、はあ、はあ……あ、ん……すごい、勢い……」

　ビクビクと震えるペニスを見下ろしながら、美織さんは大きく息を吐いた。

「はあ、はあ、はあ……美織さん……」

「とっても、たくさん出たわね」

　艶っぽい笑みを浮かべる美織さんの頬や額に、うっすらと滲んだ汗で髪が張り付いている。

　濡れたような瞳や上気した目許がたまらなく色っぽい。

　でも……彼女は絶頂していなかった。俺とのセックスでイってはいなかった。

　それが夫に対しての彼女の最後の一線だとしたら。

　美織さんが俺とのセックスで、イクことを拒絶しているのだとしたら？

　だったら、夫のことなど忘れるくらいに、美織さんから俺を求めてくるように、彼女を俺の色に染め直す。

　そう──決意した。
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　美織さんは、今日も百貨店で仕事だ。

　俺自身のバイトの時間まではまだ余裕があるけれど、車のキーを手に彼女の部屋へと向かう。

「ねえ、あなた。前にも、同じようなことを言っていたわよね？」

「大丈夫だって。今度のは本当に儲かる話なんだよっ」

　５階でエレベーターを降りると、ちょうど彼女と、そして男の声が聞こえてきた。

「本当にそんなに良いお話なら、どうしてご本人がその仕事をしないの？」

「今、別の仕事で忙しくて、よく知らない他人に持っていかれるくらいならって、紹介してくれたんだよっ」

「あなただって、よく知らない人なんでしょう？」

「先輩の奥さんのお兄さんの友人なんだぞ？　知らないってほど離れてないだろう？　大丈夫だって、すぐに倍……いや、３倍、４倍になって戻ってくる。俺を信じろって」

「信じるって、いったい、何をするつもりなの？」

　なんだか様子がおかしい。悪いとは思いながらも、俺は身を潜めるようにして美織さんの会話に耳を傾ける。

「お前も知ってるかもしれないが、今、ウナギは絶滅しかけているって、言われているだろ？　先輩の知り合いが人工養殖でうまくいきそうなんだと。成功すれば、需要はまさにウナギ登りで──」

　熱心に説明する男の言葉は知識も知性も感じられない薄っぺらいもので、聞いていても全く説得力がない。

　まるで、誰かに吹き込まれたことをただくり返しているレコーダーのようだ。

「ねえ、あなた。この前、私の給料を持っていったでしょう？」

「あれは今回の仕事に必要な金だったんだ」

「……そのことはもういいわ。でもね、あのお金がなくなって返済が滞っているの。私達には、まだたくさんの借金があるのよ」

「そんなことは言われなくてもわかっている」

「だったら、お願い。しばらくは真面目に働いて、まずは目の前にある借金を返済することだけ考えて」

「そんなちまちましたことをしていたら、いつまでもかかるじゃないか。今回の事業が成功すれば借金なんて一気に返せるんだ。お前だって、そうすれば楽になるだろ？」

「私はあなたがいてくれれば、それだけでいいの。だから──」

「美織、お前は俺の夢を応援してくれるんじゃなかったのか？」

「それは……ええ、応援しているわ」

「今回のこれはすごいチャンスなんだ。お前ならわかってくれるだろう？」

「それは……」

「大丈夫だ。月末には最初の金が入ってくる。あと少し待っててくれ」

「そんなことよりも、もっと安い部屋に引っ越して、食事だって外食を止めて、そうして──」

「そんなことをしたら、周りに低く見られるじゃないか。美織は俺がバカにされてもいいっていうのか？」

「そういうことを言ってるんじゃないわ。あなた、わかって」

　美織さんの言葉は、旦那にはまったく届いていない。

　男の言葉は自分にだけ都合が良く、ふわふわとした夢みたいなことばかりだ。

「もういい。しばらくは帰らない。俺は……自分の夢を追う」

「あなた！」

　男の足音と美織さんの声が、こちらへと近づいてくる。

　まずいとは思ったが、逃げ場もない。仕方なく、俺はその場から動かないでいた。

「……っ」

　俺の姿を見て、美織さんが立ち止まる。

　男は特に気にすることもなく、逃げるようにエレベーターで下へと降りて行った。

「大和田くん。どうして……」

「これから仕事ですよね？　店まで美織さんと一緒に行こうと思って。すみません、聞くつもりはなかったんですけど……」

「いいの。こんなところで話していた私達が悪いのよ。気にしないで」

「……良ければ送りますよ。どうします？」

「ありがとう。でも、今日は電車で行くわ。それでなくとも甘えっぱなしだもの」

「そうですか」

　まるで先に行った夫を追うように、美織さんがエレベーターで降りて行く。

　あんな男がどうして、美織さんと……。

　自分が優れているとは言わないが、俺ならば少なくとも、あの男のように妻に苦労をさせたりはしない。

　そんなことを思ったところで、彼女の視線の先にいるのは、あの男なのだ。

　彼女に多大な迷惑をかけてまでやっていることに意味があるのだろうか？

　いつか本当に『事業』とやらを成功させる可能性はあるのか？

　そして、あの男は美織さんの愛を受けるに相応しいのかどうか。

　……少し、調べさせてみるか。







「はあ……」

　茂くんには恥ずかしいところばかり見られてしまっているわね。

　借金のこと。そして夫のこと。

　私にとっては他人に知られたくないことを、彼はすべて知って、さらに助けてくれた。

　比べてみれば、茂くんは年下とは思えない貫禄があるし、どんな仕事もすぐに理解してこなしてしまう。

　そんな彼にしてみれば、夫の印象はきっと悪いはず。それでなくとも、あの人は同性から嫌われやすい。

　茂くんは、あの人のことをどう思ったかしら……？

　つい、そんなことを考えてしまう。

「七里さん、在庫がなくなりそう。倉庫から次のを持ってきてもらえるー？」

「あ、はーい。ただいまっ」

　いけない。少しぼんやりしていたみたい。

　せっかく彼が助けてくれたのに、こんなふうにぼんやりしてはいられないわよね。

　気持ちを切り替えて、私は忙しく仕事をこなしていく。

「七里さん、ぼんやりしてたわね。もしかして、いい人のことでも考えていたの？」

「え？　ち、違いますよっ。私には夫がいますし」

「ふーん。つまり、夫以外の誰かのことを考えていたというわけね？」

「あ……」

「そんな顔しないの。本当だと思われるわよ？」

「え？　いえ、そんなことは……」

「悪かったわね。七里さん。ただの冗談よ、聞き流しておいて」

　仕事先の人達は気さくな人が多い。

　私のような新人にも丁寧に指導をしてくれるし、今のようにひとりで時間をもてあましそうなときには声をかけてくれる。

「まあ、たまには旦那以外の相手と過ごしたくなるのもわかるわよ」

「何しろウチのときたら「飯」、「風呂」、「寝る」くらいしか言わないし、私がいくら話しても黙っているだけで、本当に聞いているかわかったもんじゃないしね」

「あはは……そうなんですか」

「そうよー。まあ、そうでなくとも旦那の顔なんてすぐに見飽きるわよね」

「そう……ですね」

　見飽きるほど、あの人と一緒に過ごしているかしら？

「ま、休日くらいは一緒にいてあげなさい」

「休日……？」

「あら？　土日に仕事があるから、平日にローテーションで休みを取るの……聞いてなかった？」

「すみません、聞いていたはずなんですけれど……」

「いーのいーの。あんたの働きっぷりは良く聞いていたからね。連絡がちゃんと行ってなかったみたいだね。後でフロアチーフを叱っておくから」

「え？　偉い社員さんですよね……？」

「偉いなんて言っても、まだ４、５年しかいないわよ。ここには20年とか30年働いている人間ばかりなんだら。そんなことより、あんたは明日と明後日は休み。いい、出てきても仕事は何もないからね」

　勢いよく背中を叩かれる。

「七里さん、せっかくの休日だ。しっかり休んで、やりたいことをしてきな」

「はい。そうします」

　答えてはみたけれど、平日の昼間だなんて、きっと夫は部屋にいない。

　どうしようかしら……？

　掃除や洗濯をするにしても、いつもやっているし、料理……は、ひとり分だと手間暇がかかるわりには安くならないのよね……。

　ひとり、だと。

　ふと浮かんだのは、夫ではなく……彼の顔だった。







　百貨店の催事は期間限定で、本来なら美織さんの仕事も終わるはずだった。

　だが俺が親に、バイトで世話になった人だから、とお願いして準社員のような扱いで働いてもらうことになった。

　最初は渋ったが、借金の返済のためだと説得したところ、彼女も納得はしてくれた。

　理由を色々と付けたが、結局のところ、彼女と一緒にいられる時間が欲しい俺のワガママでしかない。

　だが、これで彼女は催事が終わっても百貨店で働き続けることができるようになった。

　立ち仕事でキツくないわけではないが、美織さんも安定して高収入を得られることを喜んでくれている。

「それで、フロアチーフを叱っておくなんて言うのよ」

「ベテランには頭が上がらないと聞いてましたけど、すごいですね」

「ええ。とっても頼りになるわ」

「そういうこと、俺が言われたかったんですけれど……」

「茂くんも頼りになるし、とっても感謝しているわよ？」

　前と違って、借金は俺が立て替えて返済はゆっくりできるし、利子もない。仕事は百貨店のものだけで贅沢しなければ十分に暮らしていける。

　だから今日は、美織さんにとって数年ぶりに憂いのない、自分のためだけの休日のはず。

　だったのだけれど──。

「美織さん、せっかくの休みなんですから、そんなことしなくてもいいんですよ？」

「何を言ってるの。思ったよりも綺麗にしているけれど、やっぱり掃除は行き届いてないし、洗濯物も、こんなに良い服を適当に洗ったりして」

「いや、それはその……」

「食事も、外食ばっかりみたいね。栄養が偏るわよ？」

「う……気をつけます」

「よろしい。じゃあ、すぐに片付けちゃうわね」

「自分のことですし、俺もやりますよ」

「大和田くんはゆっくりしていて。これは、私なりのお礼なんだから」

「そんなことを言われても、美織さんだけ働かせているなんて、落ち着かないですよ」

「そう？　だったら洗濯物を色物と生地ごとに分けておいて。あとは、お風呂場の掃除はお任せしようかしら」

　美織さんはあっさりと俺の提案を受け入れてくれる。

　変に意地をはることもなく、自然体だ。これが本来の彼女の姿なのだろう。

「わかりました、できる限りがんばります」

「ふふっ。終わったら、美味しいご飯をたっぷり食べさせてあげるわ」

「楽しみにしています」

　ふたりで一緒に過ごすのは楽しい。

　あれから幾度か、彼女に関係を迫り、俺達は身体を重ねた。

　彼女は今も、俺との不倫に近い関係に抵抗があるようだが、普段は割り切ったのか今までと変わらない──いや、少し親しい態度で接してくれる。

　仕事のこと、学校のこと、他愛のないことを話しながら、家事を片付けていく。

「……なんだか楽しそうね」

「ええ。その……まるで新婚夫婦みたいだな、と」

　思わずそう応えると、美織さんは一瞬、顔を赤らめ……すぐに、視線を逸らして目を伏せた。

「美織さん？」

「あ……ごめんなさいね。気持ちは嬉しいけれど、大和田くんにはもっと若くて可愛い奥さんのほうが似合っているわ」

「美織さんみたいに綺麗な人とは釣り合わないですかね」

「そんなことないわ。釣り合わないのは私のほうよ。それに……」

　旦那さんのことを考えているのだろう。

　そういう美織さんだからこそ惹かれたのだけれど、ちょっと面白くない。

「美織さん、食事をしたら一緒に風呂に入りませんか？」

「え……？」

「その後……いいですよね？」

　一瞬のためらいの後、美織さんは小さく頷いた。







「ね、ねえ……本当に、こんなところを撮影するの？」

　ベッドの上で向かい合っている美織さんは、全裸の身体を隠すように上掛けを引き上げている。

「いつか借金の返済が終わったら、美織さんとこういうことはできなくなるでしょう？」

「それは……そうね」

「だから、思い出を残しておきたいんですよ。他の誰にも見せません。俺だけのものです。だから……ダメですか？」

　断れないことをわかっていて、俺はあえてお願いという形を取る。

　そうすることで、消極的であっても美織さんが同意したということにしたかったからだ。

「…………わかったわ」

　かなりの逡巡の後、美織さんは顔を真っ赤にしながら、俺の提案を受け入れた。

「でも、絶対に誰にも見せないでね」

「ええ。わかっています。約束します」

　俺は用意しておいたハンディタイプのビデオカメラを手に持ち、首筋に軽くキスする。

「ん、あ……茂くん……」

　美織さんが、少しくすぐったそうに首をひっこめる。

　男心をくすぐる仕草に誘われるように背中から彼女を抱きしめ、ブラウスのボタンをゆっくり外していく。

「んん……こ、こんなところも撮るの？」

「ええ。美織さんのエッチなところはなるべく撮っておきたいんですよ」

「え、エッチってそんな……あんん……でも私なんかを撮ってもいいことないのに……茂くんの良い思い出になるのかしら……んんっ……はあぁ……」

　はだけた胸に手を置き、ゆっくりと揉みしだくと、熱い吐息を吐いて彼女の身体がピクリと反応する。

「ふふ……気持ちいいですか？」

「あっ、うう……触り方が上手だから……んあっ、ああぁ……」

「俺のせいだけじゃないですよ。美織さんがこんなすごいものを持っているからです」

「えっ……？　す、すごいって……んあっ、はうっ、ああんっ！」

　心地良い感触を確かめるように、胸全体を揉んでいくと、ますます彼女の体温が上がっていくのを感じた。

「前から思っていましたけど……美織さんって、すごいく大きいですよね。仕事のときもかなり揺れてましたし」

「んん……そ、そうなの？　うう……まさか、いつも私をそういう目で見ていたの？　茂くん」

「ええ、もちろん」

「わ、悪びれてない!?　もう……んっ、んん……こんなおばさんのを見て、どうしてそんな目で見れるのかしら……あっ、あんん……」

「だからおばさんって程じゃないですって。それにきっと俺だけじゃないですよ、そう見ていたのは。他のスタッフも男性客もみんな美織さんの胸をチラ見してましたし」

「そうなのっ!?　あうう……や、やめて、そんなこと言うの……これから仕事をするときに気になっちゃうじゃない……」

「ははっ。でもそんなみんなが見ている胸をこうやって好き勝手出来るのは、なんだか優越感にひたれて気分がいいですよ」

「んくっ、んん……そ、そんないいものじゃないわよ……ただ大きいだけで……はうっ、んんっ……んああぁっ！」

　そう言っているけれどまんざらでもないみたいで、少しうれしそうにはにかんだ。

　そのまま続けていくと、段々と全身から余計な力が抜けて、俺に身体を預けてくる。

　大分、気分が乗ってきているみたいだ。

「ん？　あ、ここも触りやすくなってきましたね、ほら」

「んえ？　あうっ!?　ふああんっ!?」

　指先に当たる突起を軽く摘まんで転がすと、またなまめかしい声が漏れる。

「へえ……ここも結構感じやすいんですね。もう乳首がこんなに硬くなってますよ」

「あうっ、んんっ！　んあっ、くん……や、やだ恥ずかしい……んくっ、んん……あまりそういうこと言わないで……あっ、あん……」

「ふふ……恥ずかしがる美織さん……可愛いですね」

「か、可愛いって……んくっ、はうう……おかしなことを言って、からかわないで……んん……意地悪ね、茂くん……あうっ、んくう……」

「あ、信じてないんですか？　いいですよ、あとでこの映像を見ればきっと良く分かってもらえますから」

「えぇっ!?　ひうっ、あっ……んんっ！」

　しっかり彼女の顔と胸が収まるようにカメラを手頃な位置に置き、さらに本格的な愛撫で責め立てていく。

「んく……そ、そんなしっかりと写さないで……はあっ、はう……こんなだらけた肌を写しても面白くないでしょう……んあっ、はあっ、はあぁ……若い子のほうがよっぽど綺麗で良い記念になると思うけど……」

「美織さん……あなたは自分の魅力を分かってないですよ」

「んん……魅力？」

「そうです。美織さんには若い子にない、何とも言えない妖艶さというか艶というか……要するにエロさがあるんです」

「え、エロって……よくわからないわ、そんなこと言われても……」

「例えばこのおっぱい」

「ああぁっ!?　やうっ、くんん……ま、またそんな揉んで……あんんっ！」

「大きいことがすでにもうかなりのスペックですが、それに加えて、このちょうどいい張りと程よい弾力が男心をくすぐるんです。こう、めちゃくちゃに揉み解ほぐしたいってね」

「んなあぁっ!?　あうっ、やんっ、ああっ！」

　指の間から肉がはみ出すくらいに、激しく揉んでいくと、身体を震わせて身をよじる。

「あんっ、んくう……そ、そんなにしたらダメだったら……ああんっ！」

「それにこの、だんだんとしっとりとしてくる肌。俺の肌と合わさると張り付いてとても心地いい……そろそろ、こっちのほうも良くなってきているんじゃないですか？」

「へっ？　あっ、そこ……んんっ！」

　さらに愛撫を重ねようと、脚を開かせてその熱い湿り気に指を這わせた。

「あうっ、んん……茂くん、指……ああぁっ！」

　もっと美織さんのいやらしいところを写したくて、またカメラを手に持ち、股間をアップで撮る。

「ほら、分かりますか？　濡れてるのがちゃんと撮れていますよ」

「うなっ!?　あうう……そ、そんなに近づけて写さないで……んくっ、んん……は、恥ずかしいの……あっ、はんん……」

「でもとってもきれいですよ。この左右のバランスの取れた整った熱いおまんこ……触るたびにじんわりと染み出してくる愛液の感じがそそります」

「あ、あうっ!?　うう……そ、そんなこと言われるの初めて……んん……そもそもこんなに自分のをしっかりと見たことない……んくっ、はあっ、はうう……」

「そうなんですか。どうです？　自分で見ても、すごくエッチだと思いませんか？」

「んん……そ、そ、そんなこと……んん……い、言えないわ……んく……」

　また恥ずかしがって頬を赤くしながらぷいっと顔をそむける。

「ああ……そういう反応もすごく魅力的です。ほら、もう興奮し過ぎて俺のチンポもガチガチになってます」

「あう……こ、これ……さっきから後ろに当たってる熱いのって……」

　わざと分かりやすいように、後ろからペニスを彼女の尾骨あたりに押し付ける。

「ええ。俺のチンポですよ」

「あうっ!?　んん……こ、擦ってる……んくう……はあっ、はんん……」

　そのままゆっくりと擦りつけていくと、彼女の息遣いも少し荒くなってきた。

「なんだか愛液の量が増えてませんか？　それに入れてもいないのにこんなに指を締めてきてますよ」

「えうっ!?　あうう……そ、そんな……んくう……」

「ふふ……想像して興奮しているんですね、美織さん」

「なっ!?　そ、それは……茂くんがエッチなことをいっぱいしてくるから……ああんっ！」

「俺がエッチなんじゃないですよ。美織さんがエロいからそうなってしまうんです」

「そ、そんなこと……んあぁんっ!?」

「ほら、ヒクついてきた。これでもエッチじゃないと？」

「あうう……い、いじわる……」

　たまらなそうな声を出して抗議してくるその後ろ姿が、また実に良い。

「あはは。やっぱり美織さんは可愛いですよ」

「んくっ!?　んゆっ、ちゅんん……」

　振り向かせてキスをする。

　そしてその場面を見せつけるようにカメラで撮った。

「んちゅっ、ちゅん……んはっ、やんん……あ、あまりキスを撮らないで……」

「…………嫌です」

「……え？」

「良い思い出になるじゃないですか。美織さんと仲の良い関係だって、一番よく分かる映像ですから」

「んんっ!?　んあっ、ちゅんん……んちちゅっ、ちゅむ……」

　わざといやらしく音が出るように、ねっとりとしたキスを続けた。

「んはぁ……うう……ほ、本当にそれ……誰にも見せないのよね？」

「大丈夫ですよ。俺だけで楽しむものだけですから」

「うう……で、でもなんだかちょっと不安に……」

「今更じゃないですか。今までの可愛くてエッチな姿はばっちり撮ってるんですから。さあ、それじゃもっとエロいところを映像に残しましょう」

「んえ？　きゃっ……」

　そろそろ我慢できなくなってきたので、そのまま彼女をベッドに俯せにさせ、お尻を突き出させる。

　淡く濡れた秘部がぱっくりと割れ、俺を誘うようにヒクついているのが良く見える。絶好のアングルだ。

「あう……こ、この格好で……するの……？」

「ええ。バックは嫌いですか？」

「き、嫌いじゃないけど……でもそのまま撮られちゃうと、全部見えちゃいそうで……」

「そこがいいんじゃないですか」

「あっ!?　はうう……」

　その熱く発情している秘部へ亀頭をあてがうと、またピクリと全身が震える。

「それじゃ、入れていきますよ」

「ああぁっ!?　んくっ、はっ……くんんんっ！」

　俺はカメラを構えながらペニスを押し込み、美織さんの中に入っていく様子をしっかりと撮り続ける。

「あふっ、んくうう……ひ、開かれてく……太いのでいっぱいにぃ……ああぁっ！」

　愛撫が効いているのか彼女の中はすっかり受け入れ体勢ができていて、引っかかることなくスムーズに俺のペニスを咥え込んでいく。

「ああぁ……すごく滑ってあったかい……まだまだ入りますからね」

「ええぇっ!?　ま、まだ来るの!?　んく……もう、かなり奥に来てるのに……あうっ、これ少しきつい……んああぁっ!?」

　奥のほうは少し押し返してくるが、それもまた気持ちいい。

「ああ……もう全部入れますよっ！」

「ふなあぁっ!?　あぐっ、はああぁっ！」

　途中で止められるわけもなく、そのまま一気に根元まで突き刺した。

「ああっ、はあっ、はあぁ……ふ、深いぃ……んん……い、一番奥のほうにまで、きているみたい……んくう……」

　ピクピクと身体を震わせながらも、しっかりとペニスを受け入れた彼女の膣内はかなり熱く、また軽く蠢いていた。
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「うっ……動かしてますか？　美織さん」

「んくっ、んん……え？　んん……そ、そんなことは……」

「ああ、そうか……まんこが勝手に動いてるんですかね」

「そ、そんなことわからないわ……ただ受け入れるだけで精いっぱいで……んん……」

　ああ……入れているだけで気持ちいい。もう溶けてしまいそうだ。

「くう……これはもう、動かずにはいられないですねっ！」

「えっ!?　きゃうっ、んんっ！」

　たまらず俺は本能の赴くままに腰を振っていた。

「あうっ、はううっ！　んあっ、やんっ、茂くん……は、激しいぃ……んあっ、あうっ、んんんっ！」

　ペース配分も何も考えず、最初から激しく腰を打ち付ける。

　いや、もうそんなことを考えているような余裕はなくなっていた。

「ひうっ、んああぁっ！　あうっ、んああぁっ!?　そんな急に激しくされたら、ついていけない……んくっ、ふあっ、はっ、ああぁんっ！」

　蕩けるように熱くなったおまんこを、一突きするごとに背筋を快感が駆け上っていく。

「ごめん、美織さん。でも俺、全然止められないですっ！」

　それほどに彼女の膣内は卑猥で、気持ち良くペニスを扱いてきていた。

「んああっ！　あーっ、あ、ああっ、はげし……あっ、あっ、そんなに、突かない、で……んあっ、あうっ、茂くん……んあああぁっ！」

　映像が乱れるのもお構いなしに、快楽をむさぼるようにして彼女の中を行き来していく。

「んくっ、んああぁっ！　激しいのに大きく動いて……んあっ、はんんっ！　擦れてお腹が熱くなるのっ。は、あ……んくっ、ふあっ、ああぁっ！」

　バンバンと肉のぶつかり合う音に交じり、淫らな水音も増してきた。

　美織さんもずいぶんと気持ち良くなっているみたいだ。

「も、もうダメ……あまり激しくしてはダメだったらぁ……あっ、あっ、はああぁっ！」

「ん……でもそう言っている割には、すごく喜んでいるみたいですけど？」

「あうっ!?　うう……で、でもこれはやりすぎぃ……あっ、あっ、あんんっ！　こ、これじゃ私っ、すごく変になってしまって……ひああぁっ!?」

　グニッ！

「あ……当たりましたね」

　やはり美織さんも随分感じていたらしい。気が付くと子宮が下がり、亀頭がその入り口に当たっていた。

「やうっ、あっ、届いちゃった……茂くんの先が、中でグイッて押して当たってくるっ！」

「おあっ!?　ぐっ……」

　締め付けと共に、子宮口のうごめきが強くなってきた。

「ひあっ、あうっ、んああぁっ！　ダメっ、やんんっ！　そこはすご過ぎるのっ！　あっ、ああぁっ！　も、もう私おかしくなって……もうダメになっちゃうっ！」

「うっ……美織さんっ！」

　その快感はすぐに俺の抑え込んでいたものを噴き出させようとしてくる。

「ああっ、ダメだっ！　もう出るっ！」

「ええぇっ!?　ふあっ、出るって……んあっ、ああぁっ！　ま、待ってそのままは──」

「くううっ！」

　びゅるるるっ、びゅくびゅくっ、どぶるるるるっ！

「ひうっ!?　んああぁっ！　はぐっ、んくうううううううううううううううっ!!」

　彼女の熱い子宮口めがけて、暴発気味に精液が噴き出した。

「あううううっ！　んあああぁ……あ、ま、また中にぃ……んくっ、はあああぁっ！」

　そのまましっかりとお尻を押さえつけながら、すべてのものを彼女の中に注ぎ込んでいった。

「はあぁ……はあぁ……また中に出しちゃいました……」

「んはああぁ……はあっ、はううう……だ、だから待ってって……言ったのにぃ……んん……」

「ん……大丈夫ですよ。ピルも飲んでるんですよね？　そんなにすぐできたりしないです」

「うう……そ、そんな無責任なことを……」

　少し涙ぐんだ彼女は、ベッドに顔を押し付けながら抗議の声をあげる。

　だがその膣内は嬉しそうに痙攣していた。

「……無責任じゃないですよ。だって、もしできたら俺、ちゃんと責任は取るつもりですから」

「んっ!?　あっ……」

　彼女の身体をこちらに向けさせ、真剣にその目を見つめた。

「うう……だ、ダメよ、そんなこと簡単に言ったらぁ……はあ、はうう……」

「ウソだと……思うんですか？」

「あうっ……」

　一瞬彼女の目が揺れた。

「も、もう終わりよ……」

「あ……」

　だけどふと俺から目をそらし、さらりと腕から逃れると、ベッドから抜け出そうとする。

「待って！　美織さん」

　だが、俺はそこで引き下がらなかった。

「……え？」

　彼女の手を取り、再び引き寄せる。

「……美織さんって呼んで、いいんですよね。代わりに俺のことも、普段から下の名前で呼んでいいですから」

「で、でもそんな……それじゃまるで私達……」

「嫌……ですか？」

「う、うう……」

　俺はまたじっと顔を見つめたが、彼女は目を合わせなかった。

「……シャワー……借りるわね……し、茂……くん」

「あっ……」

　その言葉に気が緩んだ瞬間、彼女が手を振りほどいた。

　そして顔を真っ赤にしながら、そのまま逃げるようにバスルームへ行ってしまった。

「……はい。美織さん……」

　俺はその後ろ姿に返事をして、ベッドに倒れ込んだ。

　ああ……やっぱり彼女は最高だ……。

　ますます俺の中で七里さん……いや、美織さんの魅力が増してきた。

　いつかこの人に、何の迷いもなく俺のすべてを受け入れさせたい。

　そんな感情がふと心をよぎった。





＊　＊　＊






「いらっしゃいませ。よろしければ、ご試食くださいー」

　お中元用の催事、その中でも地方特産品のフェアも終了間際。駆け込み需要もあって、息つく暇もないくらいに忙しい。

　そんななか、お客様の呼び込みをしながらも、私はずっと別のことを考えていた。

　茂くんが望んだこととはいえ、あんなことをしてしまうなんて。

　昨日のことを思い出すと、顔が熱くなってしまう。

　初めてしたときからとっても上手だった。

　一度目のときは、イカないように、イかされないように必死に我慢して、取り繕うこともできた。

　でも、昨日は我慢できなかった。だって──

「あんなに、すごいなんて……」

　夫としたときよりも、ずっと気持ちよくなってしまった。

　茂くん、やっぱり色々な子としているのかしら……？

　見も知らない、若くて綺麗でスタイルの良い女の子と彼が抱き合っている姿を想像して、少しだけ不愉快な気持ちになる。

　彼との関係は借金を返済するまで。それだけなのに。

　私に何かを言う権利なんてないのに。

「はあ……」

　あの人を裏切るようなことをしているのに、こんなことを考えるなんて、私……ダメな女だわ。

　愛しているのはあの人だけ。借金があるから彼を受け入れているけれど、茂くんはあくまで……そう、弟みたいなもの。

　そう自分に言い聞かせようとしても、本当はわかっている。

　彼に求められて嬉しいと思ってしまった。

　彼に抱かれて感じてしまった。

「このままじゃ……だめ、よね」

　彼との関係をずるずると続けていくようなことはできない。

　助けてもらったことに感謝はしているし、借りているお金もできるだけ早く返す。

　その間、求められたら……手と口、あとは胸で我慢してもらう。

「はあ……。私、自分勝手なことばかり言ってるわね」

　彼はあんなにも助けてくれたのに。あんなにもひたむきに想ってくれているのに。

　でも、このまま彼に抱かれ続けたら、私──。





＊　＊　＊






　最近、美織さんの態度……いや、セックスへの対応が変わった。

　いや、元に戻ったというべきだろうか。

　ふたりきりになったときに誘ってはみたけれど、やんわりと断られてしまう。

　かといってデートに誘えば付き合ってくれるし、楽しそうにしている。

「……なんでだ？」

　もしかして、少しやり過ぎたとか？

　それともテクニックに不満があるとか？

　旦那よりも上手い。夫よりも感じる。たとえ口でそうは言ってくれたとしても、それが本当かわからない。

　本気で嫌がっているのならば、無理じいをするつもりはない。けれど、嫌ではないけれど、したくはない、というように感じる。けっきょく、強制はしていない。

　考えていてもわからないのならば、直接、聞いてしまうほうが早い。

　仕事を終えた俺は、そんなことを考えながら美織さんのところへと向かった。







「へえ、どれも美味そうだな」

「え……？」

　美織さんの販売している総菜コーナーの前にいるのは旦那だった。

　なぜ、ここに……？

　家にもロクに帰ってないはずなのに、何をしに来たんだ？

「で、美織、どれがお薦めだ？」

「あなた、仕事中なんですから、そういう呼び方は止めてください」

「いいじゃないか、他にお客もいないんだし」

「そういうことを言ってるんじゃありません」

「七里さん、今日はそろそろ上がりだろ？　後はやっておくから旦那さんと一緒に帰ってもかまわないよ」

　恰幅の良いおばさんが、美織さんと旦那に声をかける。

　あれが『フロアチーフを相手に説教をするベテランの人』なんだろうな。

「あ、ありがとうございます。すみません、ご迷惑をおかけして」

「いいんだよ。そんなことよりも、あんたも夫なら、妻のことをもっと気遣いなさいよ」

「はあ……」

　気のない返事をする旦那を見て、おばさんが肩をすくめる。

「ねえ、あなた。仕事はもうすぐ終わるから、外で待っていてもらる？」

「どれくらいかかるんだ？」

　不機嫌そうに眉をしかめる。

「１時間はかからないと思うけれど……」

　店内には閉店を促す音楽が流れ始めている。

「わかった。じゃあ、出口前の喫茶店にいるから、終わったら来てくれ」

「え、ええ。わかったわ」

「……良かったのかい？」

「はい。なんの用事かも、わかっていますから」

　苦笑しながら困ったようにため息をつく美織さん。

　あの男がわざわざこんなところまで来るなんて、金策のためだけだろう。

　せっかく美織さんとふたりで過ごせるようにしたというのに、こんなことになるとは。

　相手が彼女の夫である以上、邪魔をしているのは俺のほうになるというのはわかっている。

　けれど、なんだか面白くない。

「……そうだな。美織さんには悪いけれど、ちょっと試させてもらおうか」




　仕事が終わり、休憩室を兼ねているバックヤードに美織さんが戻ってきた。

「おつかれさま、美織さん」

「あら、し……大和田くんも、今、終わり？」

「いえ、美織さんを待っていたんですよ」

「私を……？」

「良かったら一緒に帰りませんか？」

「あ……ごめんなさい。今日は……」

「何か用事があるんですか？」

「夫が来ているの。近くで待っていると言っているから、一緒には帰れないわ」

　隠すつもりもなかったのか、美織さんは正直に事情を話してくれた。

「そうですか……じゃあ、今、少しだけならいいですよね？」

「きゃあっ!?　し、茂くんっ」

　美織さんを抱きしめる。

「俺、今……美織さんとしたい」

「え!?　だ、だめよ。さっき言ったでしょう？　夫が待っているの、だから……」

「それでもと言ったら、どうします？」

「それは……」

　俺が本気で求めたら、美織さんは断れない。

「美織さん、いいですか？」

　抱きしめた彼女の胸と、太ももに手を這わせていく。

「ま、まってっ。お願い、今ここでするのは……許して」

「どうしてもダメですか？　俺のここ、こんなになっているんですけれど」

　ズボン越しにもはっきりわかるほど勃起しているペニスを、彼女の身体に押し付ける。

「あ……こんなに……」

「ええ。だから我慢できないんです」

「ね、ねえ。茂くん。話が終わった後なら、たぶん……大丈夫だから。だから、今は……これで我慢してほしいの」

　抱きしめた腕からするりと抜けだすと、彼女は少し顔を赤くしながら俺の前で跪く。

「フェラチオですか？」

「ええ。一度、すれば……落ちつくでしょう？」

「なんだか義務的というか、適当な感じですね」

「そんなつもりじゃ……」

「嘘です。わかってます。これ以上、美織さんを困らせても仕方ないですし……してもらえますか？」

　こくりと頷くと、美織さんは俺の股間に手を伸ばして、ズボンのファスナーを開け、ペニスを取り出す。

「すごい……もうこんなに……。茂くんって、ちょっとその……性欲が強すぎるんじゃないかしら」

「美織さんが相手だからですよ」

「もうっ、またそんなふうに私をからかって」

「からかっているつもりはないんですけれどね」

　俺の言葉に、美織さんは居心地が悪そうに小さく身を捩る。

「それじゃ、するわね……」

　期待に満ちた俺の目に恥ずかしそうにしながら、遠慮がちに舌を出して舌先を竿にぴたりとつける。

「んるっ、んっ……れるっ、んるぅ……んっ、ぺろっ、ぺるる……」

「お、おお……」

「んるっ、んちゅ……あうっ……あ、熱いわ……んんぅ……れるっ、んる……ちゅるっ、んっ……」

　最初はゆっくりと様子を見ながらだったが、すぐに慣れてきたようできちんと舌をしっかり使ってきた。

「ああ……前にしてもらったときも思ったけどやっぱりうまいですね。旦那さんにも、たまにしてあげているんですか？」

「んえっ!?　んんぅ……つ、付き合い始めたときにはしてたけど、今はそんな……って、何を言わせてるのよ……んるっ、れるっ、んるる……」

「おわっ!?　くうぅ……」

　照れ隠しなのか、さらに舌を竿に絡めて責め立ててくる。

「んふぅ……すごく筋張って硬い……んんぅ……やっぱり若いからかしら……んっ、ちゅっ……れるっ、ぺろ……」

「くっ……美織さんの舐め方がすごくいいからですよ」

「ほう？　んっ、ありらと……んるるっ、れるっ、ぺろっ、れるっ、んふうぅ……」

　まるで俺の形を確かめるように丁寧に全体を舐め上げてくるその快感に、思わず腰が引けそうになる。

「んるっ、ちゅふぅ……はあぁ……もう先のほうからお汁が出てきちゃってるわ……んるっ、れる……ぺろ……」

「ぬおっ!?　そ、そこは……うっ……」

　もう溢れてきたカウパーを舐めとるように、舌先が尿道をくすぐってくる。

　さすがは経験者。このままだとすぐに出してしまいそうだ。

　だが俺も、ただされているままではいられない。

「くっ……美織さんも舐めて興奮してきたんじゃないですか？」

「んるっ、んぅ……え？　やぁんっ!?」

　無防備に開く彼女の股の間に、靴を脱いだ爪先を滑り込ませて、一番柔らかい部分に親指を押し付ける。

「あっ、んんぅ……も、もう……い、いたずらしちゃダメ……あうっ、ああっ……」

「ふふ……気持ち良くしてもらっているお返しですよ」

「あうっ、んんぅ……そ、そんなことしなくていいのに……んんぅ……はむっ！」

「おおっ!?　く～～……」

　俺のいたずらに仕返しをするように、彼女の口がペニスを咥え込んでくる。

「い、いきなりそれは卑怯ですよ……うっ……」

「んむっ、ちゅっ、んふうぅ……お互いさまよ……にゅむっ、ちゅぱっ、ちゅっ、んちゅっ、ちゅむぅんっ」

「おおぅ……しかもそんなに動かすとは……うくっ……」

　しっかりと唇でホールドしながら、頭を前後に大きく動かす。

「ちゅぱっ、ちゅっ、んちゅっ、ちゅっ……んりゅっ、ちゅっ、ちゅぱっ、ちゅぱっ……」

　熱くねっとりと絡む舌使いと、たっぷりの唾液で扱く口内の感覚がたまらなく射精感を誘ってくる。

　それはもう、膣内に入れているときと同じくらいに気持ち良かった。

　これは俺も負けてられない。

「うっ……そこまで積極的にしてくれてるってことは、やっぱり興奮しているんですよね。ほら、ここもすごく熱くなってきてますよ」

「ちゅむっ、んんぅっ!?　んあっ、やうっ、やんんぅ……い、いたずらはダメだったら……あうっ、んんぅっ！」

　上目遣いで抗議してくるが、構うことなくさらにパンツの上から秘部に指を押し付けて、ぐりぐりと刺激していく。

「んあっ、はんんぅ……もうっ……そんなにされると上手くできないでしょ……んるっ、ちゅむっ……んああぁっ!?　はあっ、はんんぅ……はむっ！」

「くおっ……そんなこと言っても、ちゃんとしゃぶってるじゃないですか……これくらいのいたずら、美織さんなら軽いでしょう？」

　まだしっかりと咥えて扱くフェラチオの勢いが衰えないので、さらに指先を細かく震わせて感じやすい部分を責め立てていく。

「ちゅむ、ちゅっ、んあっ、やんんぅっ!?　はうっ、んくうぅ……んんぅ……困った人……んあっ、はあっ、はあぁ……」

　やっと俺の愛撫が効いてきたようで、ペニスを口から離して喘ぐようになってきた。

「んくっ、んんぅ……ただでさえなっちゃうのに、そんなことされるともっと変な気分になってきちゃうじゃない……んあっ、んんっ！」

「いいじゃないですか。その気分のまま、もう今日は俺と一緒にいましょうよ」

「だ、ダメだったら……んあっ、はうっ、んんぅ……とにかく、その……早く出してちょうだい……んむぅっ！　ちゅぱっ、ちゅむっ……んちゅっ、ちゅっ、じゅぷっ、ちゅぱっ！」

「くおっ!?　うっ……ま、まだそんなにできたんですかっ!?　くぅ～～っ……」

　再び咥えた彼女は、今までとは違う激しさで責め立ててきた。

「んにゅるっ、ちゅぱっ、ちゅぷっ、ちゅむっ……早くらひて……んちゅっ、ちゅっ、ちゅぷっ、じゅぷっ！」

　涎でテラテラ光るペニスを真剣に、情熱的に扱きしゃぶる。

「ちゅぱっ、じゅるっ、んちゅっ、んはっ……ちゅっ、ちゅぷっ、ちゅっ、ちゅんんぅっ！」

「ぐ、ぐぬぬ……」

　正直かなり気持ちいい。

　だが、これで終わってしまえばすぐに美織さんは、あのダメな夫の元に戻ってしまう。

　もちろん無理矢理にでも引き留めることはできるだろう。

　だがそんなことはしたくない。それでもやっぱり簡単に行かせてしまうのは悔しくて癪だ。

「くっ……さっきより気持ちいいですよ」

「んんぅ……？　んちゅっ、はんんぅ……ま、まだなの？　すごく硬くなってピクピクしてるのに……んるっ、ちゅぷっ、んちゅっ、ちゅんんぅっ！」

「はははっ、甘いですよ、美織さん……っ……」

　ここは冷静を装い、グッと我慢してポーカーフェイス。

「ちゅくぅ、んちゅぅ……はあ、はあぁ……は、早くしないとあの人が怪しむのに……んんぅ……」

「あー……きっとそれですね。美織さんの気が散っているせいで、出ないんじゃないですか？」

「うっ……そ、そうなの？　……ご、ごめんなさい……」

　だけど彼女はそれを真に受けて本当にすまなそうな顔をする。

「え？　あ、ああ……えーと……」

　それを見ると少し心が痛い。

　だが、俺だってここで簡単に帰すわけにはいかない。

「……こ、こんなものじゃ、いけるものもいけないですよ。これはもう、旦那さんとの約束は諦めたほうがいいんじゃないですか？」

「そんな……ううぅ……ど、どうすれば茂くんは気持ち良くなれるの？」

「気持ちはいいですよ。でも、イクほどじゃないですけれど」

　少し意地悪くそう言うと、美織さんは困ったように視線を泳がせる。

「……早く行かないと、夫が様子を見に来てしまうかもしれないわ」

「見られたくないんですよね？」

「そんなの当然よっ」

　潤む瞳で下から見上げてくる彼女に、また心が揺れ動いた。

　くそ……そんなにあのダメ男が大切なのか？

「……やっぱりセックスさせてくださいよ。それなら、一発ですから」

「そ、それはダメだったら……ううぅ……し、仕方ないわね……あまりしたくなかったけど……あんむっ！」

「おふっ!?」

　再び根元までしっかりとペニスを咥えた彼女は、ふっ──と軽く息を吐いて、再び扱き始めた。

「んんぅぅ……じゅるるるっ！　ちゅむっ、じゅっ、んじゅるるるっ！」

「く、くおぉっ!?」

　今までとは比べ物にならないくらいの快感だった。

「んぷっ、じゅるるるっ、じゅぶっ、んじゅるるるっ！」

　温かい頬肉が、ペニス全体に張り付くようにして扱きあげてくる。

　どうやらこれが彼女の隠し玉だったようだ。

「くうぅ……こ、こんなバキュームまで……なんでしたくなかったんですか？」

「んぷっ、んはぁ……は、はしたない音、れちゃうからぁ……んるっ、ちゅぷっ、んぅ……れ、れも良いかんひになっへるみはいね……んちゅっ、ちゅぷっ、じゅるっ！　じゅるっ！」

「おぐっ……さ、さあ？　どうかな……ほうっ!?」

　強がってみたが、残念ながら無駄だった。思わず妙な声がでてしまった。

「んぷっ、ふふ、かあいぃ声ぇ……んちゅっ、ちゅんんぅ……このままもっほ……んっ、ちゅぷっ、じゅるっ、じゅるっ、じゅるるるるっ！」

　激しい前後の動きとあまりにも気持ち良すぎるバキュームで、一気に、快感が俺の我慢の限界を突破する。

「んちゅっ、んんぅ……早くらひてぇ……ちゅむっ、じゅるっ！　ちゅるっ、じゅるっ、ちゅぷっ、ちゅううっ！」

「ううぅああ、ダメだ……認めます。美織さんのバキュームフェラは最高に気持ちいい……!!」

「じゅぱっ、じゅぱっ、じゅくっ、じゅるるるるっ！」

「くぅ！　う、おおっ！」

　びゅっるるるっ！　どぴゅっ、びゅるううっ。

　大量の精液が迸り、美織さんの喉を叩く。

「んっ、ふ、んんっ」

　眉根を軽く寄せ、そっと目を見開く。だが、嘔吐いたり、咳き込んだりすることもなく、射精を舌で受け止める。それどころか──。

「じゅるるっ、ちゅ、じゅっ、じゅちゅ、ちゅ、ちゅむ、ちゅううう……！」

　尿道の中にある精液を吸いあげるように、頬をすぼめながら、亀頭を舐め回してくる。

「お、お、美織さん……それ、いい……！」

「ちゅ、ちゅむ、ちゅ……ん、ふ……じゅるる……んく、ん、ごく……ん、ふ……」

　口内に溜まった精液を喉を鳴らして飲み干していく。
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「ん、はあ…………すごくたくさん、出たわね。これで満足？」

　美織さんは口を大きく開いて、ちゃんと最後の一滴まで飲んだことを見せた。

「ええ。いいですよ。では、そのまま歯を磨いたり、口をゆすいだりしないで家まで帰ってください」

「そ、そんなことしたら……」

「気付かれるかもしれないですね。でも、言うとおりにしてくれますよね？」

　にっこりと笑いかけながら、そう告げる。

「でも、もしも夫に知られたりしたら──」

「そうならないように気をつければいいんですよ。それに、旦那さんは本当に美織さんの変化に気付いてくれますかね？」

「……っ」

　俺の言葉に、美織さんは軽く目を見張った。

　すぐに薄れるとはいえ、少しの間は消えることはないはずだ。

　普通ならば、自分の妻の態度の変化や、精液の臭い──異臭にすぐに気付く。だが、あの男はどうだろうか？

　俺が言うまでもなく、美織さんもわかっているのかもしれない。

　これは、どれほどあの男が彼女のことを気遣っているのか、試す意味もあるということを。

「できますよね？」

「……ええ」

　わずかに不安を滲ませた瞳を揺らしながら、美織さんは頷いた。
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　バイトの休憩時間になると、俺は美織さんの働いている売り場へと顔を出した。

「昨日は大丈夫でした？」

　何をかなんて言う必要はないと思っていたが、ちゃんと美織さんは理解したようだ。

「あの人には、気付かれなかったわ」

「それは残念でしたね」

「あんなことをさせて喜ぶだなんて、趣味が悪いわね」

　どうやらご機嫌斜めのようだ。まあ、あんなことをしたのだから、仕方がない。

「すみません。では、お詫びもかねて食事でもどうです？」

「でも──」

「初給料のときに誘ったじゃないですか。まだ、給料には手を付けていないんですよ」

「そうなの……？」

「ええ。それに、旦那さんが帰ってくるまでに戻れば問題ないでしょう？　仕事が終わった後、２時間だけでいいので、俺に付き合ってくれませんか？」

　旦那の帰りは不定期だと言っていた。しかも、大抵は午前様だとも。

　だから何の問題もないはずだ。

　それを証拠に、美織さんは俺の誘いに迷っている。

　すぐに断られなかったときは、前向きに考えてくれていることが多い。

「エロいことはしません。食事だけ。終わったらちゃんと家まで送りますから」

　もっと強く言えば、彼女は従ってくれるだろう。でもそれでは意味がない。

「それでも、ダメですか？」

「……あまり遅くならないようなら、少しだけ」

「よっし！」

　思わず拳を握りしめる。

「そんなに喜ぶことなの？」

「そんなに喜ぶことですよ」

「ふふっ。茂くんが誘えば、喜ぶ若くて可愛い子がたくさんいるでしょう？」

「俺は美織さんがいいんですよ」

「そう言ってもらえるのは嬉しいわ。ありがとう」

　美織さんが、ほんのりと頬を染める。

　前は俺の褒め言葉に小さな抵抗をすることも多かったが、会うたびにくり返してきたせいか、最近は素直に受け取ってくれることも増えた。

「店は俺が決めてもいいですか？　良いところがあるんですよ」

「ええ。お任せするわね。楽しみにしているわ」

　美織さんのその言葉を聞き、もともとやる気があったところにさらに気合いを入れた。







「すごかったわね……」

　帰りの車の中、美織さんはどこか疲れたように呟いた。

　今日、彼女を誘ったのは、俺が子供の頃から家族でよく使っていた店だ。

　このあたりではもっとも店構えもよく、他の客とほとんど顔を合わせることもなく、個室でゆったりできる店。

　味だってガイドで星がつくような一流店に引けを取らないはずだ。

　けれど……。

「あまりくつろげなかったみたいですね。居心地が悪かったですか？」

「そんなことは…………ちょっとだけ、あるわね」

　否定しようとした後、美織さんは苦笑しながら正直に答えた。

「今まで誘った相手は、みんな喜んでくれたんですけどね、だめでしたか」

　かなり気合いを入れていたんだけど、喜んでもらえなかった。そのことにがっくりとしてしまう。

「とっても素敵なお店だったし、料理もすごく美味しかったわ。でも、私には分不相応だったってこと」

「分不相応だなんて──」

「仕事帰りにまさかあんなお店に行くとは思ってなかったから、いつもの格好のままだったけれど、茂くんが一緒じゃなかったら普通は入れてもらえないわよね？」

「ええと……たぶん、そうですね」

　女将さん、ちょっと苦笑していたしな。

「……それって、あの店に誘ったことが失敗だったってことですよね」

「失敗だなんてことはないわよ。あんないいお店、自分じゃ一生行けなかったでしょうし。私がワガママを言っているだけよ。ごめんなさい」

　美織さんは困ったように微苦笑を浮かべる。

「そんなこと言わないでください。謝ってほしくて誘ったわけじゃないですから」

　相手に対しての自分の想いに合わせて、店を選んだつもりだった。

　美織さんは、普段は質素な生活をしているから喜んでくれると思った。

　けれども、どちらも裏目に出てしまったようだ。気付かないうちに、自分の考えを押し付けていた。

「そんな顔しないで。茂くんと一緒にいて、楽しかったのは本当なんだから」

「慰めてもらうよりも、喜んで欲しかったんですよね……次は、他のもっと良さそうなところにしますね」

「もっと良さそうって……」

「ああ。美織さんに喜んでもらえそうなところって意味で、です」

　さすがに同じような失敗をするつもりはない。

「ふふっ。ありがとう。でも……今度は、私のお薦めの場所でどうかしら？」

「え？」

　まさか美織さんから誘ってくれるとは思わなかった。

「あなたには少し退屈かもしれないけれど──」

「そんなことはないですっ。美織さん、今週の休みっていつでしたっけ？　俺もその日は休みをもらいますからっ」

「茂くんったら、そんなに慌てないで」

　つい、勢い込んで聞いてしまった俺を、美織さんがくすくすと笑いながら窘める。

「あ……すみません」

「今週の土曜日、半休になっているの。だから午後からなら時間もあるわ。茂くんの都合はどう？」

「わかりました。絶対に空けておきます」

「あまり期待しないでね。私が好きなだけで、若い男の子には楽しくはないかもしれないし」

「美織さんの好きな場所なんですよ。それで十分です」

「もう……」

　呆れながらも、美織さんは笑っている。

「今日はありがとう。また明日」

「ええ、お休みなさい、美織さん」





＊　＊　＊






　彼と約束した日。空はびっくりするくらいに綺麗に晴れて、まさに出かけるにはうってつけだった。

　本当は、一日だって休む余裕はないし、他の人の代わりに仕事をするつもりだったのだけれど……たまには、こういうことをしたっていいわよね。

　この前のデートのお礼をするだけ。

　茂くんには色々とお世話になっているし、その感謝だけで他には──。

「何を考えているのかしらね、私」

　ずっと自分に対して言い訳をしてる。

　あの人のことは愛している。でも、茂くんと一緒に出かけるのを楽しみにしているのも本当。

　こんな気持ちになったのは、学生のころに夫とデートしたとき以来かもしれない。

　余計なことを考えないで、今日は楽しみましょう。

　気持ちを切り替えて、お弁当作りに集中する。

　おにぎりと、それに合わせたおかず。男の子だから、たくさん食べるわよね？

　いくつ用意したらいいのかしら？

　おかずは定番の卵焼きや唐揚げ。茂くんはお金持ちだから良い物をたくさん知っているでしょうし、無理に贅沢なことをするよりも、こういうシンプルなおかずのほうが、かえって目新しいかもしれないわね。

　色々と考えながら、さらに何品かおかずを作る。

　誰かのために、こんなふうに料理をするの、久しぶりな気がする。

　あの人は、忙しいからと、家ではほとんど食事を摂らないものね。

　暗くなりそうな気分を、頭を振って追い出す。

「茂くん、喜んでくれるかしら？」

　そんなふうに悩むことさえ楽しみながら、私は出かける用意をした。
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　美織さんに誘われたのは、マンションから車で西へ一時間ほど向かったところにある森林公園だった。

　目の前には青々とした芝生が広がり、少し奥には樹が立ち並んでいる。

　人工物的な建物は見えず、人々の喧噪もここまでは届かない。

「私が誘ったのに、車を出してもらってごめんなさいね」

「荷物もありましたし、ふたりきりでゆっくりとおしゃべりもしたかったんで、かえって良かったですよ」

「そう言ってもらえてよかったわ」

　美織さんもほっとしているのか、いつも以上に表情が柔らかい。

「それじゃ、どうします？」

「そうね。せっかくだから少し散歩でもしましょう」

「いいですね」

　俺は答えながら、美織さんの手を握る。

「し、茂くん？」

　顔を赤らめ、少し慌てている。

「今日はデートだし、これくらいはしてもいいですよね？」

　質問しながらも、俺はさらに指と指を絡めてしっかりと手を握る。

「……そ、そうね。これくらいなら、いいわよね」

　夫にか、それとも自分に対しての言い訳の言葉だったのか、美織さんはそう呟いた。

「さて、それじゃ気合いを入れてのんびり散歩しましょうか」

　自然が豊かではあるけれど、手が入っていないわけではない。俺と美織さんは、木々の間を縫うように続く道をのんびりと進む。

「この花、可愛らしいですね」

「これは今の時期に花を咲かせるんだけれど……って、こんな話、つまらないかしら」

「そんなことないですよ。全然、知らなかったんで興味深いです」

　美織さんは植物に詳しかった。

　ふたりで並んで歩きながら、さまざまな花や樹の話を聞かせてもらう。

「だいぶ歩きましたし、少し休みます？」

「そうね……もう少し先に行くと、大きめの公園があるの。そこに東あずま屋やがあるわ。そこまで行きましょう」







　歩行者用の通路をしばらく行くと、美織さんが言ったとおりに大きな公園に出た。

　楽しげに声を張り上げ、駆け回る小さな子供達の姿があった。

　そんな子供達を、美織さんは愛おしそうに見つめている。

「子供、好きなんですか？」

「え？　ええ。そうね。好きよ」

　その返事を聞いて、尋ねるかどうか一瞬、悩んだが思い切って口にする。

「子供は作らないんですか？」

「……生活が安定したら。事業が成功したら。もう少ししたら。あの人とはずっとそんな感じだったから」

「そうですか」

　美織さんは子供が欲しいが、生んでも育てられないから諦めているのだろう。

　いっそ俺の子供を──なんて、冗談でも言える雰囲気じゃないな。

「それじゃ、せっかくだから仲間に混ぜてもらいましょうか」

「え？」

「おーい。少し、一緒に遊んでもいいか？」

　子供達に声をかけ、俺は美織さんの手を引いて駆けだす。

　昔に戻ったようにはしゃいだり、子供達と共に来ていた家族に誘われて、美織さんの手作り弁当を食べたり、俺達は時間を忘れて楽しく過ごした。







　気付けば、空はすっかりと茜色に染まり、さっきまではあれだけ多くいた子供達の姿もない。

「そろそろ帰らなくちゃ」

「そうですね」

　俺はそう答えながらも、立ち上がらずにいた。

「美織さん、今日は楽しかったです」

「ふふ、私もとっても楽しかった」

「それにしても子供ってすごいですよね、あんなに動き回るエネルギー、どこから来てるんですかね」

「そうね。びっくりしちゃった」

「周りの人達、俺達にも早く子供を作れって言ってましたね」

「……勘違いさせたままだったわね」

「いいじゃないですか。下手に本当のことを言うと、一緒に遊ぶこともできなかったでしょうし。それに──」

　俺は美織さんの腕を引くと、その身体をそっと抱きしめる。

「し、茂くん!?」

「帰り、寄り道してもいいですか？」

　それが何を意味しているのか、美織さんはすぐに気付いた。

「で、でも……夕飯の用意をしなくちゃ……」

「旦那さん、帰ってくるまでまだ時間はありますよね？」

「それは……」

　美織さんは悩んでいる。だったら──。

「だったらこう言えばいいかな。デートなんだから、最後まで付き合ってもらえますよね？」

　汚いやり方だとは自覚している。

　だが、そうしてまで彼女ともっといたいと思った。思ってしまった。

　だから、彼女が逃げられないように、断れないように、言葉を重ねていく。

「こういう言い方はずるいとわかっています。でも、美織さんは俺の誘いを断れませんよね？」

「それは、そうだけれど……」

「美織さんは、俺といて少しも楽しくなかったですか？」

「……そんなことはないわ」

「旦那さんを愛しているのはわかっています。じゃあ、俺のことは嫌いですか？」

「そういう聞き方、ずるいわ」

「肩代わりをしたときに言いましたよね。もしも俺とのことを知られたとしても、旦那さんの借金のためなんです。理解はしてくれますよ」

　彼女に『自分に嘘をつく』ための言い訳を、逃げ道を作ってあげる。

「茂くん……」

　あえぐように、美織さんが俺の名前を呟く。

「いいですよね？」

　彼女の返事を待たずに、俺は唇を重ねた。







　美織さんのことも考え、結局、俺達は部屋まで戻って来ていた。

　18階から５階ならば、急げば数分で戻れる。何かあったとしても、ちょっとコンビニに出ていたとか言い訳もしやすい。

「今日、ずっと歩き回っていたから汗をかいてるし、シャワーを借りていい？」

「ええ。もちろんです」

　一緒に入ろう、という言葉がつい口をついて出そうになる。

　童貞でもあるまいし、いくらなんでもがっつきすぎだ。

　自分に言い聞かせるようにしていたが、それでも彼女が出てくるまでの間、俺はそわそわと落ち着きなく待ち続けることになった。

「お待たせ。茂くんも、シャワーを浴びてきたら──」

「美織さんっ」

「きゃっ。し、茂くんっ!?」

　シャワーを浴びて戻ってきた彼女をベッドの上に押し倒す。

「茂くん、あの……」

「いいですよね？」

　問いかけると、美織さんは顔を背けながらも、小さくこくりと頷いた。

　それを確かめると、俺は彼女の身体からバスタオルを剥ぎ取る。

　すると何も遮るものの無くなった大きな胸が、ぶるんと音を立てながら姿を現す。

　形がよくボリュームのある胸を前に、俺はごくりと唾を飲み込んだ。

「そ、そんなに見ないで、恥ずかしい……」

「どうして？　とっても綺麗ですよ」

「あっ、んんっ……」

　俺は躊躇うことなく、大きな膨らみに手を伸ばした。

　手のひらが触れると柔らかな弾力が押し返してくる。

　美織さんの胸はむっちりとしていて、肌が吸い付くようでとても心地よかった。

　そのまま円を描くように揉みしだいていく。

　ゆっくり、じっくりと、美織さんの身体に火をつけていくように……。

「ふあぁっ、あ、あんっ……茂くん、触り方がいやらしい……」

「それは当然でしょう。そういうことをしているんですから」

「あっ、あんっ……んうぅっ……ああっ……あふっ……」

　美織さんの首筋に顔を近づけると、そのまま舌を這わせる。

　下から上になぞるように動かすと、彼女の身体が敏感に反応した。

「や、やだ、そんなところ舐めたら……あんっ……ん、んんっ……んあっ……」

「美織さん、エッチな声出てますよ？　気持ちいいんじゃないですか？」

「あっ、やあっ……ん、んんっ……こ、これは違うの、茂くんが触るからぁ……あ、あふっ……」

「触られて感じているんでしょう？」

　そう言いながら、俺はさらに手の動きを激しくしていく。

　強めに胸を揉むと、美織さんの身体がびくびくっと震えた。

「やあ、強い……あんっ、あ、あふっ……あぁっ……ん、んんっ……」

「ほら、そうなんでしょう？　さっきよりエッチな声出てますよ。乳首も硬くなってきましたし」

　柔らかな胸の中心に、こりこりと硬いものがあった。

　俺はそれを指で摘むと引っ張ってやる。

「あぁっ！　そ、そこは……ダメ、乳首引っ張っちゃ……ひゃんっ……んくっ……あんっ……」

「何がダメなんですか？」

　指の腹で乳首を押しつぶすように転がす。

「ひあぁぁあっ!?　あ、あくっ……やあっ、それ、刺激、強い……んううっ！」

　すると美織さんが敏感な反応を返した。

　俺の指の中でさらに乳首が硬さを増していく。

「美織さんの乳首、どんどん硬くなってきてますよ」

「や、やだ、言わないで。恥ずかしいからぁ……やんっ……んっん、んあっ……はひっ……あっあ、あうぅっ……」

　どんどん美織さんの声に甘いものが混じっていくのがわかる。

　彼女の反応を目に、俺自身興奮しているのが感じられた。

「恥ずかしがらなくていいんですよ。もっと素直に感じてください」

「んん、あ、あふっ……はぁはぁ……乳首ばかり弄らないで……ひぐぅっ……ひゃんっ、ん、んくっ……ふぁっ……あぁんっ！」

「どうしてですか？　美織さんはここ弄られるの、好きみたいなのに」

　俺はもう片方の乳首を指で摘むと刺激を与えていく。

　そちらはすでに興奮していたのか、充血してすっかりと硬くなっていた。

「あ、あぁっ、両方なんて……んぐっ……んはぁっ……あ、あぁっ……あんっ……あくっ……はひっ、ん、んん、んああっ……んうぅっ」

　俺に乳首を弄られながら、美織さんが切なそうに太ももを動かす。

　足の間に手を入れると、彼女の大事な部分に指先で触れる。

「あっ、ダメ、そ、そこは……！」

　指先が触れると、くちゅりと濡れた感触が伝わってきた。

　乳首を弄っただけで彼女のアソコからは愛液が滲み出してきていた。

「何ですか？　これは。もう濡れているじゃないですか」

「だ、だってそれは、茂くんが触るからぁ……ひゃんっ……ん、んんっ……あぁっ、指、動かさないで……ひうぅっ……」

　美織さんのアソコは、俺を誘うかのように開き始めていた。

　人差し指で弄ると膣肉が吸い付いてくる。

　熱くぬるつくおまんこの感触に、俺の興奮が更に高まっていく。

「俺のせいにして……本当はセックスされるのを期待していたんじゃないですか？」

「ち、違うの、私、そんなことは……んあぁっ……はひっ……あくっ、あっあ、ん、んんっ……ひぐっ……！」

　指先に少し力を入れて押し込むようにすると、彼女の中に飲み込まれていく。

　柔らかで熱い膣肉がすぐに俺の指を締め付けてきた。

「あっ、あぁっ、指入ってくるぅ……あ、あひっ……あぁっ……あんっ……んんっ……んうぅっ……ふぁっ、あ、あぁっ……！」

　ずぷずぷと音を立てながら、俺の指が彼女の中に飲み込まれていく。

　俺の指が膣壁を擦るたびに美織さんが、甘い声を上げながら背中を仰け反らせた。

　そのまま何度も膣内をほぐすように、指を往復させていく。

「はぁはぁ、やんっ……指、動いてる……んくっ……んぁっ……あ、あひっ……あっあ、あうっ……」

「美織さんのおまんこ、もうぐちょぐちょになってますよ」

「や、やだ、音立てないでぇ……ひあぁっ……あんっ……あくっ、あぁっ……んあぁっ……！」

　ちょっと指を動かすだけで、いやらしい音を立てるほどに美織さんのアソコは濡れていた。

　もっと刺激を求めるかのように、膣内が俺の指をきつく締め付けてくる。

　俺は根元まで指を入れるとぐりぐりと回転させながら動かしてやった。

「ひゃあぁっ!?　それ、刺激強すぎて……んんっ……はひっ……んっん、んくっ……やんっ……んはあぁっ！」

「こうされるの気持ちいいみたいですね？　膣肉が俺の指を締め付けて放そうとしてくれませんよ」

「あぁっ！　あ、あんっ、ん、んあぁっ、あ、あふっ……やんっ……そんな激しくしないで……身体びりびりってして……ひぐぅっ……」

　どうやら完全にスイッチが入ったようだ。

　もっと刺激を求めるように、俺の手にぐいぐいと腰を押し付けてくる。

「美織さん、そろそろ我慢ができないみたいですね？」

　俺はそう言って、彼女から身体を離す。

　そして完全に勃起したペニスを彼女に見せつけるように取り出した。

「あっ……」

「わかりますか？　美織さんのいやらしい身体に触れていたら、こんなに大きくなってしまいましたよ」

「そ、そんな、私、いやらしいなんて……」

「いやらしいですよ。とっても魅力的です……」

「ふぁっ、あ、あんっ……」

　顎からヘソのラインに沿って指を動かすと、美織さんの身体が小さく震えた。

　彼女の身体はほのかにピンク色に染まり、すっかりと仕上がっている。

「さて、俺も我慢できそうにないですし、そろそろこっちを味あわせてもらうとしましょうか」

「ん、ま、待って……」

「何ですか？　まさかここまできて、おあずけだなんて言いませんよね？」

「ち、違うの。私がしてあげる……」

「美織さんが？」

「ええ、私に任せてちょうだい」

　身体を起こしたかと思うと、そんなことを言ってくる。

　一方的に感じさせられるのは、本意ではないということだろうか。

　そんな彼女がなんだか可愛らしくて、俺は提案に乗ることにした。

「わかりました。じゃあ、お願いします」

「ええ……んんっ……」

　俺に背中を向けたかと思うと、股間の上に跨るようにしてくる。

　愛液で濡れたアソコをペニスの先端に当てると、そのままゆっくりと腰を下ろしてきた。

「じっとしていてね……ん、んうぅっ……あぁっ、入ってくるぅ……あんっ、あ、ああっ……」

　最初の頃、俺とセックスすることに抵抗を覚えていた美織さんが、自分からペニスを受け入れていく。

　その事実に、俺は全身が燃えるかのような興奮を覚えていた。

「あっあ、あぁっ、あ、あぁっ……硬くて、大きい……ひぐっ……ん、んはぁっ……」

　愛液でとろけきったおまんこは、易々と俺のモノを飲み込んでいく。

　やがて彼女が腰を下ろすと、ペニスが全部入ったのがわかる。

　熱い柔肉がまるで歓迎するかのように、きつく締め付けてきた。

「くっ……全部、美織さんの中に全部入りましたよ……嬉しそうに、俺のモノをくわえ込んでます」
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「やあっ、そんな、見ないで……んうぅっ……はふっ……んくっ……んあっ、あ、あんっ……」

　俺の言葉に反応したのか、美織さんのおまんこの締め付けが強さを増す。

　そのまま彼女は上下に腰を動かし始めた。

　にゅるにゅると絡みつく膣肉にペニスがしごかれ、ぞわぞわとするような快感が襲ってくる。

「あっあ、あぁっ……あくっ……あんっ、あ、あふっ……ふあぁっ……おちんぽ大きい……ひゃうっ……ん、んんっ……あふっ……」

　挿入を待ちわびていたのか、美織さんの腰の動きは最初から激し目だった。

　ずちゅずちゅと卑猥な音を立てながら、俺のペニスを貪るかのように出し入れを繰り返していく。

「あぁっ！　あくっ、あっあ、あぁっ、あ、あんっ、あ、ああっ、硬い……硬いのぉっ、ん、んぁあっ、あ、ああっ！」

　淫らな声を上げながら腰を振る彼女の姿には、貞淑な人妻としての面影はない。

　今はただ、肉欲に溺れる一匹のメスがいるだけだ。

「美織さん、いきなり激しすぎますよ」

「だ、だって、貴方のこと、気持ちよくしてあげなくちゃいけないからぁ……ひうぅっ……あんっ、ん、んっ、あ、ああっ、あひっ……！」

「そんなこと言って、本当は美織さんが気持ちよくなりたいだけなんじゃないですか？」

「ん、んくっ、ち、違……違うからぁ……あぁっ、あ、あぁっ……おちんぽ奥まで届いてるぅ……すごいのぉ……ひゃんっ……あんっ……ああっ……」

　ペニスの先端が子宮口にぶつかるたび、膣内がぎゅぎゅっと締め付けてくる。

　アソコからは大量の愛液が飛び散り、繋がりあった部分をいやらしく濡らしていた。

「はぁはぁっ、ど、どう？　茂くん、私のおまんこ、気持ちいい？」

「ええ、すごくいいですよ。すっかりほぐれきって、とろとろで、感じてしまいます」

「ほ、本当に？　嬉しい……あくっ、あんっ、あ、あひっ……あぁっ、あ、あんっ……」

「でも、こうしたらもっと気持ちいいですよ」

「えっ、ふあぁあっ！　あっあ、あぁっ！　やっ、は、激し……!!」

　俺は後ろからズンズンと容赦なく美織さんのおまんこを突いていく。

　突然の責めに、彼女はされるがままになる。

「ほら、どうですか？　気持ちいいでしょう。ほらほらっ」

「ああっ、ダメっ……！　ひあぁっ、あ、あぁっ、あ、あぐっ、あ、あぁっ、おちんぽいいっ！　んあぁっ、ん、んくっ、んあぁっ！」

「俺のチンポの味、たっぷりと味わってくださいっ」

「やあぁっ、そんなに激しくされたら、おまんこ壊れちゃうっ！　ひゃんっ、ん、んあぁっ、あ、ああんっ……あひっ、あ、あっあ、あんっ!!」

　すでに自分から腰を動かす余裕もないらしく、美織さんが俺のペニスで激しく突かれながら嬌声を上げる。

　俺はピストンの速度をどんどん上げながら、彼女の膣内をひたすらに往復していく。

「ひあぁああっ！　あっあ、あぁっ、おちんぽ、すごい、すごすぎるのぉっ！　ひゃうぅっ、あんっ、あっあ、あ、あぁあっ!!」

　ペニスに突かれることで美織さんの身体が反応して、子宮がおりてきたのがわかった。

　俺は先端で子宮口をぐりぐりと刺激する。

「あぐぅっ!?　あぁっ、そこ、ぐりぐりってしたら刺激強すぎるぅ！　はひぃっ、あぁっ、あんっ、ん、んくぅっ、やぁっ、イ、イク、イッちゃうっ!!」

「いいですよ、イッて。たっぷり膣内に出してあげますから」

「あぁっ、あ、ああっ、膣内はダメぇ……いま出されたら、受精しちゃうぅうっ、んっん、んぅっ……んひぃっ……ひぐぅっ……ん、んんっ……」

「俺のチンポ膨らんでるのわかりますか？　一番奥に注ぎ込んであげますね」

「やぁあっ、あ、あひっ、あ、あぁっ、あんっ、中に出しちゃダメなのぉっ！　んん、んくうっ、ん、んはぁっ、あ、あぁっ、あひ、あんっ」

　絶え間なく締め付けてくる美織さんの膣内に、限界が間近まで迫っていた。

　激しくおまんこを犯しながら、ゴール目指して一気にラストスパートをかける。

「んんっ、んくぅっ、あ、あひっ、ん、んんっ、ら、らめっ、イクッ、イッちゃうっ！　イクイクイクイクぅっ！！！」

「ぐっ……!!」

　俺は思いきり腰を突き上げると、凄まじい勢いで美織さんの膣内に射精した。

「ふああああああああぁぁああぁああぁぁああっ!?」

　暴力的なまでの精液を子宮に注がれ、美織さんも達したようだ。

　強烈にペニスを締め付けながら、何度も身体を震わせる。

「あ、あひ、注がれちゃってるぅ……夫以外の、精子、注がれちゃってるのぉ……んぁっ、あ、あぁっ……」

　どこかうっとりとしたような美織さんの声を耳に、俺は凄まじいまでに征服欲が満たされるのを感じるのだった。







　いつものようにバイトに入り、いつものように働く。

　最初の頃は、今まで自分の知らなかった世界や生活に対しての、あこがれや興味からしていたことだが、今はもう目的が違っている。

「美織さん、そろそろ休憩ですよね。よければご一緒しませんか？」

　休憩時間になると同時に、俺は働いている彼女の元へと向かい、声をかけた。

「ごめんなさい。ここの片付けがあるから、もう少し後にしようと思っていたの」

「そうですか……」

　しまったな。もう少し後で誘いに来ればよかったか。

「ふふっ、美織ちゃんったら罪作りねー」

　俺と美織さんのやりとりを見ていた、他のマネキンさん達が含み笑いをしながら声をかけてくる。

　からかうというよりも、温かく見守るという感じだ。

　……ちょうどいい。彼女の言葉に乗らせてもらうとしよう。

「そうなんですよ。何度か誘っているんですけれど、あまり受け入れてもらえなくて」

「そうなのね。でも、仕方ないわよ。美織ちゃんは旦那さんがいるんだから」

「ええ。知ってます」

「あら。そうなのね。うふふふ」

　どういう想像をしたのかわからないが、俺の言葉に軽く驚いていた目が、すぐに笑みの形へと変わる。

「こんなに若くて格好いい子が相手だと、美織ちゃんの旦那がヤキモチを焼くんじゃない？」

「そんな……私みたいなおばさんと噂になったら、彼が迷惑しますよ。やめてあげてください」

「おばさんだなんて……美織さん、自分をそんなふうに言わないでくださいよ」

「そうね。大和田くんにとっての美織ちゃんは、おばさんじゃなくてお姉さんってとこかしらね」

「ええ、少し年上なだけですから」

「お姉さんっていい響きよねー。あたしも呼ばれてみたいわ」

「では俺が、皆さんのことは〝お姉さま〟とお呼びしましょうか」

「あははっ。そんな柄じゃないわよぉ」

「そうそう。でも、若い子にそういうふうに呼ばれるのは悪くないわねー」

「まあ、美織ちゃんだけは特別みたいだけれど」

「あれ、わかっちゃいますか」

「あらー。あらあら、ごちそうさま」

　少し照れながらそう答えると、周りの〝お姉さま〟方がにんまりと笑う。

「若いって良いわねー」

「大和田くん、そういう誤解をされるようなことを言ったらダメじゃない」

「誤解されてもかまいませんよ？」

「も、もうっ。そういうふうにからかうもんじゃありませんっ」

　同僚達が一回り──いや、二回り近く年上だからか、美織さんの態度が年相応というか、俺とあまり変わらないように感じる。

「ふふっ。美織ちゃん、休憩時間でしょ？　後はやっておくからその子と行ってらっしゃいな」

「え……でも……」

　美織さんは躊躇っているけれど、せっかくの厚意だ。甘えさせてもらうとしよう。

「ありがとうございます。じゃあ、美織さん」

「あ……あの、すみません、みなさん。休憩、先に入らせてもらいます」

「少しくらい帰りが遅くなってもいいわよ」

「お兄ちゃん、がんばりなさいね」

「もう……大和田くんなら、私なんかじゃなく、他の素敵な相手がいますよ」

「そうかい。じゃあ、今度は私達〝お姉さま〟とのお茶に付き合ってもらおうかね」

「美織ちゃんとのこと、あとで色々と聞かせてちょうだいね」

　……悪い人達じゃないんだけれど、刺激というか、話題に飢えているのだろう。

　まあ、俺が美織さんに熱を上げているが、夫がいる彼女は受け入れるつもりはない。

　そんなふうに周りに認知されるのは悪いことじゃない。

「ご希望に添えるようなことがあるかわかりませんけれど、それでよければ」

「大和田くんっ！」

「ごめんなさい、美織ちゃんを怒らせちゃったわね」

「それじゃあ、行ってきます」

　美織さんとふたり、今日は社員食堂へと向かう。

「みなさん、あんなことを……それに、茂くんまで……」

　小さくため息をつき、恨みがましい目を向けてくる。

「彼女達は本気じゃないからこそ、ああいうことを言えるんですよ」

「それはそうよ。私には夫がいるんですから」

「……そうですね」

　答えながら、俺は足を向ける方向を変えた。

「え？　あの、茂くん……あっちの休憩室を使うの？」

「ええ。あそこなら人も来ないですから」

「でも、今日は社員食堂でお茶をするって……」

「気が変わりました。あっちの休憩室でふたりきりで過ごしましょう」

「それはいいけれど……でも、お茶を飲むだけよね？」

　俺は美織さんの問いかけに笑顔で応える。

　大和田の家の力にすり寄ってきたり、媚びたり、そして敵対するやつらも多い。

　子供の頃から周りに何かを言われる程度のことには慣れているし、今さら思うところもない。

　けれど、美織さん自身に俺の気持ちを疑われるようなことを言われるのは、おもしろくない。

「せっかく気を遣ってもらいましたし……本当にしちゃいましょうか」

「え？　今はまだ仕事中なのよ？　いくらなんでも、ああいうことをするなんて……」

「大丈夫です。ちゃんと休憩時間内だけにしますから」

「そういうことじゃなくて……んんっ!?」

　反論の言葉をキスで奪う。

「んっ……ちゅっ……駄目よ、茂くん……ちゅちゅっ……」

　制止する美織さんの言葉に構わず、俺はキスを続ける。

　唇の間から舌を割り入れ、ぬるりと彼女の口内に侵入した。

「んむっ、ちゅっ……ちゅっ……はぷっ……ぴちゅぴちゅ……ちゅぱちゅぱ……」

　一瞬抵抗するかと思った美織さんだったが、すぐに俺の舌を受け入れる。

　そのまま自分の舌を俺の舌に絡めてきた。

「あぷっ、ん、んちゅっ……ちゅぷぷっ……んんっ……んちゅぅっ……れるるっ……」

　俺はねっとりと舌を絡めながら、美織さんの口の中を味わう。

　ぬるぬるとした粘膜と粘膜が擦れあうたび、頭の奥が痺れるような快感が襲ってきた。

「んんっ、んちゅっ……あんっ、こんなの駄目よ、茂くん……はふっ……ん、んんっ……」

「今はつまらないことは忘れて、素直に俺を受け入れてください」

「茂く……ちゅっ……ちゅくちゅく……ちゅぷぷ……んちゅ……ぴちゅぴちゅ……はぷっ……んんっ……」

　舌を使って、彼女の口の中に俺の唾液を運ぶ。

　美織さんがそれを小さく喉を鳴らしながら飲み込んでいく。

「んくっ、ん、んちゅっ……はぷっ……ちゅぴちゅぴ……ちゅるるっ……ちゅっ……ちゅぴちゅぴ……んちゅっ……」

　言葉では抵抗しつつも、美織さんは俺にされるがままだ。

　抱きしめた身体がどんどん熱を帯びていくのがわかる。

　じっくりと彼女の唇を味わったところで、俺は顔を離す。

「はふっ、あんっ……はぁはぁ……」

「美織さん、どうでした？　旦那さんと比べて、俺とのキスは」

「や、やだ、意地悪なことを言わないで……」

　顔を伏せて、弱々しい声で美織さんが言う。

　彼女のそんな態度が、ますます俺の嗜虐心をかきたてていく。

　美織さんのすべてがほしい……そして、彼女のことをもっと滅茶苦茶にしてしまいたい。

　そんな欲求に突き動かされるように、美織さんの大きな胸に手を伸ばす。

「あっ、あんっ、茂くん……そんな強く、おっぱい揉まないで……んんっ……」

「でも美織さん、こうやっておっぱいを弄られるの好きでしょ？」

「そ、それはぁ……やんっ、ん、んうぅっ……はふっ……んあっ、声、出ちゃう……んくっ……」

「いいですよ。美織さんのエッチな声、もっと聞かせてください」

「エ、エッチって……あんっ……あ、あっあ……ふぁあっ、あ、ああっ……！」

　服の隙間から手を差し入れて、直接彼女の胸に触れる。

　思っていたとおり、すでに彼女の乳首は硬くなり始めていた。

「もう硬くなってますよ、美織さんのここ。やっぱり敏感ですね」

「ああっ、あんっ、それは、茂くんが触るからぁ……ひゃうっ……あんっ、あ、あひっ……」

「また俺のせいにするんですか？」

「だ、だってぇ……あくっ、あ、あぁっ、あん、ひぁあっ……コリコリしないでぇ……ん、んんっ、んくっ……」

　人差し指で乳首を転がすようにして刺激を与えると、美織さんが甘い声を上げる。

　本気で嫌がっているわけじゃないことは、その態度からよくわかった。

「なに言ってるんですか。本当はもっと強くしてほしいんでしょう？」

「あっ、茂くん……やぁっ、つ、強い……あくっ、あっあ、ふあぁっ……やんっ……あひっ……あんっ……あっあ、あぁっ……」

　俺が指を動かすたびに、美織さんがびくびくっと身体を震わせる。

　胸を掴むように強く揉むと、むにゅりと指が埋まって、その感触が心地いい。

「んんっ、茂くんたら、また胸ばっかり……あうっ……あっあ、あぁっ……あ、あんっ……」

「こんな大きな胸、男として揉まないわけにはいかないですからね」

「な、何よ、それ……ひゃんっ……んあっ、あ、ああっ……あんっ……ひぐっ……ん、んあっ……ああっ……」

「それにしてもあんなに嫌がっていたのに、美織さん、感じっぱなしじゃないですか」

「そ、そんなこと……」

「無いって言えますか？」

「…………」

　俺の言葉に、美織さんが無言でうつむく。

　ただ荒い息遣いだけが、ふたりきりの室内に響いていた。

「すみません、意地悪な質問でしたね。でも、俺、美織さんにもっと素直に感じてほしいんです」

「あっ、茂くん、そこは……ひあぁっ……やんっ……ん、んうぅっ……あ、あんっ……あ、あふっ……ん、んんっ……」

　俺は美織さんの一番大事な部分に、指先で触れる。

　熱くピクピクと動くアソコを、ぐりぐりと弄ってやった。

　するとすぐに奥から愛液が滲み出してくる。

「ふあぁあっ、あ、あんっ……んうぅっ……やぁっ……指、動いてる……ひあぁっ、ん、んんっ……」

「美織さんのおまんこ、すごく熱くなってますよ。もう、俺のモノがほしいんじゃないですか？」

「あふっ、あっあ、ん、んくっ……んあっ、ん、んぅっ……やんっ……ああっ……あうっ……んあぁっ……はひっ……んあぁっ……」

　俺の言葉に応えぬまま、指の動きに合わせて美織さんが嬌声を上げる。

　この期に及んで、まだまだ強情だ。

「ほら、ちゃんと言ってくれないとわからないですよ。それとも、俺の入れてほしくないんですか？」

「ひゃあぁっ!?　あっあ、あくっ……あんっ、ん、んうぅっ……！」

　アソコに触れた指を、ぐにぐにと強めに動かすと美織さんが敏感に反応した。

　絶え間なく弄り続けられ、彼女のそこは愛液ですっかりとぐちょぐちょになっていた。

「どうなんですか？　美織さん。早く言わないと、ここでやめてしまいますよ？」

「うぅっ……んくっ……いの……？」

「何ですか？　もっと大きな声で言ってくれないと、聞こえないです」

「茂くんのおちんぽがほしいの！　私のおまんこ、いっぱいずぽずぽしてぇっ!!」

　耐えかねたように、美織さんが叫ぶ。

　彼女のその言葉に俺の身体が、興奮でぞくぞくと震えた。

「なんだ、ちゃんと言えるじゃないですか。ご褒美に、お望みのものをあげますよ」

「あっ……」

　美織さんが、喜びの声を上げる。その瞳は情欲に厚く潤んでいた。

「ほら、下着を脱いだらお尻をこっちに向けて」

「え、ええ……」

　俺の指示に従って、美織さんが形の良いお尻をこちらに向けてくる。

　何も隠すものの無いおまんこからはトロリと愛液が溢れ出していた。

　その光景がまた、とてつもなくいやらしい。

「早く、んんっ、早く、茂くんのおちんぽちょうだい……ふあぁっ……」

「焦らなくても、いま入れてあげます……よっ！」

　俺はガチガチに硬くなったペニスを、美織さんのアソコにあてがう。

　そして一気に奥まで貫いた。

「ふあああぁああぁああああっ!?　あっ、あくっ、あ、あはぁっ……!!」

　途端に膣肉がぎゅうぎゅうと俺のモノを締め付けてきた。

　美織さんは苦しそうに、口をパクパクとさせている。

「もしかして美織さん、入れただけでイッちゃったんですか？」

「んくっ……んあぁっ……はぁはぁっ……え、ええ、私、イッちゃったの……」

「そんな簡単にイクなんて、どれだけいやらしいんですか」

　俺はぺチンと美織さんのお尻を叩く。

　その刺激に、膣肉がぎゅっと締め付けてきた。

「あんっ、ご、ごめんなさい。茂くんのおちんぽが凄すぎて……はひっ、ん、んあぁっ……」
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「まあ、いいですけどね。美織さんに素直に感じてほしいと言ったのは俺ですから」

　そう言いながら、ゆっくりと腰を動かし始める。

　ぬちゅぬちゅと粘膜の擦れあういやらしい水音が室内に響いていく。

「あぁっ、まって、私、イッたばかりだから敏感になって……んうぅっ……はひっ……あんっ……あっあ、あぁっ……」

　熱くぬめる膣内が嬉しそうに、俺のペニスに絡み付いてくる。

　カリ首で膣壁を擦るようにすると、背筋に電気が流れるような快感が襲ってきた。

「はぁはぁっ、あっあ、あぁっ……茂くんのおちんぽ出たり入ったりして……やんっ……また、私、犯されちゃってる……んくぅっ！」

「美織さんは俺のチンポ、旦那さんのより気に入ってくれてるんですよね」

「そ、それはぁ……ひゃんっ……あぁっ、あ、あぐっ……あぁっ……んあぁっ、ふあぁっ……ん、んんーっ」

　俺は後ろから激しく美織さんのおまんこを犯していく。

　限界まで硬くなったペニスで容赦なく膣内をえぐるように往復する。

「はひっ、あっあ、あんっ……んあぁっ……やんっ……は、激しい……わ、私、後ろからこんな犬みたいな格好で……んんっ、ん、んああっ……!!」

「ほら、美織さん、どうですか、俺のチンポはっ」

「んぐうぅっ、と、とっても立派で、私のおまんこ、喜んじゃってるのわかるのぉっ！　あぁっ、はひっ、ん、んあぁっ、あ、あぁっ!!」

　容赦なく膣内を犯され、快感に喘ぐ姿に、最早貞淑な妻としての顔はない。

　俺はひたすらに彼女の弱い部分をペニスで擦っていく。

「あぁっ！　あ、あぁっ、そ、そこ、すごい……ひゃうぅっ……ひぐっ……んっん、んはぁっ……あ、あんっ……あうぅっ……」

「美織さんの中、熱くて、とろとろですごく気持ちいいですよ」

「わ、私もおちんぽいいのっ……んあぁっ……もっと、もっとしてぇっ、ひゃんっ……あくっ、あうっ……んっん、んくっ……んんーっ！」

　いつしか美織さんも自分から腰を動かしていた。

　より強い刺激を求めて、貪欲なまでに俺のペニスを求める。

　ぎりぎりまで引き抜き、一気に奥まで突くと彼女の白い背中が震えた。

「あんっ、あぅっ……あっあ、あくっ……んんっ、んあぁっ……ん、んんっ、あぁっ……あふっ……あっあ、あんっ……ん、んあぁっ!!」

　ペニスで突けば突くほど、奥から愛液が溢れ出してくる。

　こうして身体を重ねるごとに、彼女のおまんこが俺のモノに馴染んでいくのがわかった。

　俺自身、より強い快感を求めて激しく腰を動かしていく。

「んっん、んくぅっ……はぁはぁ……あひっ……ふあぁっ……あんっ、あ、あうっ……あうっ……ん、んんっ……んぐぅっ……」

「ほら、美織さん、喘いでばかりいないでもっと感想を言ってくださいよ」

「あ、あん、そんなこと言われても……んうぅっ……おちんぽ良すぎて、ほかのこと考えられないのっ……ふぁあっ、おちんぽいいっ……んうぅっ……」

「まったく仕方ない人ですね」

「ご、ごめんなさ……あぁっ、あ、あぐっ……ひゃんっ……んはぁっ……ああっ……んんっ、ん、んああっ……」

　旦那のモノではない俺のチンポで、美織さんが感じ、乱れている。

　その事実に、自然と腰の動きが速さを増してしまう。

「ひあぁあっ！　あくっ、ダ、ダメっ……んんっ、んあぁっ……ひゃうぅっ……あんっ、あ、ああっ……くうぅっ……は、激しすぎるわ……ひあぁっ！」

「だって、美織さんは激しくされるのが好きでしょう？」

「あっあ、あぁっ、あんっ、そんなにされたら、私のおまんこ、壊れちゃうっ！　んひっ、ん、んはぁっ、ん、んんっ、んああぁあっ!!」

　美織さんの膣内が俺のモノを奥まで飲み込み、痛いほどに締め付けてくる。

　俺自身、気づけば夢中になって腰を振っていた。

　その動きに合わせて、美織さんの大きな胸が勢いよく揺れていた。

「あぁっ、あっあ、あくっ……やんっ……くるっ……すごいの、きちゃうっ……ひぐっ……ああっ、あひっ……あうぅっ……！」

「はぁはぁ、イキそうなんですか？　美織さん」

「え、ええ、茂くんのおちんぽで、私のおまんこ、だらしなくイッちゃうのっ！　ひゃうぅっ、んんっ、ん、んあぁっ、あ、ああっ……」

「わかりました。イッたら、またたっぷり膣内に出してあげますからね」

「やっ、駄目よ、それは……あんっ、中に出すのは駄目なのぉっ……ひあぁっ、あ、ああっ、あんっ……！」

「遠慮しないでください。美織さんの子宮の中、俺の子種汁でいっぱいにしてあげますよ」

「え、遠慮なんてしてな……あぐっ、あ、あひっ……そんなに腰動かさないでっ……ひゃうぅっ……ああっ……あひっ、あ、あくうっ！」

「おまんこがひくひくしてるのがわかりますよ。もうイキそうなんですね」

　言いながら俺は今まで以上に激しくピストンを繰り返す。

　そして抜ける寸前までペニスを引き抜いて、思いきり奥まで突き入れた瞬間──。

「んああああぁああぁぁあああっ、だめぇえぇええええっ、イクうううぅうううぅううぅぅぅぅぅ!!」

　悲鳴のような嬌声を上げて、美織さんが絶頂に達していた。

　アソコから大量の愛液を勢いよく吐き出しながら、ビクンビクンと身体を震わせている。

　俺はそんな彼女のお尻にぐっと腰を押し付けるようにして、射精していた。

　ドクドクっと暴力的な勢いで、精液を美織さんの中に注ぎ込んでいく。

「ああぁぁっ！　あうっ、あ、あひっ、で、出てる……んあぁっ、あ、熱いの、中にいっぱい……おまんこ、灼けちゃううぅっ！」

　膣肉がぜん動運動を繰り返しながら、おいしそうに俺の精液を飲み込んでいく。

　収まりきらなかった分がアソコからあふれ出すのを見ながら、俺はとてつもない満足感に浸っていた。
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「ええ。すみません。そういうわけで、今日は休ませていただけますか？」

　ただの軽い風邪でしかないが、ひとり暮らしを始めてから初めて体調を崩した。

　不慣れなことを続けたことで、ちょっと疲れが溜まっていたのかもしれない。

　バイト先に休むことを告げ、ベッドに横になる。

「あー、だるいな……」

　症状はそこまで重くない。熱が少しあって、関節に軽い痛みがある。

　食事をして薬を飲んで、一眠りすればいい。

　そうは思っても、起き上がって動くのが面倒で、なかなか思い切りがつかなかった。

「どうする……かな……」

　そんなことを考えながら目を閉じた。







「ん……？」

　チャイムの音に目が覚めた。

　ベッドの上でゴロゴロしている間に、いつの間にか眠っていたのかもしれない。

　窓から見える空はすっかり茜色に染まっている。どうやら４、５時間ほど眠っていたようだ。

　再び、チャイムの音が響く。

　誰だろう……？

　まだだるい身体を引きずるように、玄関モニターのところへ向かう。

「美織さん……？」

「ごめんなさい、もしかして起こしちゃったかしら？」

「いや、ちょうど起きたところだったんで。ちょっと待っててください」

　そう告げると玄関に向かう。

「ごめんなさいね、休んでいるところ」

「いえ、いいんです。それよりも……それは？」

　さっきはモニター越しでよく見えなかったが、美織さんは両手に大きな袋を持っていた。

「茂くんが病気で休んだって聞いたから、お見舞い。飲み物と、熱下げ冷え冷えシート。あとは簡単に食べられる食事よ」

「ありがとうございます。ちょうど、お腹が空いていたところだったんですよ」

「……もしかして、何も食べていないの？」

「ええ。一日中、ずっと寝ていたもので」

　俺の答えを聞いて、美織さんは軽く眉根を寄せる。

「茂くん、体調はどうなの？」

「だいぶマシにはなりましたけれど、まだ少し調子はよくないですね」

「ごめんなさい、そんなときに。これ、置いていくからゆっくりと休んで──」

「病気のときにひとりだと心細いですし、すごく嬉しいですよ」

「ご家族は？」

「このくらいのことで連絡はできませんよ」

「そう……。もしよかったらだけれど、私が夕飯だけでも作りましょうか？」

「いいんですか？」

「病人を放っておけないわ。そういうわけで、茂くんはすぐにベッドに戻ること」

「わかりました」

　言われるまま、俺は寝室へと戻った。







　夕飯だけ、そうは言っていたけれど、扉の向こうから聞こえてくるのは、掃除機や洗濯乾燥機の音だ。

　どうやら美織さんは、部屋の片付けや、溜まっていた洗濯物の処理なんかもしてくれているらしい。

　少し遠い他人の気配を心地良く感じながら、うとうとしていたようだ。

「茂くん、ご飯できたけれど起きられる？」

　いつの間にか部屋には良い匂いが満ち、美織さんが俺の顔をのぞきこんでいた。

「そうですね……大丈夫そうです」

「そう。それじゃ、はい、あーん」

　小さな子供にするように、レンゲによそったおじやを差しだしてくる。

「え？」

「あーん」

「あ、あーん……あむっ。んぐんぐ……」

「どう？」

「汗を掻いたからか、塩っ気もちょうど良くて、美味しいです」

「そう。良かった。それじゃ、あーん」

「あーん」

　おじやとおかずを交互に口に運んでもらう。

　結局、最後まで美織さんに食べさせてもらってしまった。

　なんだか実家に戻ったような安心感と、少しくすぐったいような気持ちになる。

「これだけ食べられるなら、大丈夫そうね」

「ええ。とても美味しかったです」

「あとは汗をかいているみたいだし、身体を拭いてから、ゆっくりと休んで……し、茂くん!?」

　病気で人恋しさもあったのかもしれない。

　けれども、献身的に世話をしてくれる美織さんの姿がたまらなくて、俺は思わず彼女を抱きしめていた。

「だめ、よ……茂くん。体調が悪いんだから、ちゃんと休んでいないと……」

「こうやって、美織さんとエッチなことをして汗をかけば、悪いものも全部出て行きますよ」

「もう、なに言ってるの……んくっ……あんっ……本当に駄目だったら……」

　そう言うものの、相変わらず美織さんが本気で抵抗することはない。

　俺は服の下に手を滑り込ませると、彼女の大きな胸を揉んでいく。

「美織さんの、胸、柔らかくて弾力があってとっても気持ちいいです」

「あっ……んんっ……本当に知らないからね……ひゃんっ……あぁっ……あ、あぁっ……」

「感じてきたんですか？　エッチな声出てますよ」

「だ、だって、んくっ……そんな風に触られたら、声出ちゃう……んあっ……んっん、んんっ……」

　彼女の肌はまるで俺の手に吸い付いてくるかのようだ。

　俺は円を描くように、優しく胸を揉みしだいていく。

　そうして空いたほうの片手で太ももをさする。

「ふぁっ、ん、んんっ……やだ、くすぐったい……んぅっ……」

「美織さんの肌、すごくすべすべしてますね。触っていて気持ちいいです」

「やだ、こんなおばさんのこと褒めても、なにも出ないわよ」

「いえ、本当のことですから」

「んぅっ……んぁっ、あっあっ、あん、あ、あくっ……ん、んんっ……んうぅっ……」

　愛撫を続けていくうちに、美織さんの身体が熱を帯び、じっとりと汗ばんでいくのがわかる。

　声にも甘いものが混じり敏感に反応していた。

　俺は太ももをさすっていた手をさらに奥へと動かす。

　指先が熱く柔らかな肉壷に触れた。

　そのまま上下に擦るように刺激を与えていく。

「なんだ、美織さんのおまんこ、もう熱くなっているじゃないですか」

「茂くんの身体も、んっ、すごく熱くなってる……やっぱり休んでいたほうがいいんじゃない？」

「これは美織さんとエッチなことをして興奮しているからですよ。貴方みたいに」

　俺はそう言って、アソコに触れた指をくにくにと動かす。

「ひあっ！　あんっ、あ、あぁっ……そ、それはぁ……だって、茂くんが触るからぁ……ひゃうっ……ん、んんっ……」

　身体をびくびくと震わせながら、美織さんが応える。

　何度か指を動かしていると、膣口が開き始め、奥から愛液が滲み出してくるのがわかった。

　その愛液を指になすりつけるようにして、さらに激しく責め立てていく。

「んっん、んうぅっ……やぁっ、つ、強い……ひゃんっ……ああっ、あ、あぁっ……あふっ……」

「エッチな汁、奥からどんどん溢れてきてますよ？」

「あっ、やっ、そんなエッチな音、立てないで……んんっ、んぁっ……はひっ……あ、ああっ……あうっ……」

　アソコにあてた指を円を描くように動かす。

　後から後から愛液が溢れ出し、下着も俺の指もぐっしょりと濡らしていた。

　その様子に、俺の興奮が高まり、股間のモノが痛いほどに自己主張してくる。

「美織さんのエッチな姿を見ていたら、俺も我慢できなくなってきました。ほら、わかりますか？」

「あ……すごく大きくなってる……」

　彼女の手を取って、俺の股間に触れさせる。

　ズボンの下でドクドクと脈打っているのがわかった。

「ね？　いいでしょう？　一緒にもっと気持ちよくなりましょう」

「んっ、で、でも……セックスなんてしたら、もっと体調が悪くなるかも……」

「大丈夫ですって。だけど、美織さんがそう言うなら、今日は趣向を変えましょうか」

「えっ？」

　俺はそういうと、身体の位置を入れ替える。

　美織さんの股間が俺の顔の前に、俺の股間が彼女の顔の前に来る体勢になった。

　そうしてズボンから、完全に勃起したペニスを取り出した。

「し、茂くん？　これって……」

「美織さんの口で気持ちよくしてください。俺も、口で美織さんのここを気持ちよくしてあげますから」

「えっ、茂く……ふあっ、あ、あんっ……！」

　俺は美織さんの下半身を露にすると、割れ目を舌先で突く。

　その刺激に彼女が敏感に反応していた。

「あぁっ、あんっ、舌、動いてる……私のアソコ、舐められちゃってる……ひゃんっ……ん、んんっ……あふっ……」

「れるっ……ちゅっ……美織さんのここ、とってもおいしいですよ……ぴちゅぴちゅ……」

「や、やだ、そんなところ舐めないで、汚いわ……あっあ、あんっ、ん、んうぅっ」

「美織さんの身体に、汚いところなんてありませんよ。ちゅぴちゅぴ……れるるっ……ちゅちゅっ……」

「はぁはぁっ……あん、茂くん……んあぁっ……あふっ……あ、あんっ……んあぁっ……」

　ぴちゃぴちゃと音を立てながら、俺は美織さんのアソコを舐めていく。

　そのたびに彼女の全身がびくびくと震えていた。

「ほら、美織さんも、俺のを気持ちよくしてください」

「んっ、え、ええ……れるっ……れるるっ……ちゅっ……ちゅぴちゅぴ……はふっ……んちゅっ……んんっ……」

　ぬるりと温かな感触が俺のモノに触れる。

　その刺激に思わず腰が軽く跳ねてしまった。

「あんっ、茂くんのおちんぽ、すごくビクビクってしてる……ちゅちゅっ……ぴちゅぴちゅ……ちゅっ……ちゅぷぷ……んちゅっ……」

「ペロペロ……美織さんのおまんこだって、ものほしそうにひくついてますよ……ちゅくちゅく……れるるっ……」

　互いに互いの大事なところを舐め合う。

　自分のしていることと与えられる刺激に、どんどん興奮が高まっていく。

「じゅるるっ……んちゅっ……ちゅちゅっ……ちゅるる……れるっ……んちゅうっ……はぷっ……くちゅくちゅ……先っぽからエッチなお汁出てきた……」

「くぅっ……」

　舌の上で、先端の穴をぐりぐりと刺激される。

　彼女はまるでアイスを舐めるかのように俺のペニスに舌を這わせる。

　粘ついた水音がいやらしくふ、たりきりの室内に響いていく。

「ちゅぱちゅぱ……れるっ……はぷっ……茂くんのおちんぽ、おいしい……ぴちゅぴちゅ……れりゅっ……じゅぷぷ……ちゅぷぷっ……」
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「あっ、くぅっ……」

　美織さんが俺のペニスをくわえ込んだかと思うと、そのまま強く吸ってくる。

　いつもとは違う大胆な責めに、俺は思わず声を上げてしまっていた。

「んむっ……じゅぷぷ……ちゅぱちゅぱ……ちゅっ……ちゅぴちゅぴ……おちんぽ、私の口の中で暴れてる……ちゅうぅっ……んちゅっ……ちゅるるっ……」

「はぁはぁ、美織さん、激しい……」

「どう？　茂くん、気持ちいい？　はぷっ……じゅぷぷ……れるっ……んちゅっ……じゅぱじゆぱ……ぴちゅぴちゅ……」

　ぬるつく口内が俺のペニスをしごいてくる。おまんことはまた違った刺激が気持ちいい。

　美織さんの口の中で俺のモノが暴れているのがわかる。

「ちゅっちゅっ……じゅぷぷ……んちゅ……れりゅりゅ……ちゅぷぷ……ちゅるる……ちゅちゅ……ちゅくちゅく……！」

　夢中になったように、美織さんがペニスにしゃぶりついてくる。

　俺もこのままされっぱなしというわけにはいかない。

　舌をより激しく動かして、美織さんのおまんこを責めていく。

「れるっ……美織さんだって、どんどん愛液出てきてますよ……ぴちゅぴちゅ……れるっ……れるるっ……ちゅぱちゅぱ……ちゅちゅっ……」

「あっあ、あんっ、ん、んちゅっ……茂くん、激しい……あふっ、あ、あぁっ、ん、んぅうっ……」

「もっと気持ちよくしてあげますね……れるるっ……ちゅぴちゅぴ……ちゅるるっ……ちゅぷぷ……んちゅっ……れるるっ……!!」

「だ、だめ、茂くん、そんなにされたら私……はふっ、おちんぽ舐められなくなっちゃう……んんっ、あ、あふっ……」

「そんなこと言わないで、ほら、頑張ってくださいよ。れるっ……ちゅっ……れるるっ……ちゅぷちゅぷ……」

「んっ、ちゅぷぷ……ちゅぽちゅぽ……ちゅっ……ちゅくちゅく……ちゅるる……ちゅっ……ちゅちゅっ……んちゅっ……」

　美織さんが素直に俺の言葉に従う。

　俺にアソコを責められつつも、必死になってペニスをしゃぶってくる。

「んっ……美織さんのおまんこ開いてきましたよ……ピンク色の膣肉が、ひくひくしてます……れるるっ……」

「やぁっ、み、見ないで、恥ずかしい……あんっ……あ、あぁっ……あうっ……ふあぁっ……」

　膣肉のしわにそって舌を動かすと、美織さんの身体がぶるるっと震える。

　性器を舐め合うことで、興奮がどんどん高まっていく。

「ちゅっ……ぴちゃぴちゃ……くちゅくちゅ……はぷ……ちゅちゅっ……れるっ……どうですか？　美織さん。気持ちいいですか？」

「はぁはぁ……あんっ、あ、あひっ……うん、い、いいの……おまんこ舐められるの気持ちいいの……ひあぁっ……あ、あくっ……あむっ……ちゅぽちゅぽ……」

「ぐっ……」

　美織さんが亀頭をくわえたかと思うと、頭を上下に動かして竿のほうまでしごいてくる。

　口をすぼめて強く吸われると、目の前が真っ白になるような快感が襲ってきた。

「んむぅっ……ちゅぱちゅぱ……ちゅっ……くちゅくちゅ……ちゅっ……ちゅるるっ……あは、おちんぽ、ビクンビクンって、すごく反応してる……ちゅうぅっ……！」

「美織さんの口でされるの、とっても気持ちいいですよ。ぴちゅぴちゅ……んちゅっ、ちゅぱちゅぱ……ちゅるるっ……」

「わ、私も、茂くんにされるのすごく感じちゃう……あふっ、あ、あうっ……ん、んあっ……はふっ……あ、あうっ……ちゅぱちゅぱ……」

「そのまま、もっと強く吸ってください……んちゅっ……ちゅぷぷ……れるぅっ……」

「こ、こう？　ちゅうぅっ……！」

「え、ええ、いいですよ……じゅぷじゅぷ……ちゅぴちゅぴ……」

　俺は美織さんのアソコを指で押し広げると、舌を突き入れていく。

　熱くぬめる膣内に、簡単に俺の舌が進入していった。

　途端に膣内が、舌を締め付けてくる。

「あっ、やあぁあっ、舌、入ってくる……んぁっ、あ、あふっ……あんっ……んくぅっ……!!」

「じゅぷじゅぷ……ちゅくちゅく……ちゅちゅっ……」

　俺はそのまま、激しく舌を出し入れしていく。

　飛び散る愛液が俺の顔を汚していった。

「んうぅっ、舌、出たり入ったりして……ひうぅっ……やんっ……んあぁっ、あぁっ……ひあぁっ……ひぐっ……!!」

　突き入れた舌先で、膣壁をぐりぐりとえぐるように擦ってやる。

「ふああぁぁあっ！　ああっ、あうっ、舌、すごい……あっあ、あくっ、あんっ、そんなされたら、声、出ちゃうっ……ひあぁっ！」

　すると、美織さんが今まで以上の反応を見せた。

　俺は舌を抜くと、今度は口をつけてそのままおまんこを強く吸う。

「ちゅうぅうううううっ！」

「あぁあっ、す、吸っちゃだめぇっ……んあぁあっ、あ、あぁっ、あ、あんっ、あ、あくっ！」

　ビクビクと美織さんの身体が激しく震える。

　今まで以上に大量の愛液が溢れ出していた。

「ぷぁっ、美織さん、もしかしてイっちゃったんですか？」

「え、ええ……あ、あふっ……茂くんが、あんまり激しくするから……」

「ひとりだけずるいなぁ。俺のもちゃんとイかせてくださいよ」

　ずいっと美織さんの口元に、ペニスを突きつきけるようにする。

　すると彼女は熱く息を吐き出しながら、俺のモノをしゃぶってきた。

「ちゅぷちゅぷ……んちゅっ……じゅぷぷ……ちゅるるっ……ちゅちゅっ……くちゅくちゅ……」

「ああ、いいですよ……もっと奥まで、飲み込んで……」

「んむぅっ……ちゅぷちゅぷ……ちゅっ……ちゅぱちゅぱ……ちゅっ……じゅぷじゅぷ……じゅるる……ちゅぷぷ……ちゅるるっ……！」

　美織さんが激しく俺のペニスを責め立ててくる。

　絶え間なく与えられる快感を前に、身体に汗が浮かんでいくのがわかった。

　そしてすごい勢いで限界が近づいてくる。

「ちゅぽちゅぽ……ちゅっ……んちゅう……ちゅるる……くちゅくちゃ……ぴちゅぴちゅ……んちゅ……ちゅぱちゅぱ……」

「くっ、いいですよ。美織さん……そろそろイキますからね」

「イクの？　んちゅっ……私のお口に精液出しちゃうの？　れるるっ……れりゅっ……ちゅぷぷっ……」

「は、はい、いっぱい出しますから、しっかり受け止めてくださいね」

「わ、わかった。出して……茂くんの熱くて濃い精液、いっぱい……ちゅうううぅうううっ！」

「ぐっ……で、出る……!!」

　亀頭を思いきり吸われて、目の前が真っ白になる。

　次の瞬間、俺は美織さんの口の中に思いきり射精していた。

「んっ!?　んむぅっ、ん、んんっ、んくっ、ごくごく……んんっ……」

　美織さんは俺のペニスから口を離すことはせず、そのまま大きく喉を鳴らして精液を飲み込んでいく。

　そして射精が治まったところで、ゆっくりと口を離した。

「ふぅ……茂くんの精液、とってもおいしかった……」

　満足そうに、美織さんが息を吐き出す。その口の端に、精液が一筋零れ落ちていった。

　その姿に、俺はぞくぞくっした興奮を覚える。

「まだですよ、美織さん」

「えっ……？」

「俺はまだ、それぐらいじゃ満足してません」

「あっ……本当、茂くんの、まだ大きいまま……」

　美織さんの目の前で、俺のペニスは硬さを保ったままだった。

「それに美織さんだって、まだ物足りないんじゃないですか？」

「んああっ、あんっ……」

　俺は美織さんのおまんこを指で弄る。

　それに対して、彼女は潤んだ瞳を向けてきた。

　そうして俺たちはしばらくの間、満足いくまで互いの性器を弄りあうのだった。







「もう……そんなことしていたら、治るものも治らないわよ？　大人しくベッドで寝ていなさい」

「食事をしたらそうします」

　まだ熱は引いていない。さっきの行為の疲れもあってか、だるさがある。

　けれど、俺は美織さんの傍にいたくて、料理をする彼女をソファの上で横になったまま眺めていた。あの後またお腹が空いてしまい、あらためて頼んだのだった。

「はああ……私、何をしているのかしら」

　深いため息をつくと、がっくりと肩を落とす。

「お見舞いに来てくれたんですよね？」

「そうよ。お見舞いに来たの。それなのにあんなことして……。私のせいで茂くんの調子が悪くなっちゃって……本末転倒だわ」

「俺がそうしたいって言ったからじゃないですか。美織さんはワガママに付き合ってくれただけですから、気にしないでください」

「そういうわけにはいかないわ……はい、お待たせ。熱いから気をつけて食べてね」

「ありがとうございます。いただきます」

「食べ終わったら、ちゃんと薬を飲んで眠ること」

「わかってます」

「本当にわかってる？」

「ええ。美織さんの手料理ですからね。無駄にしませんし、約束も守りますよ」

「それならいいんだけれど……」

　さっきのことが尾を引いてるのか、まだ少し疑われているようだ。

　ここは本当に、素直に言うとおりにしよう。そう決めて、ゆっくりと味わいながら食事を済ませる。

「ごちそうさまでした」

「おそまつさまでした。薬は？」

「ちゃんと飲みました」

「そう。だったら、後片付けをしたら、私は戻るわね」

「名残おしいですが仕方ないですね。玄関まで見送りますよ」

「だめよ。さっき言ったとおり、茂くんはベッドに戻りなさい」

「……わかりました」

　不満が顔に出ていたのか、美織さんは腰に手を当てて小さくため息をついた。

「もう……仕方のない子ね」

　そう言ったかと思うと、美織さんが俺にキスをする。

「み、美織さん？」

　彼女からこんなことをしてくれるなんて思わなかったから驚いてしまった。

「風邪、人にうつすと早く治るって言うでしょう？」

　照れくさいのか、早口に言うと頬をうっすらと染める。

「そうですね。じゃあ、もしも美織さんが風邪を引いたら、今度は俺が看病しに行きますから」

「そうね。そのためにも、今はしっかり治しておきなさい」

　食べ終わった食器を片付け、俺がしっかりとベッドに横になったことを確かめてから、美織さんは戻っていった。

　……こんなことが続くなら、もう少し風邪が長引いてもいいかもしれないな。

　そんなことを考えながら、俺は眠りについた。







　翌日、すっかりと快復した俺は、アルバイトへと出た。

　休んだ分まで取り戻すように働き、休憩時間になったところでさっそくとばかりに、美織さんのところへと向かった。

「もういいの？」

「ええ。おかげさまで、すっかりよくなりました。美織さんの看病のおかげですよ」

「たいしたことはしていないわ。それに、看病というよりも……その……」

　思い出しているのか、みるみる顔が赤くなっていく。

　こういうところ、年上だけれどすごく可愛らしいと思う。

「それで看病のお礼をしたいんですけれど、どうですか？」

「お礼だなんて、そんなことは気にしないでいいわ。私がしたくてしただけのことだし」

「じゃあ、俺もしたくてするんですから、付き合ってくれますよね？」

「茂くん、そういうところ……強引よね」

「そうしないと聞いてくれない人が相手ですからね」

「私、そんなに頑固じゃないわよ？」

「そうですね。素直じゃないだけで」

　お互いに顔を見合わせて、小さく笑い合う。

「だったら、何か美味しいものが食べたいな。前みたいなすごく高級なお店じゃなくて」

「だったら大学の知り合いに良い店を教えてもらったんですよ。どうですか？」

「この格好でも大丈夫かしら？」

「ええ。あまりかしこまった格好をする必要はありませんよ」

「だったら、せっかくの誘いだし、ごちそうになるわね」

　美織さんは少しだけ考えてから、あっさりと頷いた。

「よしっ！　じゃあ、決まりですね。車に乗ってくださいっ」

　車を出すと、俺達はマンションから少し離れた場所にある、リーズナブルだけれど、雰囲気の良い店へと向かった。

　近所だと、美織さんの旦那に見られるかもしれないし、知り合いに会うかもしれない。せっかくふたりで食事をするのだから、落ちついてしたかったからだ。

「ここまで来たことはなかったわね。ありがとう、茂くん。私が気にすると思ったんでしょう？」

「俺が、美織さんとふたりきりになりたかっただけですよ」

「ふふっ。そういうことにしておいてあげるわね」







「あー、とっても美味しかった。それに、いい感じのお店だったわね」

「気に入ってくれたのなら良かったです。他にもいいところがあるんで、よかったらまた行きましょう」

「ふふっ、そうね。でも、私だけこんな贅沢をしてもいいのかしら？」

　彼女はきっと今、旦那さんのことを考えているのだろう。

　潤んだ瞳。朱に染まった頬。濡れたような艶やかな唇。俺ではない誰かを思っている姿だというのに、たまらなく魅力的だ。

「美織さんはがんばっているんですから、たまの自分へのご褒美くらい、いいじゃないですか」

「……茂くんは優しいわね。ふふっ、あの人と出会う前だったら、好きになっちゃっていたかもしれないわね」

　さっき飲んだ酒が彼女を後押しして、いつもよりも大胆になっているのだろう。

　普段なら決して言わないようなことをぽつりと呟いた。

「今からでも遅くないですよ？」

「……だめよ。だって、私はあの人を選んだんだもの」

「だったら……今は、俺の美織さんでいてもらいます」

　そう言うと、目についたホテルへと車を向ける。

「え？　茂くん、どこへ……」

「まだ、旦那さんが戻ってくるまで時間ありますよね。もう少し、デートに付き合ってください」

　強引すぎるとは思ったけれど、美織さんは無言のまま小さく頷いた。







　ラブホテルを利用するのは、実は初めてだ。

　普段はよく利用する普通のホテルで部屋を取っているし、そうでなければ自分の家に呼んでいたからだ。

　けれどそんなことをおくびにも出さずに、興味深げに部屋を見回している美織さんに尋ねた。

「美織さん、緊張してます？」

「え、ええ、ちょっと……あまりこういったところを利用したことがないから……」

「大丈夫、俺に任せてください」

　そう言って俺は美織さんの右手を掴むと、こちらへと引き寄せる。

　彼女は抵抗することなく、すんなりと俺の胸の中に飛び込んできた。

「あっ……待って、シャワーを浴びさせて……」

「気にしなくても平気ですよ。それに……この前は最後までできなかったから、もう我慢できない」

　恥じらいと、戸惑い。腕の中にある確かな温もりと感触に、俺の中でスイッチが入ってしまう。

「やだ、もうこんなに大きくなってるの？」

「ええ……いや、うん。だって、美織さんとすると思うとこうなるって、言ったことあるよね？」

　股間のモノを美織さんに押し付けるようにする。

　すでにそこはこれからのことを期待して、痛いほどに硬く、大きくなっていた。

「だから、ね？　いいでしょ？」

「あ……んっ、もう……茂くん、強引すぎ……んんっ」

　顔を近づけて、彼女の唇を奪う。

「んっ、んふっ、は、あ……ん、ちゅ、茂くん……ちゅっ……んちゅっ……」

　最初は優しく、そして徐々に大胆に。

　唇の間から舌を割り込ませると、おどおどとしながらも美織さんのほうからも絡めてきた。

「はふっ……ちゅちゅ……んちゅっ……れるっ……くちゅくちゅ……んっ……」

　ぬるぬるとした舌が絡み合うたびに、頭の奥に甘く痺れるような快感が襲ってくる。

　舌先で歯茎を強めになぞりながら刺激すると、美織さんの身体が小さく震えた。

「あぷっ、ちゅぴちゅぴ……ちゅぱちゅぱ……はふっ……とってもエッチなキス、頭くらくらしてきちゃう……れるるっ……」

「美織さんも、だいぶ上手になったね……ちゅぴちゅぴ……ちゅるるっ……」

「本当？　ふふ、嬉しい……ちゅっ……ちゅるる……くちゅくちゅ……んちゅ……ちゅぷぷ……」

　より激しく、俺達は舌を絡めあう。

　そのまま十分にキスを楽しんだところで、ゆっくりと唇を離す。

　いつしか、互いの唾液で口の周りがすっかりべちょべちょになってしまっていた。

「はふっ……んっ……なんだか、すごく身体が熱くなっちゃった……」

「美織さんも、この前最後までできなかったから、欲求不満なんじゃないの？」

「や、やだ、私はそんなこと……」

　顔を赤らめながら抵抗する言葉は、弱々しかった。

　先ほどからちらちらと、大きくなった俺の股間のモノを見ている。

「隠さなくたっていいんだよ。今日は、美織さんへのお礼なんだから……してほしいことを言って……」

「ふぁっ……」

　彼女の耳元で囁くように言うと、その身体がぞくぞくっと震えた。

　俺の言葉に、美織さんがそっと股間のモノに触れてくる。

「はぁっ……本当は、これがずっとほしくて、アソコがうずうずしているの……」

「わかった。満足いくまで味あわせてあげるよ」

「ええ、お願い……」

　少し酔っているからだろうか？　今日の美織さんはいつになく素直だ。

　それはそれで新鮮に感じられて、俺はますます興奮してしまう。

「じゃあ、そこのベッドに四つんばいになってお尻をこっちに向けて……」

「もしかして、また後ろから？」

「ああ、美織さん、後ろからされるの好きだろう？」

「…………」

　この前の乱れっぷりを思い出しながら、俺は言う。

　それに対して美織さんは応えることはせず、ベッドの上に乗ると四つんばいになった。

　つまりは……そういうことだ。彼女の態度が、すべてを物語っている。

「たっぷり楽しませてあげるからね」

「あっ、んんっ……」

　俺は後ろから、形の良いお尻をまさぐるように触る。

　弾力と張りのある感触が手に心地いい。

　そうして俺がスカートをまくりあげると、ショーツに包まれたお尻が姿を現す。

　そのまま股間の部分をずらすと、ズボンから取り出したペニスの先端をあてがった。

　くちゅり……と濡れた感触が伝わってくる。

「んくっ……あ、あん……硬いの当たってる……ふぁっ……」

「美織さんのここ、チンポが欲しそうにひくついてますよ」

「あっ、んぁっ、擦らないで……やんっ……んぅっ、ん、んくっ……」

　俺は割れ目に沿ってペニスを動かしていく。

　何度かそれを繰り返すと、愛液とカウパーでぬるぬるになるのがわかった。

「茂くん、あまり焦らさないで、私、もう、おちんぽが欲しいの……」

「はいはい、わかってますよ。いまあげますから……よっと」

　美織さんのお尻を掴むと、俺は腰に力に入れてペニスを挿入していく。

　割れ目を押し開くようにして、俺のモノが彼女の中に飲み込まれていった。

「あぁっ、あ、ふぁっ、入ってくるぅ……んぅっ……あんっ、あ、あぁっ……んんっ……！」

　さしたる抵抗もなく、ペニスが一番奥まで辿り着く。

　行き止まりにぶつかったところで、膣肉がぎゅうぎゅうと締め付けてきた。

「んっ、んんっ……私のおまんこ、おちんぽでいっぱいになって……んあぁっ、あ、あぁっ、すごいの……」

「美織さんの中も熱くて、トロトロですごくエッチですよ……」

　言いながら俺はストロークを開始する。

　締め付け、まとわりついてくる膣肉を振り払うようにガチガチに硬くなったペニスを動かす。

「あうっ、あんっ、おちんぽ動いてる……ふあぁっ、おまんこの中、擦られちゃってる……ひゃんっ……んっん、んあぁっ……！」

　軽く往復しただけで、美織さんの膣内は愛液で溢れ、潤っていた。

　ぬちゅぬちゅといやらしい音を立てては、嬉しいそうに俺のモノを飲み込んでいく。

「どうですか？　美織さん、俺のチンポは」

「す、すごくいいの、感じちゃう……ふあぁっ、この体勢、奥まで届いて……やんっ、ん、んうぅっ……!!」

「それは良かった。もっともっと気持ちよくしてあげますからね」

「ふあぁああっ！　あっあっ、あ、あんっ、は、激しい……ひゃうぅっ……んあぁっ……ひあっ、あ、あひっ……」

　この前の分だとばかりに、俺は容赦なく美織さんの膣内を突いていく。

　何度も身体を重ねるうちに、彼女の中は俺のペニスに馴染んでいた。

「ほら、俺のは旦那さんのと比べてどうですか？」

「や、やあ、そんなこと聞かないで……ふあぁっ、い、言えない……んくぅうっ……」

　行き止まりをペニスの先端で叩くたびに、美織さんが大きく背中を仰け反らせる。

　ぬめる膣内が別の生き物のようにうごめき、俺のペニスにしゃぶりついてきた。

　カリ首で膣壁を擦ると、凄まじい快感が身体を襲う。

　与えられる刺激を前に、ペニスが彼女の中で暴れていた。

「はぁはぁっ、あぁっ、あ、あんっ、硬くて太いのが……んうぅっ、私の中、擦って……ひうぅっ……き、気持ちいい……っ」
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「旦那さんのより良いでしょう？　そうなんでしょう？」

　俺はペニスをぐりぐりと回転させるように動かし、彼女の膣内を刺激していく。

　それを受けて、膣内が反応してより強く締め付けてきた。

「あっあっ、あぁっ、あんっ、あ、あくっ、だ、だめ……それは、言えないのぉ……ん、んんっ、んはぁっ……!!」

　まるでいやいやをするように、美織さんが首を振る。

　酔っているとはいえ、この点に関しては強情だ。

　やはりまだ旦那さんに対する罪悪感のようなものがあるのだろう。

　そんな彼女だからこそ、俺は強く惹かれるのだが。

「まあ、答えてくれなくてもいいですよ。美織さんが感じているのは確かですからね」

「あぁっ、あんっ、あ、あふっ……そうなの、このおちんぽ、すごく良くて……ひうぅっ……ひゃんっ……んんっ、ん、んうぅっ……!!」

「はは、俺のチンポを締め付けて放そうとしませんよ」

「んくぅっ！　んっん、んあぁっ、あ、あんっ、あ、あぁっ……んんっ、おちんぽいいっ、もっと、もっとしてぇっ」

　美織さんのリクエストに答えて、俺はさらにピストンを加速させる。

　ペニスを出入りさせるごとに、愛液が激しく飛び散っていく。

「ふあぁあっ、そ、そう、激しいの、いいのっ……はひっ……あんっ、あ、あひっ……おちんぽごりごりって擦れてぇっ……ひうぅっ……ひゃんっ!!」

　ガチガチに硬くなったペニスが天井を擦ると、美織さんの背中が跳ねた。

　同時に膣内が痛いほど締め付けてくる。

「ひゃうぅっ、そ、そこはぁっ……あぁんっ」

「ここがいいんですね？　そらそらっ」

「あくぅっ、あ、あぁっ、だ、だめぇっ……んあぁっ……あっあっ、あぁっ、あふっ、あ、あんっ、ん、んんーっ!!」

　美織さんの弱点を、激しくペニスで擦っていく。

　膣内がぎゅうぅっと締め付けてきたかと思うと、美織さんの身体が激しく震えた。

「あっ、かはっ……あぐっ、あ、ああっ、あんっ……んああぁあぁああっ」

「くっ……美織さん、イッたみたいですね？」

「え、ええ、私、イッちゃったの……はふっ……ん、んんっ……」

　アソコから、ポタポタと愛液が零れ落ちる。

　その色は白く濁り、本気汁だということがわかった。

　俺はピストンを止めることなく、さらに加速させていく。

「やっ、いやっ、茂くん、私、イッたばかりで、おまんこ敏感だから……ひゃあぁっ、あんっ、あうっ、あくっ、ん、んあっ、んうぅっ！」

「すみません、美織さんの中、気持ちよすぎて腰が止まらないんです」

「そ、そんな……あぁっ、は、激し……きゃうぅっ……んんっ、んはぁっ……ああ……ん、んんっ……んあぁっ……はひっ……あっあ、ああっ……!!」

　俺は容赦なく、美織さんの中を往復していく。

　この前のお見舞いのあとから、こうやって彼女を犯したくて仕方なかったのだ。

　その欲望に完全に火がついて、止めることができない。

「あぐっ、あっあ、あぁっ、あんっ……す、すごすぎて……こんなの変になるぅっ……ふあぁっ……あうぅっ……やんっ……んんーっ！」

　ぎゅぎゅっと、まるで雑巾を絞るかのように膣肉が動きペニスを締め付けてくる。

　俺はそれを振り払うように、ひたすらにピストンを繰り返す。

　セックスをすればするほど彼女のおまんこは俺のペニスに馴染んでいく。

　粘膜と粘膜が擦れあう快感に奥歯を噛んで耐えながら、彼女のおまんこを責め続ける。

「はぁはぁ、美織さん、美織さんっ！」

「し、茂くん……ひゃうぅっ……あんっ、あ、あひっ……あぁっ、んあぁっ……あひっ……ひぐっ……ん、んああっ……はひっ！」

　互いに互いの身体を貪るように味わっていく。

　膣肉がペニスに強く吸い付き、俺に射精されるのを待ち焦がれているかのようだ。

「はふっ、んんっ……んあぁっ、んんっ、んひぃっ……んっん、んうぅっ……あんっ……あ、あぁっ……ま、また、イクっ……んあぁあっ!!」

「ぐっ……」

　大きな嬌声を上げたかと思うと、強烈なまでに膣内がペニスを締め付けてきた。

　俺は全身に汗が浮かぶのを感じながら、ズンズンと美織さんの奥を突いていく。

「あぁっ、あ、あくっ……硬くて大きいのが、奥まで届いてぇ……ひゃあぁっ……んはぁっ……あんっ……ひぐぅっ……！」

「美織さんのおまんこ、すごい締め付けですよ……まるで、俺の精液をほしがっているみたいに……」

「え、ええ、ほしいの……茂くんの精液、私のおまんこに、ドピュドピュって出してほしいのぉっ……んんっ、んはぁっ」

　自分から腰を動かしながら、美織さんが言う。

　その言葉に合わせるように、さらにきつく膣内が締め付けてきた。

「いいんですか？　そんなこと言って。旦那さんに悪いんじゃ？」

「ああんっ、だってぇ……私の身体が、精液ほしがってるんだものぉっ……おまんこいっぱい、満たしてほしいのぉっ!!」

　ここにきて、美織さんは激しく膣内射精を求めてきた。

　快楽に溺れるその姿は、ひどくいやらしい。

　俺は興奮するのを感じながら、彼女の要望に答えるために今まで以上に激しくピストンを繰り返す。

「わかりました、美織さんのおまんこにたっぷり注いであげますね」

「ええっ、ちょうだい……茂くんの精液、私のおまんこにいっぱい！　ひゃうぅっ……あっあっ、あんっ、あ、あうっ、ん、んんーっ！」

　熱くぬめる膣内が、凄まじい快感を俺のペニスに与えてくる。

　いい加減、限界が目の前まで迫っていた。

「ぐっ……イ、イキますよ……美織さん」

「ふあぁあっ、わ、私も、私も、イッちゃうっ……ひゃんっ……んんっ、んぁっ、あ、あぁああああっ！」

　一番奥まで、勢いよくペニスで貫いた瞬間、凄まじい勢いで膣内が締め付けてきた。

　その刺激に俺も限界が訪れる。

「あぐっ……!!」

　目の前が真っ白になるのを感じながら、美織さんの一番奥で射精する。

　ドクドクと凄まじい勢いで彼女の中を満たしていくのがわかった。

「はひっ、あ、ああっ、熱いのが……ふぁあっ、す、すごい勢いで……ふぁっ、あ、ああぁああっ」

　膣内に射精されたことで、美織さんはまた達したようだ。

　最後の一滴まで搾り取ろうとするかのように、膣肉が絡みついてくる。

　俺は絶頂の余韻に浸りつつ、美織さんの膣内の感触をしばらくの間、味わった。







「少し、遠回りしてもいいですか？」

　家まで車で戻れば、十数分だ。少しでも長く美織さんと一緒にいたくて、俺はそう提案した。

「それなら、車を置いてちょっとだけ散歩をしましょうか」

「いいんですか？」

「ええ。あの人、今日も事業の相手との打ち合わせだって言ってたから、きっと帰りは遅いわ」

　旦那のことを話す美織さんは、寂しげだ。

　いくら身体を重ねても、こうして共に過ごす時間が増えても、美織さんの心は、今だに旦那にある。

　正直に言えば、彼女のような人に一途に想われている相手が羨ましい。

　車を走らせ、家へと向かう間、美織さんは窓を大きく開き、風を浴びながら流れ行く景色をぼんやりと見つめていた。

　出会ったばかりの頃のように、互いに無言で過ごす時間を恐れるようなことはなくなった。

　けれど、彼女が一体何を見ているのか、それは気になった。

「え……？」

　マンションの駐車場の傍まで来たところで、美織さんが窓に張り付くように外を見つめる。

「どうかしたんですか？」

　俺は車を端に止めて尋ねる。

「あ、ご、ごめんなさい。夫がいたように見えたの」

「旦那さんが？　こんな時間にですか？」

「え、ええ」

　答える美織さんは気もそぞろという感じだ。

「それだけですか？　他にも何か気になることがあったんじゃないですか？」

「何かの見間違いよ。だから──」

「らいじょーぶらっれ。あいつは、俺の帰りをまってないしー。いまごろねてるってー」

「……っ」

　突然聞こえてきた酔っ払いの声に美織さんが硬直したようになる。

　今の声は聞き覚えがある。そう──俺の聞き間違いでなければ、あれは美織さんの夫のものだ。

「今のって、旦那さんの声ですよね？」

「似たような声だと思うけれど……彼じゃないんじゃないかしら」

「確かめてみましょう」

　俺は車のエンジンを切って、ドアに手をかけた。

「ま、待って……そんなこと、しないで。しなくていいのっ」

　俺を引き留めるように、美織さんが服を掴む。

　細い指先が白く染まるほど強く握られた彼女の手は小刻みに震えていた。

「さっき何か見たんですね？」

　美織さんは俺の問いかけに無言のまま俯いた。それが、すでに答えとなっている。

「いいんですか？　ここでちゃんと確かめないと、これからずっと、あのときもしかしたら……と疑い続けることになるんですよ？」

「で、でも……」

「美織さんが見たくないのなら、俺だけでも確かめてきます」

　服を掴む彼女の手をそっと解く。

「……私も、行くわ」

　覚悟を決めたのか、美織さんは顔を上げてまっすぐに俺を見つめてきた。

「わかりました」

　車を降りると、俺達は身を隠すように声の聞こえる方向へと向かう。

　夜の住宅街は人気がなく、声の主を探すのは簡単だった。

「もう、そんなに酔って帰ったら、奥さんに怒られるわよー？」

「あいつは俺にベタ惚れらからな！　すこしくらいのころじゃ、らにもいわないって。あははははっ」

「なによ、それ。私と一緒にいるのに、惚気ているの？」

「ちっがーう。あいつとおまえじゃ、ぜんぜんちっがーう」

「何が違うの？」

　女は甘えるようにしなだれかかりながら、旦那に甘く問いかける。

「あいつといっしょにいても、つかれるんだよ。自分はこんなにがんばってるのにって、俺にも同じようにしろって言ってるみたいに感じるんだよ」

「……っ」

　美織さんが息を呑む。

　ずいぶんと勝手な言いぐさだ。彼女が休みなく働かなくちゃいけなくなったのは誰のせいだと思っているんだ？

「だったら、もう別れて、私と一緒になる？」

「んー。あいつ、俺のために働いて、金をもってきてくれるからなー。で、俺が使う人ってわけだ」

「あはははっ。悪い男ー」

　何がおかしいのか、ふたりは笑い合っている。

「私のために使ってくれるんでしょう？」

「んー。何かほしいものがあるのか？」

「新しいバッグが欲しいのよね。ちょっと高いんだけど、いい？」

「あー。この前の金はなくなったからな。また、ちょっともらってくるわ」

「ありがとう、愛してるー」

「俺もあいしてるぞー」

　ふざけたように言い合いながら、ふたりが抱き合い。そのまま唇を重ねた。

　女のほうも嫌がる様子もなく、美織さんの旦那のキスを受け入れている。

「うそ……」

　隣に視線を向けると、信じられない。信じたくないとばかりに、美織さんが驚愕に目を見開いている。

「ん、ふぁ……もう、そんなんじゃ家に戻れないでしょう？　ウチに寄ってく？」

「……そうらな。酒くさいとうるさいし、ふたりで一緒に風呂にはいろー」

「それだけでいいの？」

「……そんなわけないらろ」

　ふたりはしっかりと腕を絡め、身を寄せ合うようにして、通りの向こうへと歩いて行った。

「美織さん……」

「あ…………あの、ごめんなさい。家に、戻るわね」

　そう言うと、まるで逃げるように美織さんは駆けて行ってしまった。
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　あの人が他の女性と関係を持っていた。それはもう疑いようもない事実で、私はショックを受けていた。

　……自分だって、茂くんとそういうことをしているのに。

　初めて好きになった人。

　恋をして、少しでも傍にいたくて、少しずつ仲良くなって、告白されて結ばれた。

　茂くんとの関係を楽しんでいたことは本当。

　でも、彼のことを愛している。その気持ちに今も変わりはない。その……はずだったのに。

　ずっと考えごとをしていたからか、リビングのソファでうとうとしていたみたい。

　ドアの開く音で目が覚めて、私は玄関へと向かった。

「おかえりなさい、あなた」

「……起きてたのか？」

　驚いた顔をしているけれど、それも無理はない。何しろ、もう日付が変わってから、かなり経っている。

　仕事があるから、いつもならば私はもう眠っている時間だ。

「ええ。なんだか寝付けなくて」

「そうか。珍しいな」

「あなたこそ、今日も遅かったのね」

「ちょっと打ち合わせをしてたら、長引いちゃってさ」

「夕飯は食べたの？」

「ああ。外で食べてきた」

「そう。お風呂はどうする？」

「今日はもう遅いからやめておくよ」

「だったら、何か飲み物を用意するわね」

「悪いな」

　さっき見た姿がまるで幻だったかのように、受け答えをしている彼に酔いの色はほとんど残っていない。

　……あれから数時間は経っているものね。

　その間も飲み続けたのならばともかく、どこかで別のことをしていたのならば、酔いが抜けても不思議じゃない。

　それだけの間、何をしていたの？　と聞きたくなる衝動を抑えながら、私は冷たいお茶を用意する。

「お待たせ」

　彼と自分の分を用意してテーブルに向かい合わせに座る。

「美織、明日も仕事があるんじゃないか？　起きていて大丈夫なのか？」

「秋の催事が始まるから、出社はいつもよりも少しだけ遅くても大丈夫なのよ」

「そうか。仕事はうまくいっているみたいだな。なあ、美織。だったら、もう少し──」

「この前、私の給料から持っていったお金はどうしたの？」

「…………」

　お金の無心をしようとしたところに横槍を入れられて、あからさまに不機嫌そうな顔をする。

「事業に使っているって言っただろう？」

「そうだったわね。ねえ、事業って、今はどんな感じなの？」

「ああ。ほどほどだよ」

「ほどほどじゃわからないわ。ウナギの養殖だったかしら……？　それって、とても難しいんですってね」

「そうだ。だから、時間も金もかかるんだよ。その分、見返りも大きいんだけどな」

「今日もその相手と打ち合わせをしてたの？」

「え？　あ、ああ。そうだ。これからの事業計画について、色々と話をしているウチに盛り上がって、気付いたらこんな時間だよ」

「その相手って、今は近くにいらっしゃるの？」

「……何が言いたいんだ？」

「いえ、夫がお世話になっているんだもの。私もご挨拶したほうがいいのかと思っただけ」

「そ、そんなことはしなくていいっ。男の仕事に女が口を挟むとろくなことがないからな」

「男同士のお仕事なのね。でも、普通の会社なら少しくらい女もいるでしょう？」

「あちらの会社にはいないな。全員、男だ。ほら、見てみればわかるだろう」

　取り出したスマホの履歴を見せてくれる。

　相手は全部、彼の言う『事業の相手』からだった。

　登録している名前なんて、いくらでも変えられる。こんな子供騙しのやり方で誤魔化せると思っているのかしら。

　いえ……今まで、ごまかされていたのは、私。

「こんなに頻繁に連絡を取り合ってるのね。お世話になっているんだもの。やはりご挨拶したほうがよくないかしら？」

「さっきも言っただろう。そんなことをする必要はない。あっちだて忙しいからな」

「そう……それだけ忙しいのなら、きっと今度の事業は成功するわね」

「ああ。当たり前だ。必ず成功させてみせる。お前にはずっと苦労をさせてきたからな。うまくいったら楽させてやれるよ」

「ありがとう、楽しみにしているわね」

　彼と話をするほどに、その裏側にある〝真実〟に気付いてしまう。

　私に目を向けているけれど、私を見ていない。

　今まで、私が気付かずに──いえ、目を逸らしていただけだったことに。

　彼の願いを、夢を支えているつもりだった。

　彼のことを愛しているつもりだった。

　結婚を両親に反対され、生活が苦しくなったときに、周りの人達に色々と言われても、彼と共に生きていくと決めた。

　だから何があっても、どんな状況になっても、彼のために。彼を思って、私にできることがあるならばと働き続けてきた。

　でも今は──。

　茂くんとふたりで過ごす楽しさを、彼に求めらる悦びをこそが大切なのだと感じている。

　いつからこんなにも深く、彼の存在が大きくなっていたのかしら。

　なんで今まで気付かなかったのかしら。

「さてと、明日からまたがんばらないとな。寝ようか」

「ええ。そうね。もう休みましょう」

　目の前にいる夫ではなく、茂くんのことを思いながら、私は笑顔で応えた。
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「……やっぱりそうか」

　あれから数日。美織さんの夫については、もともと調べてもらっていたので、すぐに調査の結果が手に入った。

　送ってもらったデータを斜め読みしただけでも、呆れるようなことがずらりと並んでいた。浮気相手はひとりじゃなく複数。

　新規事業なんて嘘っぱちで、借りた金や、美織さんから受け取った金はすべて遊興費や交際費に充てている。

　日雇いめいたことをして多少は稼いでいることもあるようだが、基本的には何もしていない。

　さらに俺が立て替えた以外にも、小さな借金がいくつもある。おそらく、美織さんも知らないものだろう。

　さて……どうするかな。

　すべてを明かにすれば、さすがに美織さんも愛想を尽かすかもしれない。

　だからと言って、これを伝えれば彼女が傷つく。

　それは俺の望むところではなかった。

「お疲れさまです、美織さん」

「お疲れさま、茂くん」

　仕事の終わる時間を合わせ、今日も彼女を家まで送る。

　途中で軽く寄り道を提案したり、休日にまたどこかに遊びに行こうと誘ってみたりしたけれど、あまり芳しい返事はもらえないでいた。

　夫の不義を知ってからも、美織さんの態度はあまり変わっていなかった。

　無理をしているようには見えないけれど、それでも時折、深く悩んでいる様子があった。

　こういうときは、自分の人生経験の薄さに歯噛みをしたくなる。

　できるのはただ、彼女の傍にいて、彼女を気遣うことだけ。それしかない。

「……ありがとう、茂くん」

「いきなりどうしたんですか？」

「あの日から、ずっと気遣ってくれているでしょう？」

「俺にできるのはそれくらいですから」

「そんなことないわ。今、私がこうして普通でいられるのも、茂くんのおかげだもの」

　そう言って、彼女は笑う。それは、見惚れてしまうような柔らかで綺麗な笑顔だった。

「私だって、あの人をずっと裏切ってきたわ。だから私があの人のことを言う資格なんてないの」

「そ、それは俺が借金の形に無理やり関係を迫ったからです。美織さんはずっと旦那さんのことを──」

「違うの」

「え……？」

「最初はそうだったわ。でも……今は違うの」

「美織さん……？」

「夫のことはショックだったわ。でも、ただそれだけなの。茂くんがいてくれたおかげよ。夫に裏切られたから、簡単に乗り換えるような女だと思われても仕方ないことを言ってるわね。こんな私のこと、軽蔑するわよね。あんなにあなたとのことを否定していたのに──んんっ!?」

「あなたは何も変わっていない。ずっと、俺にとっては魅力的な人です」

「本当に……そう思ってくれる？」

「ええ、もちろんです。それに、あなたは借金で俺の言いなりになっていたんです。いえ、今も俺の言いなりになっている人妻です。そうでしょう？」

「茂くん……」

　美織さんが、その身体を俺に預けてくれる。

「今は旦那さんのことを忘れて、俺のことだけ考えてください。俺だけの美織さんになってください」







「んっ……ちゅっ……茂くん……ちゅっ……」

「美織さん……れるるっ……ぴちゅぴちゅ……ちゅうぅっ……」

　彼女のほうから積極的に唇を重ね、舌を絡めてくる。

　今、この瞬間だけは全部忘れて、俺たちは互いを求め合う。

「あふっ、キス、気持ちいい……ちゅくちゅく……ちゅっ……ちゅぷぷ……」

「俺もです……美織さんの唇とっても柔らかくて……ぴちゅぴちゅ……」

「んんっ、このままずっとしていたくなっちゃう。ちゅちゅ……んちゅ……ちゅぱちゅぱ……」

　ぬるりとした舌が絡み合い、ぞくぞくとした快感を生み出す。

　触れ合った胸と胸から彼女の心臓の鼓動が伝わってきた。

　自分自身、興奮から体温が上がっているのがわかる。

　美織さんの身体を抱きしめ、もっと、もっと、と唇を強く吸う。

「んうぅっ……んちゅっ……ちゅぷちゅぷ……ちゅっちゅっ……あぷ……ちゅぴちゅぴ……ちゅるる……！」

「ぴちゅぴちゅ……美織さん……」

「あっ、んんっ、んぁっ……」

　キスを続けながら、彼女の胸に手を伸ばす。

　相変わらず大きな胸に、俺の指が沈み込んでいく。

　どこまでも柔らかく、包み込むような感触が心地良い。

「美織さんの胸、本当に大きいですね……とっても、揉み甲斐があります」

「やっ、あんっ、そんなに強く揉まないで……あふっ、あ、あぁっ……」

「でも、こうされるの好きでしょう？」

　俺は指を強めに動かしながら、胸をぐにぐにと揉んでいく。

　そのたびに美織さんの身体が敏感に反応してびくびくと震えた。

「あっあ、あぅっ……んぁっ、あ、あんっ……あぁっ、ん、んあっ、そ、それ、いい……あぁっ……」

　美織さんの息が乱れ、声に甘いものが混ざり始める。

　一旦胸から手を離すと、俺はゆっくりと服を脱がしていく。

「あっ、や、やだ、茂くん、脱がさないで……恥ずかしいわ……」

「いいじゃないですか。今まで何度も見ているんですから」

「で、でも、こんなところで裸になるなんて……」

　どうやらバイト先の控え室であることを気にしているようだ。

「大丈夫、全部脱がしたりしませんよ……」

「んんっ……」

　耳元で囁くように言うと、美織さんの身体がぞくぞくっと震えた。

　俺はその間も服を脱がす手を止めない。

「それより、あまり大きな声を出さないように気をつけてくださいね。誰かに聞こえてしまうかもしれませんから」

「あっ……ふぁっ……んっ、んんっ……」

　美織さんが俺の言葉にハッとしたような顔をすると、口を閉じる。

　さっきも言ったが、ここはバイト先の控え室。いつ誰がきてもおかしくない状況だ。

　扉の向こうに声が洩れれば、誰かに聞かれてしまう可能性も十分にある。

　上着を脱がせると、ブラに包まれた胸が露になる。

　下から曲線をなぞるように、つつっと指を動かしていく。

「んぁっ、やんっ、くすぐったい……あふっ……」

　ぴくぴくっと身体を震わせながら、美織さんがなるべく声を抑えようと口を手で押さえる。そんな様子を見ながら、俺は胸の中心で指を止めると、ひっかくように動かしていく。

「あうぅっ……あ、あぁっ……あくっ、ん、んんっ……ん、んあっ、あ、あぁっ……！」

　敏感な部分を刺激されて、美織さんが大きめの声を出す。

　俺はぐりぐりと指を動かすようにして敏感な突起に刺激を与え続ける。

「やっ、待って……茂くん、そんな先っぽばかり……ひゃうっ……んんっ、んくっ、んぅっ……」

「感じてきましたか？　声、出ちゃってますよ」

「だ、だってぇ。あんっ……ああっ、あひっ……あっあ、あぁっ……ふあぁっ……あっあ、ああっ……」

「美織さんは本当に乳首を弄られるのが好きですね」

「そ、そんなことぉ……ひゃんっ……んぁっ、だ、だめ……身体、びりびりってして……んんっ、んくっ……！」

　カリカリカリとさらに強く、乳首をひっかくように指を動かしてやる。

　何度もそれを繰り返すとブラの下からでも先端が硬くなっているのがわかった。

「はぁはぁ……あんっ……あぁっ、ん、んんっ……んぅっ……身体、熱くなって……ね、ねぇ、茂くん？」

「どうしました？」

「わ、私、アソコが疼いて仕方がないの……あんっ、あ、あふっ……」

　もじもじと太ももを動かしながら、美織さんが言う。

　どうやら完全にいやらしいスイッチが入ってしまったようだ。

「俺のが欲しいんですか？」

「え、ええ、貴方の逞しいおちんぽで、私のアソコ、めちゃくちゃにしてほしいの……」

　顔を赤らめながらも、美織さんが大胆に俺を求めてくる。

　そんな言葉を聞かされて、俺のペニスがズボンの下で痛いほどに元気になっているのがわかった。

「わかりました。あまり時間をかけていたら、いつ誰が来るかわかりませんからね」

「あっ……」

　言いながら俺は、ズボンから勃起したペニスを取り出す。

　美織さんがそれを潤んだ瞳で見つめてきた。

「じゃあ、その机の上に横になってください」

「こ、ここに？」

「ええ、それとも立ったまましますか？　俺はそれでも構わないですが」

「ううん、わかったわ……」

　美織さんはそう言うと、机の上に横になる。

　俺はそんな彼女の太ももを抱え上げるように持ち上げた。

　そうするとスカートがまくれあがり、パンツが丸見えになってしまう。

「ひゃうっ、し、茂くん？」

「じっとしていてください」

　パンツに手を伸ばすと、俺はするすると脱がす。

　そして露になったアソコにペニスをあてがった。

　そのまま割れ目にそって愛液をなすりつけるようにペニスを動かしていく。

「あんっ、ふぁっ、硬いの動いてる……んああっ……お願い、茂くん……早く……」

「わかりました。入れますよ」

　切なげな声を上げて、美織さんが俺のことを見上げてくる。

　俺は腰に力を入れると、ゆっくりと挿入していく。

　亀頭によって膣口が押し広げられ、愛液の助けを借りながらズブズブと飲み込まれていった。

「あっ、あぁっ、茂くんのおちんぽ入ってくるぅ……んぁっ……あんっ、あ、あぁっ……」

　柔肉を掻き分けるようにしながら、やがてペニスの先端が行き止まりにぶつかる。

　途端に膣壁がぎゅうぎゅうと締め付けてきた。

「ふぅっ、全部入りましたよ、美織さん」

「んっ、ええ……茂くんのが私の中でビクビクってしているのわかるわ……」

「それじゃ、動きますね」

　俺は最初から強めにピストンを開始する。

　まるでペニスの挿入を喜ぶかのように、膣肉が吸い付いてきていた。
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「あぁっ、ん、んくっ……そんな、最初から激しい……ひゃうっ……ふあぁっ……あぁっ、あ、あんっ……!!」

「美織さんの膣内、もうぐっしょり濡れているじゃないですか……そんなに俺にチンポ入れてもらうの期待してたんですか？」

「え、ええ、この硬くて太いおちんぽ欲しかったのぉっ……ひゃうぅっ、い、いいっ……！　あんっ、ああっ、あ、あうぅっ、ん、んぁあっ！」

「ちょっと美織さん、あまり大きな声を出したら駄目ですって」

「だ、だって、おちんぽ良すぎて我慢できないんだもの。んっん、んくっ、んぁっ、あ、あふっ、あ、あうっ、ん、んうぅっ！」

　そう言って美織さんは感じるままに声を上げている。

　もしかしたら、いつ誰が来るかわからないこの状況に興奮してしまっているのかもしれない。

「あぁ、あっあ、あんっ……あく……んあぁっ……はひっ……やんっ……あっ、いいっ……いいのっ、気持ちいいっ……あんっ、んんっ」

「美織さんのおまんこも、熱くてトロトロですごく気持ちいいですよ」

「ほ、本当に？　んくっ、嬉しい。んんっ、んはぁっ……あぅっ……あっあ、あんっ……ん、んくぅっ……ん、んあぁっ!!」

　ガタガタと机を揺らしながら、俺はピストンを繰り返す。

　ペニスを深く飲み込み、包み込むように締め付けてくる膣内が、言いようのない快感を与えてきた。

「ひゃあん……んくぅっ、んっん、んあぁっ、あ、あひっ……あくっ、んんっ、んあぁっ……はひっ……んんっ……」

　いやらしい水音を立てながらね俺と美織さんは繋がりあう。

　何度セックスをしても、彼女の身体には飽きるということがなかった。

　それどころか更に快感が増していくかのようだ。

「はひっ、あぁっ、おちんぽ奥まで届いて……これ、いい、いいのぉっ……茂くん、もっとしてぇっ……あぁんっ、あ、あうぅっ……!!」

「ええ、わかってますっ」

　俺は美織さんのなかの悲しみや、旦那への記憶を上書きするかのように抽送を繰り返す。

　ペニスを出し入れするたびに、いやらしく愛液が飛び散っていく。

「はぁはぁっ、あ、あんっ、おちんぽ熱くて……ひぅぅっ、私のおまんこ、ヤケドしちゃいそう……んあぁっ、んくっ、んぅっ……」

「美織さんのおまんこ、嬉しそうに俺のモノを締め付けてきてますよ」

「んっんっ、んくっ……だ、だって、嬉しいんだもの……こんなに硬くて、立派なおちんぽ入れてもらえてぇっ……ふあぁあっ!!」

　すでに、ここがどこだか忘れたかのような様子で、美織さんが大きな喘ぎ声を上げる。

　俺自身、誰かに気づかれることなど構わず夢中になって腰を振っていた。

　ペニスを出し入れするたびに、美織さんの大きな胸がぶるんぶるんと揺れる。

　俺はその胸に手を伸ばすとやや乱暴に揉みしだいていく。

「やっ、痛っ……胸も一緒になんて……ひうぅっ……あふっ、あっあ、あんっ……あくっ、あ、あうぅっ……あふっ、ん、んんっ、んうぅっ……！」

「くっ……胸を揉んだら、さらに膣内が締まって……くうぅっ……」

「あぁっ、おちんぽ、私の中で激しく暴れてるう。あんっ、あ、あひっ……あぁっ、ん、んはぁっ……あぁっ……んんーっ！」

　柔らかな弾力を楽しみつつ、中心にある突起を指で摘むと強く引っ張る。

　次の瞬間、凄まじい勢いで膣内が締め付けてきた。

「ふあぁあぁあっ!?　だ、だめ、乳首、引っ張っちゃ……わ、私、感じすぎちゃうからぁっ……ひゃんっ……ああっ、あ、あうっ……ん、んはぁっ」

「し、締め付けすぎですよ、美織さん」

「私の身体が勝手に反応しちゃうのっ……ひうぅっ……んっん、んはぁっ、あぁっ、ん、んんっ、んくぅっ、んんっ……！」

　言いながら、美織さんはペニスへの締め付けを緩めようとはしない。

　奥を突くたびに大量の愛液が溢れ出してくる。

「はひっ、ん、んあぁっ……あんっ、あぁっ……んあぁっ……ん、んはぁっ……あふっ……んあっ、ん、ふあぁっ」

　俺たちは互いに夢中になって快楽を貪りあう。

　何度も何度もピストンを繰り返すうちに、美織さんの膣内はまるで燃えるように熱くなっていた。

　ペニスが溶かされそうな錯覚を覚えながら、それでも俺は腰の動きを止めることはない。

「んくっ、んっん、んあぁっ、あ、あふっ……ひゃんっ……ん、んうぅっ……はひっ……あぁっ、感じすぎて、おかしくなるぅっ……！」

「いいんですよ、おかしくなって。今だけは全部忘れてくださいっ！」

「茂くんっ！　茂くんっ！　あっあ、あうっ、あ、あひっ……ひぁあっ、ん、んんっ、んはぁっ……んんーっ!!」

　ひくひくと膣内が収縮を繰り返すのがわかる。

　どうやら美織さんに限界が近づいているようだ。

　そして同じように俺も、射精の瞬間がすぐそこまで迫っていた。

「あっあ、あぁっ、いい、いいのっ、おちんぽいいっ！　ああぁっ、あひっ、あうっ、あんっ、あ、あぁっ、ん、んはぁっ、あぁっ！」

　俺はゴール目指して今まで以上に激しく腰を動かしていく。

　ガチガチに硬くなったペニスで容赦なく膣壁を強く擦る。

「んあぁあっ、あ、ああっ、あうっ、あ、あぁっ、んあっ、し、茂くん、私、もう、駄目っ……ひあぁっ、あ、あぁっ……」

「はぁはぁ……イキそうなんですね？　美織さん」

「え、ええ、イクの、私、もう、イっちゃうの……ひゃんっ……あぁっ、あ、あうっ……ふあぁっ」

「俺もイキます……だから、一緒に……」

「う、うん、茂くんと一緒にイク……んんっ、んああっ、あ、あくっ、あひっ、あぁっ、あ、あぁっ、ん、んあぁっ」

「美織さん、美織さんっ！」

「んあぁっ、は、激し……きゃうぅっ、あ、ああっ、あんっ……も、もう、駄目……イクううううぅぅうぅぅっ！」

「あぐっ……!!」

　強烈なまでに美織さんの膣内が俺のペニスを締め付けてきた。

　そのあまりの刺激に、俺も絶頂に達していた。

　ペニスが激しく暴れながら、ドクドクと彼女の膣内に勢いよく精液を注ぎこむ。

「あっ、ふあぁあっ、で、出てる……あぁっ……あんっ、あ、熱いのいっぱい、すごい……ひあぁあっ！」

　出された刺激でまたイッたのか、美織さんが背中を仰け反らせる。

　俺はきつくペニスを締め付け、放そうとしない膣肉の感触を、しばらくの間楽しむのだった。







　あの日を境に、美織さんの態度は変わった。

　今までどおりに熱心に仕事をすることも、明るいところも変わらない。

　ただ、自ら夫に対する愛を口にすることはなくなり、周りの人が話題にしても差し障りのないやりとりだけ。

　マンションの前で旦那と話をしている彼女の姿を見たときに、傍目に見てもはっきりとわかった。

　あのふたりは『終わっている』のだと。

　それでも別れないのは、彼女の最後の優しさなのか、それとも報復なのか、それはわからない。

　けれど、彼女がどんな答えを出したとしても、それを受け入れるつもりだった。
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　……ずっと好きだった。愛していた。私だけが彼を理解し、彼の傍にいることができると思っていた。けれども、それはすべて幻想でしかなかった。

　彼に捧げてきた人生を無駄なものだと思いたくなくて、意地を張っていただけなのかもしれない。

　私を妻としては見ていても、女としては見てないこと。

　自分以外の女──しかも複数の相手との関係を持っていたこと。

『新しい事業』なんて言い訳でしかなくて、普通の仕事をちゃんとするつもりなんてなかったこと。

　本当はわかっていたのかもしれない。

　失敗から目をそらし、結果が出ないことは世間のせいにして、自分は不運なだけだと嘆いていた。

　誰も愛していないくせに、誰かに愛されていたかったのだということも。

　あの人が他人を愛することがないということを。愛しているのは自分だけだということを。そのすべてを知って、私の心に残ったのは、恨みもなく、憎しみもなく、ただただ『無関心』だった。

　百年の恋も冷めるという言葉があるけれど、本当にそうだった。

　けれども、夫婦となったからには、私が彼にできる最後のことは、立ち直る切っ掛けを与えること。

　彼が借金をしたら『離婚』をする。

　そう告げると、まるで信じられないものを見たような顔をしていた。

　私が見捨てれば、夫にまっているのは破滅だけだ。

　今の生活のすべてが失われ、その後は暗い未来しかない。

　それでも構わない。そうなってしまえばいいとさえ思ってしまう。

　私が本気だとわかると、前よりは真面目に働くようになった。

　最初からこうしていれば良かった。

　彼を愛することと、甘やかすことがイコールになってしまっていた私にも問題があったんだ。

　それに気付いたのは、彼への気持ちが完全に醒めた後だった。

　すべての借金を返し終わるまでは、私達の関係は変わらない。

　そう──私と茂くんの関係も。
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「ねえ、茂くん。あの人……また、少し借金をしたみたいなの」

「へえ、そうなんですか。相変わらずですね」

「そうなのよ。前の分もまだ払い終わっていないのに、困った人だわ」

　頬に手を当て、小さくため息をつく。

　だが、美織さんは口で言うほど困っているようには見えない。

「美織さん、旦那さんと別れたほうがいいんじゃないですか？」

「え……？」

「弁護士に知り合いもいますし、困っているなら手を貸しますよ」

「ありがとう。でも……まだ借金もあるし、あんな人でも夫だから。もう少しだけ一緒にがんばってみるわ」

「わかりました。余計なことを言ってすみません」

「ううん、いいの。私のために言ってくれたことだものね」

「では、借金を返済しなくちゃいけませんね。今度はいくらくらいなんですか？」

「それがよくわからないのよ。たぶん、10万円くらいじゃないかと思うのだけれど……」

「それ程度でよければ、俺が貸しますよ」

「甘えさせてもらってもいいのかしら？」

「もちろんです。美織さんは、ちゃんと返してくれるのは、わかっていますから」

「ええ……そうね。そうしないと、ずっとあなたとこういうことを続けることになるものね」

「そうですね」

　家に連絡をして、美織さんの旦那が借金ができないように、ちょっと手を回しておいた。

　もう、旦那は新しく借金をすることはできない。

　だから、美織さんの言葉は嘘だということも、彼女が俺の振り込んだ金を１円も使っていないこともわかっている。

　これは、俺達にとっての建前のようなものだ。

「じゃあ、いつものように美織さんの口座に振り込んでおきますね」

「ありがとう、茂くん」

　金を借りている間は、美織さんは『俺の言うことを聞かなくてはいけない』のだから。

　旦那を裏切るような行為をするのも、借金返済のために仕方のないことなのだと。

　こうすることで俺と美織さんは互いに理由を持って、関係を続けられるのだから。
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　閉店時間が近づき、お客さんの姿もまばらになった百貨店の催事場で、美織さんは今日も忙しく働いている。

「なあ、美織。今日は何時に終わるんだ？」

「仕事場には来ないでって、お願いしていたじゃない」

「夫婦なんだ、それくらい、いいじゃないか」

　ワガママを言う子供のような夫の態度に、美織さんが小さく溜め息をつく。

「……閉店までって言ったでしょう。それに片付けや締め作業もあるのよ？　終わるのは10時を過ぎると思うわ」

「そんなに遅いのか？　仕事よりも家のことをもっとちゃんとしたらどうだ？」

「あなたがちゃんと定職について借金を返済してくれるなら、私がこんなに働かなくてもいいのよ？」

「ぐ……それは……」

　やんわりと諭され、美織さんの旦那が言葉を呑んだ。さすがに言葉がでないのだろう。

　そんな夫の姿を見て、美織さんが笑いかける。

「ごめんなさい、言い過ぎたわ。これも、あなたの夢を応援するためにしていることだってわかってくれるわよね？」

「あ、ああ……そう、だな」

「終わったらすぐに帰るわ。夕飯は先に食べておいて」

「……わかった、待っているよ」

「ええ。愛しているわ、あなた」

「お……おう、俺も、その……同じだよ」

「ふふっ」

　愛していると言われて、後ろ暗いところもある旦那は、キョドキョドとして落ち着かない。

　すべてをわかっていて、夫を優しく見つめる美織さん。

　ダメな旦那を愛し、献身的に支える美人妻。端から見れば、そうとしか思えないだろう。

　事実、少し前まではそうだった。でも──。

　夫との話を終えた美織さんが俺のほうへとやって来る。

「ねえ……茂くん。今日はどうする？」

「旦那さんが待っているなら、やめておいたほうがいいんじゃないんですか？」

「そんなことを言うなんて、いじわるね」

　唇を軽く尖らせ、上目遣いに睨みつけてくる。

　旦那の前でさえしない、いや……俺にだけ見せてくれる、信頼しきった相手に対しての甘えるような態度。

「だったら、ここでしますか？　旦那さんが様子を見に来るかもしれませんけど」

　言いながら、美織さんの腰に腕を回して抱き寄せる。

「ここは関係者だけしか入れないわ。あの人だって、ここまで来たりはしないわよ」

「そうですか。それは……美織さんとしては、少し残念なんじゃないですか？」

「何を言ってるの。そんなことあるはずないわ」

「でも、あまり待たせると、妻がいるからと強引にここまで様子を見に来たりするかも。そうじゃなくとも、仕事を終えた他のマネキンさんがやって来るかもしれませんね」

「ねえ……だったら早くしましょう？」

　俺の首に腕を回し、美織さんが顔を寄せてくる。

　以前ならば、自分からこんなにも積極的にセックスをねだってきたりはしなかった。今の彼女には、ここで俺としないという選択肢はない。

「ん……ふ……」

　柔らかな唇の感触。もう幾度目になるかわからないキス。

「ん……ちゅ、ん……んっ、んっ、ちゅ、ちゅむ……」

　唇が触れるだけだったキスが、たちまち互いに舌を押し付け合い、擦り合わせ、絡めるような濃厚なものへと変わっていく。

「ん、ふぁっ、はあ、はあ……ねえ、茂くん……」

　とろりとした熱い眼差しを向け、その大きな胸を押し付けてくる。

「……旦那さんが不審に思うかもしれませんよ？」

「少しくらいなら、大丈夫よ。閉店の後の片付けは、いつも本当にしていることだもの」

「それなら……今は一度だけにしますか」

「とっても残念だけれど、そうしましょう」

　押し付けられる胸に手をあてがい、ゆっくりと撫でる。

「は、あ…………ん、ふ……服の上からだと……」

　刺激が足りないのか、もどかしげに腰を捩る。

「わかってますよ」

　服をまくり上げ、ブラを外す。

　ぶるんと弾む大きな乳房。相変わらず、綺麗で……すごくエロい。

　下から支えるように両手でおっぱいを持ち上げながら、むにむにと揉みしだく。

「あ、は……ん、ふ……」

　少し触れただけで、美織さんの吐息が熱くなっていく。

　乳輪を軽くなぞり、勃起しかけている乳首を指の腹で左右に転がす。

「あんっ。もう……そんなにしたら、だめ……」

「どうしてですか？」

「今日は、私がしてあげたいからよ。茂くんは、何もしなくていいわ。そこに横になって？」

　美織さんに促されて、俺はそばにあるソファに仰向けに横になる。

「ふふっ。なんだかすごくイケナイことをしているみたいね」

　そう言いながら、美織さんは俺の腰にまたがってくる。

「いいんですか？　旦那さんが待っているのに、こんなことをしていても？」

「ふふっ。ダメだって言って、止めてもいいのかしら？」

　妖艶な笑みを浮かべながら、美織さんが股間を俺のペニスに擦りつけてくる。

「う……！」

　思わず声が漏れる。

「んっ、ふ……ここ、おっきくなってるじゃない。茂くんも、したかったんでしょう？」

「旦那さんのことが気にならないんですか？」

　はぐらかすように他のことを尋ねる。

「そうね。もしも茂くんとこんな関係だなんて知ったら、あの人はなんて言うかしらね？」

　クスクスと笑いながら、美織さんの手は止まらない。

　俺の胸板を優しく、ゆっくりと撫で回してくる。

「ん、う……」

「男の子も乳首が硬くなるのね」

　俺が美織さんにするように、美織さんが俺の乳首を指でなぞり、撫でてくる。

「くすぐったいだけですよ」

「ふふっ。そうなのね」

　軽い強がりだということはあっさりと見抜かれているようだ。美織さんは俺の抵抗を楽しむように微笑する。

「おっぱいで感じないのなら、こっちならどうかしら？」

　ベルトに手をかけてファスナーを引き下ろした。

「チンポをこんなに硬くしてるのは、どうしてなのかしらね？」

　からかうように問いかけながら、強めに竿を擦り、カリをくすぐるようになぞってくる。

　こうしてセックスするのは何度目か。美織さんには俺の弱いところをすっかりと把握されてしまった。

　くすぐるように細い指がペニスを撫で回していく。

「ふふっ、どんどん大きくなって、硬くなってきてる……」

　鈴口から滲んだ先走りを塗り広げるように、手の平全体で亀頭を包んで捏ねまわしながら、裏筋を撫でる。

「う、お……」

「茂くん、気持ちいい？」

「うん、気持ちいい……」

「ここに、入れたい？」

　いつの間に下着を脱いだのか、美織さんは露わになった秘裂に指を添えると、俺に見せつけるように左右に開いた。

　にちゅり、と小さな水音を立てて薄もも色の粘膜が露わになる。

「入れたい、です」

「ふふっ。素直なのね」

　くすくすと笑うと、美織さんは自らの膣口に亀頭をあてがう。

「じゃあ、私も……素直になるわね。ずっと、茂くんのおちんぽが欲しかったの。だから……」

　言いながら、ゆっくりと腰を下ろしていく。

　にゅぷぷぷ……。熱く濡れた膣道を押し広げながら、ペニスが深く埋まっていく。
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「あ、は…………茂くんの、入ってきてるわ……ん、あ、はあぁ……」

　熱っぽい吐息と共に、一気に腰を下ろした。

「んんんっ！」

　ビクビクと腰が震え、膣がぎゅっと締め付けてくる。

「あ……は……やっぱり、茂くんのチンポ、すごく感じちゃう……」

　恍惚と呟く美織さんはすごく色っぽい。そんな彼女の姿に、たまらなく興奮する。

　美織さんの腰に手を添えると、軽く上下に揺する。

「ん……ん、は、はぁっ……あ、ふ……ん、ん、んんっ」

　たちまち美織さんの顔が快感に蕩ける。

「だめよ……だめ、んっ♥　私がしてあげるって、言ったでしょう……？」

「う……わかりました」

　言われて動きを止めると、今度は美織さんが自分から腰を動かし始めた。

　最初はゆっくりとした動きで、そして少しずつ速く。腰を前後させたかと思うと、円を描くようにグラインドする。

「美織さん、すごくいやらしい」

「やだ、そんなこと言わないで……んんっ」

「いいじゃないですか。こういうことするの、俺とのときだけなんですよね？」

「はあっ、はあっ、だって……茂くんが、教えてくれたんじゃない……あなたが、セックスは気持ちいいって……だから、こうして……あ、は……」

「旦那さんにはしてあげないんですか？」

「んんっ！　あ、こんなときにもう、あの人のことを言わないで……」

「そんなこと言われても、気になるじゃないですか」

「言えない……そんなこと、言えない……んんっ、ふ……♥」

「ええ……言ってほしな」

　美織さんの腰をしっかりと掴むと、前後、左右に揺すり、より大胆に動かすように促す。

「あ、は……だめ、おまんこ、擦れちゃう……身体の中、熱いのでかきまわされて……ふあ、あっ♥　あっ♥　んあああっ！」

　体勢を維持するのが辛くなったのか、美織さんが俺の胸に手を突いて、身体を支える。

　お尻をしっかりと掴み、上下させると、美織さんがぐっと背中を反らす。

「んんんんんんっ！」

　ぐちゅぐちゅと音を立てて、ペニスが出入りするたびに、おまんこから溢れてくる愛液がつながった部分を熱く濡らしていく。

「あーっ、あっ、あっ、だめ……そんなにされたら、イッちゃう……私、すぐにいっちゃ……あ、あっ♥」

「旦那さんも待っているし、そのほうがいいかもしれませんね」

「あ、あっ、や……そんな、こと言わないで……これ、すぐに終わるなんて、だめ……いや、いや……あ、ああっ♥」

　彼女が俺にまたがって身体を上下させるたび、大きな乳房が淫らに踊る。

　目の前で揺れ動くおっぱいを手の平で受け止めて捏ね回す。

「んんっ♥　うっ、あっ、あんっ♥　あ……おっぱい、そんなに強くしないでぇ……」

「本当にそのほうがいいんですか？　もっと強くしてほしいんじゃないですか？」

　両乳首をつまんで引っ張りながら、クリクリと捏ねる。

「はあああっ♥　あ、ん……だめっ、乳首、コリコリされたら……あ、あっ、あああ……！」

　乳首がスイッチになったかのように、強く刺激するたびに膣がきゅっきゅっと締まる。

　俺はさらに勃起している乳首を責めたてていく。

「そんなに引っ張らないで……伸びちゃ……乳首、伸びちゃうぅ……んっ、あ、だめ、だめよっ、あ、あああ……♥」

「じゃあ、キスしてくれたら放してあげますよ」

「ん、する……キス、するからぁ……」

　顔を寄せ、唇を重ねてきた。

　子犬や子猫がするように、唇をぺろぺろと舐め回し、尖らせた舌先が口内へと入ってくる。

「んっ、んふっ、ちゅ、ちゅるっ、れろれる。ちゅ、んんっ、んふ……ん、んっ」

　トロトロと流れこんでくる唾液を受け入れながら、彼女と激しく舌を絡め合う。

　たまらなくなったのか、美織さんは俺の胸に倒れこむように抱きついてくると、そのままおっぱいを擦りつけるようにして、身体を前後する。

「はっ、あっ、あっ♥　ん、ふ……あ、ひっ、ふぁっ♥　あ、あ……乳首、擦れて……気持ちい、いい……」

　気持ちいいけれど、物足りない。

　もっと感じたい。もっと激しく感じさせたい。

「今日は時間ないって言ってましたよね？」

　俺は、美織さんの腰に腕を回すと、一気に動きを速めた。

「あっ、あっ♥　あんっ、いきなり、激し……だめよ……だめ♥　そんなにされたら……本当に、すぐにイッちゃう、イク、からぁ……♥」

「まるでイキたくないみたいな言い方ですね。それじゃ、やめますか？」

　意地悪くそう尋ねると、美織さんは目許を朱に染めながら頭を左右に振る。

「いじわる、いじわるぅ……違うの。一度しか、できないのに、すぐに終わるのが嫌なの……だから、だから、もっと、もっとゆっくり……んっ♥　茂くん、お願い……」

「……まだ大丈夫そうですから、一度で終わりになんてしませんよ」

「あああ…………♥」

　囁くように告げると、美織さんはゾクゾクと全身を震わせる。

　ぷしゃっと、股間に熱い感触が……潮を吹いたのかもしれない。

「どうしてほしいか言ってください、美織さん」

「ほしいの。茂くんのチンポ……欲しいのっ。一度じゃ足りないのっ、何度もしたいの……おまんこ、いっぱいしてほしいの♥」

　潤んだ目で見つめられ、切なげにおねだりをしてくる。そんな美織さんを前に、我慢なんてできるはずもない。

「美織さん、しますよっ」

　ガチガチに硬くなったペニスを激しく出し入れして、美織さんのおまんこを突いて、突いて、突きまくる！

　すっかり俺のペニスに馴染んだおまんこは悦びに震え、淫らにうねる。

「ひううっ!?　あっ♥　あっ♥　しゅご……しゅごしゅぎ……あ、あっ、い、く……いくいくいく……！」

「いいですよ、イッてくださいっ」

「あ、ああっ！　しげるく……しげるくんのチンポで、いく……あ、ああっ♥　んんんんんっ！」

　自分から腰を押し付けてくる美織さんに合わせ、一気に膣奥深くまで貫いた！

　その次の瞬間、美織さんの身体がガクガクと震え、大きくのけぞる。

「ふああああああああああああっ!!」

　亀頭が子宮口を叩くと、美織さんが甘い悲鳴を上げる。

「はあ、はあ……あ、ん♥　茂くんのチンポをいっぱい入れられちゃって、私、イっちゃった……♥」

　とろりと目を細めると、再びキスをしてくる。

「ん、ふ……んんっ、ちゅ、んんむ……ん、れる、れろっ」

　舌を激しく絡めてくる。

　立て続けにイッたばかりだ。少し休みたいけれど、まだ終わりにしてほしくない、というところかな？

　わかっていて、俺はあえて腰を動かす。

「んんっ!?　ぷあっ、あ、は……♥　ん、まって……茂くん、少しだけ、休ませ……ん、あ、あ、だめ、今、感じすぎちゃう……あ、ああ♥」

　絶頂直後のおまんこは、新たな刺激を受け、うねりながらペニスを締め付けてくる。

「く……すごい締め付けだ……美織さん、そんなにされたら……長くもたない……！」

「そんなこと、言われても……おまんこ、動いちゃうっ。腰、止まらないのっ」

　責めていたはずなのに、気付けば責められている。美織さんの膣道はよりいっそう熱くなり、愛液がトロトロと溢れてくる。

「んっ♥　んっ♥　はあ……あっ、い……奥、もっと……もっと、奥まで……激しく、して……んんっ、茂くんのおちんぽ、もっと、もっとぉ……」

　ここがバックヤードであることや、誰かが来るかもしれないことさえも忘れたかのように、美織さんは甘く蕩けた声を上げ、昂ぶっていく。

「んっ♥　んっ♥　んあっ♥　はあっ、はあっ、い……いいっ。おまんこの中、チンポ、暴れて……擦れてるぅ」

　じゅぷじゅぷと水音を立てて、腰を激しく振りたくる。

「あーっ、あっ、あっ、おく、おくぅ……い、チンポ、当たってる。子宮、押し開かれちゃう……あ、あはっ、んっ♥　んんんっ♥」

　ねっとりと襞が絡み、締め付けてくる膣道を、ペニスが出入りするたび、美織さんの表情が淫らに緩んでいく。

「イッたばっかりなのに……また、くる、きちゃう……あっ♥　茂くん、しゅご……すごすぎるわ……あ、ああっ♥」

　美織さんが俺にしがみつき、無心に腰を揺する。

　全身で違いを感じ合うように、強く抱き合う。

「あーっ、いい、いいのっ。茂くんのチンポ、いいっ。気持ち、いい……！　あっ♥　あっ、感じちゃう……♥　おまんこ、感じちゃう……！」

「く、う……！　美織さん、そんなにされたら……出ちゃいますよっ」

「いくっ、いくっ。私も……また、いく……いっちゃう♥　あ、あっ、茂くん、いいの……出してっ♥　出してっ♥　私のおまんこに、茂くんの精子、いっぱい出してぇっ！」

「美織さん……！」

　頭の奥で快感が弾ける。腰奥から勢いよく精液がせり上がり、美織さんの中へ──。

　びゅくるるっ、びゅぷっ、どぴゅうっ！

「んんんんんんっ♥　あ、ああああああああああああああああっ！」

　絶頂した美織さんのおまんこがうねり、まるで、最後の一滴まで搾りだすかのように、収縮してビクビクと震えるペニスを締めつける。

「ん、ん♥　あ、はあぁん、はあ……出てる……おまんこに、茂くんの精液、たくさん……出てる……♥　ん、ふふ……あ、ふぁああぁ……♥」

　美織さんは俺の射精を受け、愛おしげにお腹に手を添えた。







「……ねえ、茂くん。何か考えごと？」

　セックスの後始末を終え、服を整えていると、美織さんが俺の顔をのぞき込んでくる。

「この後、また美織さんとしたいんだけど、旦那さんにバレないようにするには、どうしたらいいかなって」

「今、あんなにしたのに、まだ足りないんだ？」

　からかうような笑みを浮かべ、美織さんが聞いてくる。

「美織さんが満足しているなら、今日はこれで終わりでもいいですけどね」

「……最初の頃はとっても優しかったのに、最近の茂くんはちょと意地悪だわ」

　俺の服の裾を摘まみながら、上目遣いに抗議の目を向けてくる。

「どちらにしろ、美織さんの望みを叶えているだけなんですから、優しいでしょう？」

「…………夜、あなたの部屋に……行くわ。それで、いい？」

「旦那さんはどうするんです？」

「どうせ、すぐに眠るだろうし、私とは……そういうことをしないでしょうから、大丈夫よ」

「わかりました。それじゃ、部屋で待ってます」

「今からだと、日付が変わるころになるかも」

「かまいませんよ。ただ、旦那さんにバレないようにしてくださいよ」

「わかってるわ」

　美織さんが悪戯っぽく笑う。

　そこには、もう罪悪感や後悔のようなものはなかった。

　けっきょくのところ、美織さんとの関係に旦那が気づいたとしても、問題はないのだ。

　旦那のことは調べきってある。

　彼女を裏切って複数の女との不倫。

　そして不法行為に抵触するような怪しげな事業について。

　枚挙に暇がないほどの証拠がある。

　何を言われても、簡単に排除できるだろう。

　だが美織さんも、今まで自分を裏切り続けてきた旦那への報復に、そして社会的に許されない関係に……俺との関係にすっかりとハマっているようだし。

　彼女が望んでいるのならば、もうしばらく「不倫」関係を楽しんでもいいか。

「じゃあ、また後で」

「ええ。必ず行くから待っていてね」

　そして俺は今日も最高の夜を期待して、美しい人妻を待ちわびるのだった。
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